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契約彼氏はエリート御曹司!?
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一章　ダメ男志願の御曹司













　暖房がよく効いた四十八階の会議室から出ると、廊下は一月初旬の寒さでひんやりしていた。

「廊下、寒いですねぇ……昨日、空調が故障したんでしたっけ？」

　私の隣で、ふたつ下の後輩である広ひろ瀬せくんが身を震ふるわせる。緩いパーマがかかった明るい色の髪が、ふわふわと揺れた。

「早く直してほしいよね」

　広瀬くんの言葉に頷き、少しだけ冷える空気に首をすくめて歩く。すると、廊下にいる多くの社員から視線を浴びていることに気づいた。

　……嫌な予感がする。

　周りの社員たちが何かボソボソと話している。

　私は黒髪のボブをそっとかき上げて耳を澄ました。

「アイツ、また男をダメにしたらしいな」

「今度の犠ぎ牲せい者しゃは誰だよ」

「下請けの作業員だってよ。クビになったんだよな」

「マジかよ。この前、広報部の武たけ村むらも退職に追いやったって聞いたけど？」

「あー、アイツと付き合うようになってから、問題起こすようになったんだよな。上司に盾突いたりして」

「俺が聞いたのは、やり手営業マンをギャンブル依存症に没落させた、って話だけど？」

　ひ、ひどい……また、その話してるの……!?

　悔しさが込み上げてきて、唇くちびるをグッと噛かみしめた。

　私に聞こえないように話しているつもりだろうけど、廊下の隅からチラチラと視線を送られれば、耳をそばだててしまうもの。

　彼らが口にしている貧乏神のような〝アイツ〟の正体は私、瀬せ那な葉は月づきのことだ。

「とにかく、アイツは男をダメにするから。近づかないほうがいいぞ」

「つーか、頼むから社内で男作んなよなぁ……」

「被害者は武村ひとりで充分……」

「とんだサゲマンだな……」

　もう、ヤダ……こんなウワサなんて聞きたくない！

　私は会議室が並ぶ廊下を足早に歩いた。

　そのせいで、隣にいた広瀬くんが後ろで小走りになっているのに、それを気遣うこともできない。

「瀬那さん、すごい言われようですね」

　エレベーターを待っていると、追いついた広瀬くんが隣に並んだ。彼は丸い目をランランと輝かせ、口元をほころばせて弾むような声をあげている。

　入社一年目のときに教育担当をしてあげた仲だというのに、先輩のピンチを楽しんでいるらしい。

「ここまでウワサが広まるとは……もう社内の男性は寄ってきませんよ。どうするんですか？」

　私に彼氏がいないのを知っているので、余計な心配をしてくれている。ありがた迷惑極まりない。

「べ、べつに……いいよ」

「え？」

　声が小さかったのか、耳に手を当てて聞き返される。

「いいよ！　もう、社内恋愛なんてしないんだから！」

　思わず大きな声を出してしまう。

　ふと気づくと、周りからすごく注目を浴びていた。

「おい、アイツ社内恋愛しないってよ」

「そりゃ助かるわ」

　ウワサをしていた男性社員たちの安あん堵どする声が聞こえてくる。いたたまれない気持ちでいっぱいになり、胸がズキリと痛んだ。

「い、行こう……広瀬くん！」

「わっ、ちょっ……痛いですって」

　ちょうどタイミングよくエレベーターが到着したので、慌てて広瀬くんの腕を引っ張る。エレベーターに乗り込むと、「閉」のボタンを連打した。

　私が勤める閂かんぬき建設株式会社では、数ヵ月前から男性社員の間で、あるウワサが流れている。

　それは『瀬那と付き合うとダメになる』というもの。

　とはいっても、建築業界一の業績と規模、歴史を誇る閂建設は全国に一万人以上の従業員を抱え、本社だけでも約四千人が働いているので、社内の全男性社員に広まることは不可能。

　本社は地上五十二階、地下二階建ての鉄骨造の自社ビルを都心にかまえている。百年建築を目指して造られているだけあって、スマートなフォルムながらもレンガ調の外壁で重厚感がある。

　駅からのアクセスが徒歩五分と便利で、四十五階に従業員のカフェテリアがあり、五十二階には一般の人も入れる少しお高いレストラン、地下にはカジュアルなレストランやショップが併設されているので、ランチなどにも困らない。

　さらに二階から五階にはクリニックや金融機関が入っている複合ビルなので、昼休みに用事を済ませることもできる。

　六階から二十九階まではほかの企業が入っていて、残りの階は閂建設が使っている。

　多くの人が出入りするので一階にはインフォメーションがあり、エレベーターもオフィス用と店舗用、飲食店用に分かれている。

　そんな会社で、私は設計部設備課の照明部門に入社して五年目。女性が少ない職場だけど、楽しく働いている。

「瀬那さん、すごい宣言しましたね」

　設計部がある三十五階でエレベーターを降りると、広瀬くんが声を弾ませた。

「広瀬くんのせいだよ……人の不幸を楽しそうに見て……」

　誰が流したのか知らないけど、社内の至る所でウワサされて、自分でも結構気にしてるのに。私って、やっぱり男の人をダメにしちゃうのかな……。

　たまたまだって思いたいけど、こうもみんなダメになっていくと、もう誰とも付き合わないほうがいいんじゃないかと、不安に襲われる。

　そんな私への思いやりに欠ける広瀬くんには、彼が入社したときから手を焼いていた。

　現場での作業にヘルメットや安全靴を忘れるのは毎度のことで、雨が降ってきても図面を広げたままだったり、給電できる場所がないのに照明器具を取りつけようとしたり……。今も、たまにとんでもない設計をやらかすから目が離せない。

　最近はＴＰＯをわきまえて、今日みたいに会議があるときはジャケットを着るようになったけど、以前はＴシャツやらニットばかりで打ち合わせや会議があるたびに、作業着を羽織らせてごまかしたものだ。

「でも、ああいうのはハッキリ言っておいて正解ですよ。そしたら、瀬那さんと一緒に仕事する人は〝ああ……自分は恋愛対象外なんだ、ダメにされないんだ〟って思えて楽に仕事できますし」

「そんなものかなぁ……？」

　泣きたい気持ちで広瀬くんを見ると、「そうですよ」とニコッと笑った。

　アイドルみたいなカッコかわいい外見で笑顔を見せられると、つい納得してしまう。

　まぁ、ヤンチャな弟にしか見えないけど。

　設計部のドアの前まで来ると、首から提げていたＩＤカードをかざして、ロックを解除した。

　オフィスに入ると、ドアの近くに置かれたスケジュール管理用のホワイトボードから自分と広瀬くんの名前の欄を探す。

「で、あのウワサは本当なんですか？」

「本当じゃないところもあるよ。作業員の人は、下請けじゃなくて孫請けだし。しかも、付き合ってなくて、告白されただけだからね。本人はもともと辞めるつもりだったみたいだよ」

　私に告白してきたのは、現場で配線工事を担当していた男性だった。

　断ったあと、数日後に『退職した』と後任の担当者から言われたので詳しくたずねると、前から上司に退職届を出していたそうだ。

　だから、作業員の退職に関しては、私のサゲマン記録には含まれない。

　ふたりの名前欄に貼られていた〝会議中〟のマグネットを取ると、席へと歩きだす。その後ろを広瀬くんが小声で質問しながらついてきた。

「じゃあ……ほかは正しいんですか？」

「そ……それもほら、いろいろあったの。もう、いろんな人にウワサされて傷ついてるんだから、放っておいてよ……」

　あまり言いたくないけど、ほかのふたりは心当たりがある。

　最近まで付き合っていたのは広報部の武村さん。

　始めは仕事がデキる人だったのに、私があれやこれやと身の回りの世話をしてあげているうちに、自分は偉いと思い込むようになったのか、会社でも横柄な態度を取るようになった。それで上司と揉もめて退職した。

　彼が無職になってからもしばらく付き合っていたけど、『働かないの？』と聞いてばかりいると、キレられてフラれてしまった。

　その前の彼氏は友達の紹介で知り合った、車の営業マン。

　デートはいつも私の家で、いつの間にか入り浸るようになり、そのまま同棲開始。家賃も食費も、すべて私が支払っていたので彼がお金に困ることはなく、せっかく成績優秀だったのに働かなくなってしまった。

　次第に私が仕事で家にいない時間を、パチンコでつぶすようになった。もちろん私のお金で。

　頼られると甘やかしてしまう性格なので、一万、二万と渡していたら、ある日とんでもない金額を要求された。さすがに『無理』だと断ると、あっさり出ていってしまった。

　やっぱり、私が彼らをダメにしちゃったのかなぁ……。

　困っている人がいると、つい助けてしまう。ひとつ下の双子の妹たちのことも、つい世話を焼きすぎてしまい、「お母さんよりお母さんみたい」とよく言われる。

　オフィスの中央を縦断するように、丸い四つのテーブルが置かれており、その間を、過去のことを思い出しながら通ってデスクへ向かう。

　ライトグレーのオフィスインテリアで統一された設計部の室内は、大きな窓と天井に埋うめ込まれたダウンライトで明るく、開放的な空間となっている。

　このフロアでは約四百人が働いていて、半分が設備課の人たちで半分が構造課の人たち。さらに設備課のうち約四十人が照明部門の人たちだ。

　デスクを四つ合わせてひとつの班を作っていて、大きな業務は班ごとに担当する。先ほどの打ち合わせは、班の中でも、私と広瀬くんが任されている業務だった。

　広瀬くんは私が教育係をしたこともあり、席が左隣と近く、何かと一緒に仕事をすることが多い。

　私はデスクに荷物を置くと、壁沿いにズラリと並んだ棚に、共有のファイルを戻した。

「聞いてください、笹ささ部べさん。瀬那さんがすげぇ有名人になってますよ」

　広瀬くんは席に着くなり、私の向かいで仕事をしている笹部さんに声をかけた。

　私が『放っておいて』と言ったことは、すでに忘れているみたいだ。

「ああ、ウワサかー……いろいろ言われてるみたいだな。まぁ、気にするなよ、瀬那。いろんな男の名前が出るってことは、それだけモテてるってことなんだから」

　笹部さんは白い歯を見せてカラカラと笑った。

　入社して十五年目になるベテランの笹部さんは、一月だというのに真夏からずっと小麦色の肌をしている。しかも、半袖のＴシャツにチェックのシャツを羽織っただけの薄着なので、彼を見ていると今が冬だということを忘れてしまいそうになる。

「私がモテるわけないじゃないですか……」

　気を遣ってくれるのはありがたいけど、思わず苦笑してしまう。

　付き合った人数はウワサになっているふたりだけ。高校のときは部活ひと筋だったし、大学では、照明関係の仕事に就きたくて勉強に必死だった。

　外見は至って〝普通〟。派手で目立つわけでもなく、社内でも街中でも、〝その他大勢〟に分類され、人混みにすぐに埋もれてしまうタイプだ。

　男性に好かれるようなオシャレをしているわけでもないと思う。

　一応流行をチェックして取り入れてみるけど、ヒールは履はかないし、ほとんどパンツスタイル。しかも、シルエットが緩めの物が多い。

　スカートをはくのはクライアントと打ち合わせがあるときくらいで、現場で作業があるときは作業着にヘルメットと安全靴だ。

　髪は手入れが楽なように、毛先だけ内巻きパーマをかけた黒髪のボブ。メイクは現場で汗をかくこともあるので、崩れてもひどくならないようナチュラルにしている。

　だから〝モテる〟と言われてもピンとこない。

「いや、お前は仕事ができるし、信頼もある。何より一生懸命だしな。誰がどこでどう見てるかわからないぞ」

　笹部さんがニヤニヤと頬ほおを緩めた。

　普段は能天気な先輩にしか見えないけど、国内外問わずいろんな照明の賞を取っている彼に、仕事を褒ほめられると嬉しいし、自信にもなる。

　ただ、誰かが仕事の頑張りを見てくれていたとしても、ウワサのせいで好きになってはもらえなさそう。それに今は、たとえウワサを知らない人が近づいてきてくれても、私がこの人をダメにしちゃうかも……なんて考えると、怖くて付き合えそうにない。

「瀬那さんは次の社内コンペで勝って、みんなを見返せばいいんですよ。頑張ってください」

　広瀬くんがおざなりに応援してくれる。

「うん……ありがとう」

　もうすぐ中型商業施設の照明設計の社内コンペが開かれる。設備課の照明担当者の中で争われるもので、先輩も後輩も関係なく誰でも参加できる。

　事前エントリーを確認すると、私が一番下っ端だった。

　でも、そんなの関係ない。社内コンペには今まで何度か参加してきたけれど、一度も採用されたことがないので、今度こそは勝ち取りたい。

　私がコンペへの気持ちを強くしていると、斜め向かいに座っている古ふる川かわさんが眼鏡のブリッジをグイッと上げた。

「広瀬くんは人のフォローをしている場合じゃないですよ。キミはウワサではなく、本当に女の子と遊びすぎです」

　眼め鏡がねの奥の瞳が鋭く光る。

「わっ、わかってますよ。気をつけます」

　古川さんの向かいに座っていた広瀬くんは、注意されて肩をすくめた。どうやら、結構派手に女の子と遊んでいるらしい。

　古川さんは笹部さんと同期で無口なのに、たまにしゃべると鋭いことを言う。頼りになるような……だけど意見を聞くのが怖いような……そんな存在だ。

　みんな、いい人なんだよね……。

　私のウワサが流れ始めたときも、冗談でからかってくることはあっても、変に気を遣ったり距離をとったりすることはなかった。

　だから、そんな人たちのためにも……今は仕事に集中する。仕事仲間までダメにしたくない。

　私は先ほどの打ち合わせ資料を開き、変更になった内容をデータ入力しようと、パソコンを開いた。

「うわっ……瀬那さん、今から仕事するんですか？　あと五分で昼休憩入りますよ」

　広瀬くんに呆あきれたように言われる。彼はもう休憩に入る準備が万全らしく、デスクの上には何もない。

「少しでも時間があるならやっておきたくて」

　年末から年始にかけてのこの時期は、決算の関係で、かなり忙しい。設計は前もって終わっていても、あとから修正依頼が来ることも多いので、いつでも対応できるようにしておきたい。

「瀬那さん、ここ二、三日終電ですよね。働きすぎですよ」

　広瀬くんの言う通り、最近はオーバーワークぎみだ。九時から十八時の就業時間なんてあってないようなもの。ひとり暮らしの部屋は、寝に帰るためだけに借りている状態だ。

「うーん、まぁ、打ち込みはすぐ終わるから。これくらい済ませて食事に行くよ」

　そう言ってキーボードを打っていると、メールの受信音が鳴った。

　メールソフトを確認すると、表示された差出人名に、本文を開こうとした手が止まった。

「ん？　この差出人って……」

　差出人の欄には【閂 蒼そう一いち】と書かれていた。

　……え!?　閂 蒼一って……営業総本部の閂総本部長!?

　私は思わず前のめりになって、パソコンの画面に目を凝こらした。

　なんで閂総本部長が私にメール？　しかも、件名が【私用】。一度も話したことがないのに。もしかして、誤送信かな。

　あっ！　ま、まさかウワサの件が耳に入って『キミは人をダメにするから、社内の人間には手を出すな』って、注意されるとか!?

　うわ……想像するだけでヘコむ。

　ひとりでいろいろ考えを巡らせていると、隣の広瀬くんが財布を持って立ち上がった。

「瀬那さん、昼休憩になりましたよ。ほら、休まないと」

「あ、う……うん。もうちょっと」

「頑張りますねぇ。じゃ、俺、食事行ってきますから」

　広瀬くんは軽い足取りでオフィスを出ていく。

　四十五階にはカフェテリアや売店のほかに、テレビや自動販売機が設置されたレクリエーションルームがある。いつもそこへ行くようだ。

　続いて、笹部さんも席を立つ。

「古川、飯行こうぜ。今日はなんにするかな……あ、瀬那は適当なところで切り上げろよ」

「わ、わかりました」

　笹部さんに返事をし、ひとりになったところでフウッと息を吐き出した。

　いろいろ考えていても仕方ない……とりあえず、メールを確認しよう。

　新着で赤くなっている件名をクリックすると、今度は現れた本文に目が丸くなる。

「えっ……どういうこと？」

【瀬那葉月様　突然のメールで申し訳ありません。お話ししたいことがありますので、本日、十二時五十分に五〇三会議室へ来ていただければ幸いです。もしご都合が悪ければ改めますので、ご一報ください。　営業総本部　閂 蒼一】

　よ、呼び出された……やっぱり、ウワサについて注意されるのかな？　それにしてはずいぶんと丁寧な文章だよね。なんなんだろう。

　不思議に思いながらメールを読み返し、首を傾げた。

　とりあえず、私の名前が書かれていることから誤送信ではなさそうだ。

　メールの差出人である閂 蒼一総本部長は、名字からわかるように閂建設の御曹司だ。

　営業総本部は、顧客対象によって分けられている各営業部や、各支社の営業部など、すべての営業部を取りまとめているところ。

　そんな部署で、三十二歳という若さで部長を務めている。

　この情報だけなら単に社長の息子だから……と思うけれど、ちゃんと実力もあるらしい。

　難攻不落と言われていた取引先からの受注をもらったり、都市部に建てた超高級タワーマンションを即完売させたり、競争率の高い事業をプレゼンで勝ち取ったり……大きな商談はすべて彼がまとめていると聞いたことがある。

　それら以外にも、営業部ではさまざまな武勇伝が語られているようだ。

　しかも総本部長は今、社内で〝次期社長候補〟だとウワサされている人。

　彼の父親である現在の社長が、六十五歳になるのを機に、来年の三月末で社長の座を退く予定だ。

　大企業であることを考慮してマスコミには早々に公表したものの、後継者はまだ発表されていない。

　社長にはふたり息子がいる。総本部長と、その兄である専務の閂 汰た一いちさんだ。

　歴代の社長を思い返すと、閂建設は世襲制なので、どちらかが新社長に就任すると思われる。

　普通に考えるなら兄であり、すでに専務の地位にいる汰一さんがなりそうだけど、専務は仕事に対して不真面目なので、社内では総本部長を新社長に推す声が大きい。

　そんな雲の上にいるような人が、なんで設計部の平社員である私なんかを呼び出すの……？

　遠目に見たことはあるけれど、話をしたことはない。

　確か身長が高くて体格もよかった。前に同僚が、何時間見ても飽きないほどカッコよくて人柄もいいので、女子社員の多くが狙っていると話していた。

　メールからも、人柄のよさはわかる。

　閂建設の御曹司だし営業総本部長でもあるのだから、もっと偉そうなメールを送ってきそうなのに、低姿勢な言葉で綴つづられていた。

　いいウワサしか聞かない総本部長かぁ……。サゲマンのウワサがある私とは大違いだな……。

「と……とりあえず、行かなきゃいけないよね」

　閂建設の御曹司かつ営業総本部長から、名指しで呼び出されては断れない。まずは、話を聞いてみよう。

　カフェテリアの混雑を避けるため、社内ではいくつかの部署ごとに昼休憩の時間がずらされている。けれど、営業総本部はたまたま設計部と同じく、十二時から十三時までが休憩時間だった。

　午後の就業が始まる十分前を指定してきているのだから、そのくらいの時間で終わる話なのだろう。

　私はあまり深く考えないようにして、デスクで弁当を食べ終えると、五十階にある、五○三会議室へと向かった。




「ちょっと緊張するなぁ……」

　エレベーターの中で、鏡を見ながら独り言を漏もらす。

　今日が会議のある日でよかった。とりあえず、白のノーカラーシャツにネイビーのジャケットを羽織っている。ベージュのパンツが幅広で少し緩いけど、突然呼び出されたのだから仕方ない。

　パウダールームでメイクも直したし、これで身なりは大丈夫だろう。

　エレベーターを降りると、一番奥にある五○三会議室へと廊下を歩く。

「よ、よし……！」

　到着すると、扉は閉まっていた。

　部屋の番号が書かれているプレートの下には、スライド式の『空室／予約／使用中』という表記サインがある。

　そこには赤色で『使用中』の文字が表示されていて、ドアの上からも明かりが漏れていた。

　総本部長はもう……中にいるはずだ。

　妙な緊張感に襲われつつ、ドアをノックした。

「はい」

　ドアの向こうから、低くハッキリとした声が聞こえる。

　うわっ……声だけでイケメンだって想像しちゃう……艶つやっぽい声だなぁ……。

「せ、設計部の瀬那です。失礼します」

　ドアのハンドルを下げると、恐る恐る中へ入った。

　会議室は八人程度が打ち合わせで使うような、こぢんまりとした部屋だ。

　正面は壁一面がガラス張りとなっていて、多くの車が走る大通りを見下ろせる造りとなっている。その窓のすぐそばで仕立てのいいスーツを着こなし、スラリと立っている男性がいた。

　……閂総本部長だ。

　思わず、そのキレイな立ち姿に見み惚ほれてしまう。

「ああ、瀬那さん……お疲れさま。営業総本部の閂 蒼一です」

　私がドアのそばで立ち尽くしていると、長い足でこちらに歩み寄ってくる。

　近づくと彼のスタイルのよさだけではなく、顔の美麗さにも目がいった。

　キリリとした眉に意志が強そうな瞳。高い鼻筋に、上品な唇……加えて爽やかにセットされた黒髪。

　身長も想像していたより高い。一六二センチの私が見上げるから、一八〇センチ以上あるはず。ジムでも通っているのか、スーツの上からでも、鍛えられた身体だとわかるほどスタイルもいい。

　イケメンで仕事もデキて、何があっても守ってもらえそうな体格……しかも大企業の御曹司か……うーん、完璧。

　多くの女性社員が狙うのも納得する。

「は、初めまして……瀬那葉月です」

　私は心の中で称賛しながら、頭を下げる。

　すると、閂総本部長が苦笑した。

「初めまして……か」

「えっ？」

　挨あい拶さつがおかしかったかな……。

　私が首を傾げると、総本部長は唇に優雅な笑みを浮かべて「いや」と言葉を濁した。

「突然呼び出したりして、申し訳ない」

　礼儀正しく、頭を下げてくれる。腰の低さも完璧だ。

「いえ。あの……どういったご用件ですか？」

　どうか、ウワサのことではありませんように……。

　ドキドキしながらたずねると、総本部長が神妙な面持ちで話しだす。

「用件の前に、キミに聞きたいことがある。いきなり失礼だけど……今、彼氏はいるかな？」

「え？　い、いませんけど……」

　会って早々、プライベートな質問？

　や、やっぱり社内と取引先の男には手を出すな……とか言われちゃう？

　不安になっていると、総本部長は唇にフッと安あん堵どの笑みを浮かべる。

「なら、よかった……用件というのは、実はキミに頼みたいことがあるんだ」

　そう言うと、距離をグッと詰めて、顔を覗のぞき込んできた。

　黒々とした総本部長の瞳に、私の顔が映り込みそうなくらいの距離で見つめられる。

　わっ……ち、近い！　っていうか、至近距離のイケメンは心臓に悪い……。

　ドキッとしながら、思わずあとずさった。

「な……なんでしょうか？」

『頼みたいこと』なんて言われると、聞かずにはいられない。

　戸と惑まどいながらたずねると、総本部長がゆっくりと口を開く。

「俺をダメにしてほしい」

「……へ!?」

　思わず間抜けな声が出る。

　そ、総本部長……何言ってるの……？

　あまりに突とっ拍ぴょう子しもないお願いに、目を何度もまたたかせてしまう。

　総本部長の格好をした別人かとバカみたいなことを思ったけれど、何度瞬まばたきしても目の前にいるのは、総本部長に間違いない。

「キミは付き合った男をダメにしていると聞いた。……お願いだ、俺をダメな男にしてくれないか？　……俺と付き合ってほしい」

　思考が完全に停止している私にかまわず、総本部長は矢継ぎ早にしゃべる。

　その顔はふざけているわけではなく、真剣そのものだ。

　思った通り、総本部長の耳にもウワサは届いていた。

　こんなに広まってるなんて……。

「む、無理です……付き合えませんよ。総本部長をダメにするなんてできません。それに私……もう、社内恋愛はしないって決めましたし」

　自分が誰かをダメにすることを自覚するのは、苦しくて胸が締めつけられる。

　しかも、総本部長が私のサゲマンのウワサを耳にしたとはいえ、こんなお願いをしてくるなんて意味がわからない。

　動揺しながらも全力で断るけど、総本部長は相変わらず真剣な眼差しで口を開いた。

「もちろん、キミが〝社内恋愛をしない〟と宣言したことは知っている。ちょうどあの場に居合わせてたんだ」

　まさかあの場に総本部長がいたなんて……。

　あのフロアには会議室がいくつもあるし、ちょうどお昼時で会議が終わって廊下に出てきている人がたくさんいたから……充分あり得る。

　焦あせる私にかまわず、総本部長はさらに顔を近づけてきた。

「しかし、何も〝社内恋愛をしよう〟と言うんじゃない。俺をダメにするために、仮の恋人として付き合ってほしいんだ」

「か、仮の恋人って……」

　端正な顔で熱く見つめられると、それだけで胸の奥がトクンと跳ねる。

　ただ、言っていることをすぐに理解できない。

『ダメになるから近寄るな』と言われるならともかく、まさか『付き合ってダメにしてほしい』とお願いされるとは思わなかった。

「で、できません。私……そんな……」

　いきなり言われても混乱する。

　仮とはいえ、まさか総本部長と……しかも『ダメにしてほしい』なんていう、意味のわからない理由では付き合えない。

　戸惑っていると、総本部長はスーツの胸ポケットから一枚のカードを取り出した。

「今夜、この店で待ってる」

「え？」

　手渡されたカードを見ると、一軒の店の情報が載っていた。

「あっ、ここ……」

　総本部長に指定された店は、一昨年おととし笹部さんと一緒に照明設計を担当した、カジュアルなレストランだった。

　かしこまった雰囲気はなくて、服装などは気を遣わなくていい店。

　ただ一級品の素材ばかり使ったスペイン料理で、値段が高い。施工後に完成の確認をしただけで、オープンしてからは行ったことがなかった。

「時間、二十時くらいでどうかな？」

「いえ、二十一時くらいじゃないと仕事が……」

　定時は十八時だけど、午後からは打ち合わせが二本入っているし、図面の修正が一件、器具の不具合を業者に電話して午前中の会議の報告書も上げて……。

「……って、行きませんから！」

　なんだか強引に約束させられそうになり、慌てて断る。

　総本部長は顎あごに手を当ててうつむき、少し何か考え始めた。

　……どうしたんだろう。

　様子を窺うかがっていると、すぐにハッとひらめいたように顔を上げた。それから妖あやしく瞳を細め、私に不敵に微ほほ笑えんだ。

「来なかったらキミをクビにする」

「ええっ!?」

　ま、待って……総本部長ってこんな人だったの!?　これが総本部長の素顔？

　丁寧なメールや腰の低さからは考えられない脅おどしに、混乱する。

　あまりにも衝撃的な総本部長の一面にショックを受けていると、彼は訝いぶかしげに眉を寄せた。

「……あれ、響いてない？　……変だな」

　ポツリと呟いて首裏をかく。それからズボンのポケットに手を入れて横柄な姿勢になると、私をジロリと見下ろしてきた。

「キミに拒否権はない。二十一時に、この店に来るんだ」

「いやっ、あの……」

　時間の希望は聞いてくれたみたいだけど、あまりにも一方的な誘いを受け入れることはできない。

「……反応薄いな。じゃあ、こっちかな」

　返事に困っていると、今度はツンとそっぽを向き、不機嫌そうな……でもかまってほしそうな複雑な表情を作る。

「別に絶対来てほしいとは言ってないだろ。……ただ、ちょっと話がしたいだけだ」

「はぁ……」

　私は呆あっ気けにとられていた。

　……なんなんだろう、この人。

　真面目で紳士だと思っていた総本部長が、急に強引になったり、俺様になったり、ツンデレになったり……。

　もう、どれが本当の総本部長なのかわからない。ただ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしてしまう。

　そんな私を見た総本部長は、焦ったように唇を噛みしめた。

「こういうタイプでもないのか。まずいな……。とにかく話を聞いてほしいんだけど、このままじゃ昼休みが終わるな……」

　総本部長がシルバーの腕時計に視線を落とす。時間を確認すると、真剣な眼まな差ざしで私を見つめてきた。

「瀬那さん……キミだけが頼りなんだ。助けてほしい」

「うっ……その言葉には弱いんですけど……」

〝頼りにしてる〟〝助けてほしい〟という言葉は、私の世話焼きな性格を一番刺激する。

「なんだ……そういうことか」

　私がうろたえていると、総本部長がクスッと笑った。

「な、なんですか？」

　総本部長の笑みに意味深なものを感じる。

　少し驚戒していると、彼は首を振った。

「いや、こっちの話だ。それより、俺を助けると思って、話だけでも聞いてくれないかな？　頼むよ」

　ああ……また〝助ける〟〝頼む〟の二連発……。

「う……は、話だけなら……」

　頼られるとなんとかしてあげなくちゃ、なんて思っちゃうんだよね……。こういうところが、付き合った人をダメにさせちゃうんだろうな。

　私がうなだれるように頷くと、総本部長はパッと顔を明るくした。

「ありがとう。……すごく助かる。それじゃ、二十一時に。楽しみにしているよ」

　私に爽やかな笑顔を向けると、颯さっ爽そうと会議室を出ていく。

「あっ、あの……」

　私が引き止める声は届くことなく、会議室の扉が閉まった。

「話って、なんなんだろう……」

　しかも、ダメにして……なんていう、変なお願いまでされた。

　よくわからないまま、会う約束だけしたけれど、本当にこれでよかったのだろうか。受け取ったカードを見つめたまま、立ち尽くしてしまう。

　でも総本部長、困ってるみたいだったしなぁ。

　それに、この店のライティングを一度じっくり見たいと思っていた。ひとりじゃ入りづらい店だし、値段が値段なだけに気軽に友達を誘えない。こんな機会がないと、行けないかもしれない。

「コンペも近いし、勉強になるよね」

　いろんな所へ行ってライティングを見るのは、ひとりで考えるよりいいはずだ。

「迷ったところで約束はしたし……行くしかないか」

　ため息をついて時計を見ると、あと二分で昼休みが終わるところだった。

「それにしても総本部長って、どういう人なんだろう……」

　疑問に思いながら、設計部のオフィスへ戻ることにした。




　午後からの仕事は想定通り大量で、終わったのは二十一時ちょっと前。

　総本部長と待ち合わせている店には会社の最寄り駅から電車一本で十分。少し遅れそうだ。

　連絡先、聞いておけばよかったかな……遅刻することも言えないや。

　一方的な約束だったのでどうしようもなかったし、帰っているならそれでもいいけれど……。

　総本部長から指定されたレストランは、降車駅から徒歩三分のところにある、七階建てのモダンなビルの三階に入っている。

　あー……ここ、業者と揉めたところだ。どっちのライトがいいか、深夜まで話し合ったんだよね。このエレベーターホールはクライアントもすごく気に入ってくれたんだった。

　自分が関わったビルだけあって、いろんなことが思い出される。懐かしい気持ちになりながら、エレベーターに乗り込んでレストランへ向かった。

　三階に到着し、エレベーターから降りると、すぐに入口があった。

　店員に総本部長の名前を告げて、案内されるままに店内を歩く。

　このレストランの照明も、笹部さんと私が担当した。

　普通ならビルの設計は担当しても、中に入るテナントの内装にまで関わらない。だけど、このビルのライティングを見たレストランのオーナーから、『うちの店も設計してほしい』と熱心に言われ、特別に請け負ったのだった。

　わっ……やっぱりキレイだな。

　歩きながら、キョロキョロと辺りを見渡す。

　オーナーからの依頼は〝樹海をイメージしたライティング〟だった。

　笹部さんはその依頼に、通常なら天井からぶら下げたり埋め込んだりして設置する照明を、天井の裏に設置した。そして天井の板に細かな穴を無数に開け、木漏れ日の空間を演出したのだ。

　計算され尽くしたライティングは店内をほどよく照らし、幻想的な雰囲気を醸かもしている。

　一応、私も担当者として関わってたけど、全部、笹部さんのアイデア。彼の男らしさ溢れる肌の色や季節を無視した格好をする無む頓とん着ちゃくさからは全く想像できない、繊細なデザインだ。

　総本部長……遅刻したから怒ってるかな？

　腕時計を見ると、すでに二十一時を十分過ぎている。ドキドキしながら案内してくれる店員のあとに続いた。

　案内されたのは一番奥にある、衝つい立たてで区切られた半個室だった。

　ヒョコッと中を覗くと、難しい顔をした総本部長が天井を見上げながら座っていた。

「あ、あの……失礼します」

「ああ、瀬那さん！」

　総本部長は私を見るなり、ホッと安堵の表情を浮かべた。

「わざわざ来てもらって申し訳ない。あ、こっちに」

　私に謝りながら、向かいの席へ座るように促してくれる。

「い、いえ……こちらこそ、遅れてすみませんでした」

　席に着いて頭を下げると、総本部長は困ったように笑った。

「いや、俺も取引先との打ち合わせが長引いてね。今来たところなんだ」

　そう言っている総本部長の前にあるコースターは、水が入ったグラスの水滴で薄緑色が黒っぽく変わっていた。

　本当はずいぶん前から待っててくれたのかな……。

　強引なんだか俺様なんだかわからないキャラで誘ってきたのに、『今来たところ』だなんて気を遣ってくれている。ますます総本部長の性格がつかめない。

「あの、総本部長……ゆっくり話したいことってなんでしょうか？」

　早速本題を切り出すと、総本部長はクスリと笑ってメニューを開いた。

「そう焦らないで、何か注文しようよ。せっかく瀬那さんと食事ができるんだ。楽しみたい」

　薄暗い中、目を細めて色っぽく微笑まれる。端正な顔に柔らかい陰影ができ、映画のワンシーンみたいで思いがけず胸の奥が高鳴った。

「た、楽しみたいって……」

　私は話の内容が気になってそんな気分でもないんだけど……。

　でも、滅多に来られない高級なレストランだし、話も長くなるかもしれない。

「で、では、せっかくなので」

　私が頷くと、総本部長は嬉しそうに頬を緩めた。

「ああ。じゃあ、何か食べたい物とか、気になる物はある？」

「え、えっと……」

　自分に向けて開かれたメニューを見る。だけど、普段食べないスペイン料理だから、料理名だけではイマイチどんな料理なのかピンとこない。

　仕事でバタバタしてたから、オススメ料理とか調べてくるの忘れちゃった……。

　困っていると、総本部長がメニューのひとつを指差した。

「俺のオススメはこれ。黒ムツは旬だし、サフランとレモンのソースがすごく美お味いしい。店の一番人気はこっちで……」

　メニューがよくわからない私に、ひとつひとつ細かく説明してくれる。

　こういうの久々だなぁ……。

　元カレの武村さんと付き合っていたときは、料理の内容や行き方はいつも私が調べていたし、それが当たり前だと思っていた。

　設備課での飲み会でも幹事をやることが多く、後輩より早くメニューを聞いて回り、店員を呼ぶので、いつの間にかみんな私に注文を言うようになっていた。

　だから、些細なことでも相手がリードしてくれるということに、感動してしまう。

　総本部長がオススメしてくれた物をいくつか注文し、ドリンクはワインにした。

　うーん……こうしてると、完璧な人にしか思えないな。昼休みに見た総本部長はなんだったんだろう。

『ダメにしてほしいから仮の恋人になって』と言われるより、やっぱり『社内の人間に手を出すな』と言われるほうがしっくりくる。

　私が総本部長を探るように見ていると、ワインが運ばれてきた。なんとなく小さな礼を交わし合って、グラスをカチンと合わせる。

「あの、そろそろ本題に入っていただけませんか？」

　ワインをひと口飲み、急せかすように言うと、総本部長は苦笑した。

「……もうちょっと、この時間を楽しませてはくれないんだ？」

「だって、気になります。急に『ダメにしてほしい』とか、『仮の恋人として付き合ってほしい』とか……」

　総本部長は、どうして私との食事を楽しみたいのかな？

　私が怪け訝げんに思って眉を寄せると、総本部長はひとつ頷いた。

「そうか……まぁ、仮でも付き合ってもらえれば、これからは……」

「これからは？」

　何が言いたいんだろう？

　首を傾げると、総本部長は慌てたように笑った。

「いや、本題に入ろう」

　そう言うと、ワイングラスを置き、口元を引きしめた。そして、まっすぐに私の目を見つめてくる。

「社長が来年の三月末に退任して、会長になることは知ってるかな？」

「……はい。来年度いっぱいで退任されるんですよね。年末の朝礼で言われていましたし、ニュースなどで取り上げられているのも拝見しました」

　大企業というだけあって社長の退任は会見を開いて発表し、テレビや新聞、ネットなどで大々的に扱われた。数ヵ月前に会見を行う企業はあるが、一年以上前から退任を発表するのは異例らしく、多くのメディアから注目を浴びたようだ。

　あまりにも早いので社長の体調が悪いのでは……という説も出たが、本人は至って元気で会長になる気満々らしく、早期の発表には別の理由がありそうだと広瀬くんから聞いた。

　広瀬くん……秘書課に知り合いがいるって言ってたっけ。まさか、そんなところの女子社員にまで……？　いやいや、今は広瀬くんのことを考えてる場合じゃない。

　思考が思わぬところにトリップしていると、注文していた料理がいくつか運ばれてきた。

「話は食べながらでかまわないから」

　総本部長がカトラリーを手渡してくれながら、優しい声色で言う。

「あっ、はい……ありがとうございます」

　小さくお礼を言って受け取ると、お言葉に甘えて料理を食べることにする。

　総本部長オススメのメニューを口に運ぶと、黒ムツの身が軟らかくほぐれ、爽やかなソースが舌の上に広がった。

　……美味しい。

「それで……その退任が、どうかされたんですか？」

　私がたずねると、総本部長は眉をひそめて少し暗い顔付きになった。

「実は、社長退任後の後継者について……今、会社と閂家で揉めている」

「えっ、そ……そうなんですか……」

　こんな話、私なんかが聞いていいのかな。

　美味しい料理が急に喉のどを通らなくなって、コホンと咳せき込んだ。

　そんな私にかまわず、総本部長は私をじっと見つめて口を開いた。

「それでキミに力を貸してほしいんだ」

「わ、私に？」

　思わず声が裏返る。

　人をダメにするというウワサまで流れている私が、会社の後継者問題に力を貸せるなんて考えられない。

「俺も閂家も、専務である兄の汰一が社長になることを望んでいる。しかし、会社の役員は俺が社長になることを望んでいて……ずれが生じているんだ」

「それは、まぁ……私も役員の方たちに同意見ですけど……」

　差し出がましいと思いつつ、つい口にしてしまう。

　総本部長のお兄さんである専務は総本部長と違って、いいウワサを全く聞かない。それどころか、御曹司という肩書きを使ってたくさんの女性を口説き、遊んでばかりいるようだ。

　実際、口説かれたという受付嬢がカフェテリアで自慢げに話しているのを、聞いたことがある。

　それに、何度かテレビ朝礼で見かけたことがあるけれど、挨拶はおざなりだし、ただ原稿を読まされているだけのような態度だった。

　外見は総本部長と同じく、惚れ惚れするほどカッコいい。むしろ、黙っていると堅物にも見える総本部長と違い、柔和な顔立ちで人に好かれそうな雰囲気。

　なのに社内の評判はよくないから、社長には向いていないんじゃないかと思う。

「役員の方たちが言われるくらいですし、長男とか関係なく実力主義で……総本部長が社長になられたらいいんじゃないんですか？」

「いや、それじゃダメなんだ。両親や親戚……閂の家が、兄が社長になることを望んでいる。古いと思われるかもしれないけど、そういう考えなんだ……閂家は」

　総本部長はますます表情を曇くもらせた。

「閂家……」

　閂建設は創業者が明治時代に大工の店をかまえた頃から続いている、歴史ある会社。古くからのしきたりとして、閂家やその親戚にはそういった考えが根強く残っているのかもしれない。

「もちろん、俺も同じ考えだ。……小さい頃から兄は『閂家本家の長男だから』『跡取りだから』……と大切に育てられてきたんだ。次男の俺は両親から『大きくなったら兄の右腕となるように』『何かあったら兄を守るように』……そう、懇こん々こんと言われてきた。……社長になった兄を支えるのが俺の役割なんだ」

　総本部長は強く言い切った。

「役割……」

　その考えには、少し共感できてしまった。

　私にはひとつ下に双子の妹たちがいるので、小さい頃から両親には『お姉ちゃんなんだから、しっかりしなさい』と厳しく育てられてきた。

　まだ甘えたい盛りのときにもあまりかまってもらえず、妹たちの世話をして褒められるときだけ、両親の気を引くことができた。だから、妹たちを引っ張り、助けていくことが自分の役割だと思っていた。

　私と総本部長とでは、あまりにも立場が違うけれど、似たものを感じる。

「専務はどうおっしゃっているんですか？」

「それが……肝心の兄はやる気がないみたいで。何度も話し合いを試みたが、全然取り合ってくれない。役員からも説得してもらえるように頼んだけれど、役員は俺に社長になってほしいから断られてしまった」

　せめて専務にやる気があれば、役員も考え方が変わったかもしれない。総本部長が八方塞ふさがりで困っているのは伝わってきた。

「会社の後継者問題についてはわかりました。……でも、私が手伝えることってあるんですか？」

　私はただの平社員だし、しかも『アイツには近づかないほうがいい』だとか『社内で男作るな』とか悪いウワサが流れているのに……。

　こんな私にできることがあるんだろうか。

　首を傾げると、総本部長は目を輝かせた。

「それで、キミに俺をダメにしてほしいんだ」

「……へ？」

　昼休みに呼び出されて言われた『ダメにしてほしい』という言葉は、ここに繋つながってくるの？

　ポカンとしていると、総本部長は話を続けた。

「俺がダメな男になれば、役員は失望する。そうしたら、兄に頼み込むと思うんだ。さすがに兄も、自分が社長になることを反対していた役員から、『社長になってほしい』と言われれば、受け入れると思う」

「そ……そんなにうまくいきますか？」

　とてもじゃないけれど、そんな簡単に事が運ぶとは思えない。

　しかし総本部長の瞳は揺らぐことなく、凛りんとした声には力があり、自分の考えに自信を持っていそうだ。

「ああ、うまくいくと思っている。……それに、兄には取り合ってもらえないし、役員も動かないとなれば、今はキミに頼るしかないんだ」

「そ、そんな……」

　ここまでハッキリ確信して私にお願いしてくるということは、総本部長も私のウワサを信じているということなんだろう。

　ちょっとだけ悲しさに胸を痛めていると、総本部長が姿勢を正して私を見み据すえてきた。

「俺と……付き合ってほしい」

　薄暗い中、総本部長の黒々とした瞳が私を捕らえる。目め眩まいがしそうなほどの熱い視線に、胸がトクンと大きく波打った。

　とんでもないことを理由に交際を申し込まれているのに、〝仮で〟という言葉がないせいか、本当に告白されているんじゃないかと、勘違いしてしまいそうになる。

「そ、そう言われても……」

　もう誰も近づいてこないだろうと思っていたから、どんな理由にせよ、頼りにされるのは嬉しい。

　だけど、会社の問題に巻き込まれると考えると躊ちゅう躇ちょしてしまう。

「ダメにするといっても、一体何をしたらいいのかわかりません」

「普通に恋人みたいに付き合ってくれればいいんだ」

　総本部長が料理でも勧めるかのように提案してくる。

「恋人みたいに……？」

「そう。こうして食事をしたり、たまに出かけたり……そのときに、ダメ男になるためのアドバイスをくれると助かる」

『ダメ男になるためのアドバイス』か……元カレたちの傾向を伝えればいいのかな？

「わ、私にできるんでしょうか？　ほかにいいアドバイスをできる人がいるかもしれませんよ」

「いや、キミがいいんだ」

　総本部長に強く言い切られてしまう。

「人助けだと思って、どうだろうか？」

「人助け……」

　そ、そう言われるとなんとかしてあげたくなっちゃうんだよね。

　今は彼氏もいないし、好きな人もいない。付き合える状態ではある。平日は家と会社の往復だし、休日もひとりでいることが多い。

　何より、総本部長が男性社員から避けられている私を求めてくれているわけで……。

「……キミだけが頼りなんだ」

　返事に困っていると、総本部長はダメ押しとばかりに、懇願してくる。

　うう……だから、その言葉には弱いんだって……。

「か、仮……ですよね？」

　ヤバい……気持ちが揺れ動く……。

「ああ、とりあえずは」

「とりあえず？」

「いや、なんでもない」

　総本部長は、言いたい何かを呑み込むように苦笑した。

「仮だから、身体関係は一切ナシにするよ」

「そ、それはもちろんです！」

　そんなの当たり前じゃない！

　動揺して心臓がドキドキと鳴る。

「けど、ダメ男になるために、きちんとキミの彼氏にならせてもらう。だから、連絡も取り合うし、デートもする」

「か、身体関係以外は、普通の恋人同士と変わらない……ということですね？」

「ああ。キミは彼氏をダメな男にしてきたんだから、俺もそれなりに距離を縮めないと、ダメになれないんじゃないかと思う」

「そ、そうですね……」

　確かに、距離があったら、私の世話焼きな性格も発揮できない。

「……期限はありますか？」

　ああ……また前向きな質問を……。

　意志に反して口が動いてしまう。

「期限か……そうだな、長くても社長が決まるまでだ。もちろん会社にも秘密にする。閂建設は社内恋愛を禁止していないが……キミは〝しない〟と公言しているからね」

　総本部長が少しだけ目を伏せ、寂しげに言う。

　……どうして、そんな風に言うんだろう。

　切なげな表情に、胸がキュッと締めつけられた。

「わ……わかりました……お付き合い、します……」

『付き合うとダメになる』なんて言われている私でも、考え方や求められ方によってはできることってあるんだ。

　もう恋愛自体トラウマになりそうだったけど、ちょっと安心したかも。……って、総本部長とは恋愛じゃないけど。

　たどたどしく返事をすると、頭を下げた。

「っ……！　ありがとう」

　総本部長の顔が電気のスイッチを入れたみたいに、パッと明るくなる。

「どうなるかと思ったけど……よかった、キミに了承してもらえて」

　彼はホッと胸を撫なで下ろすと、ワインを口に運ぶ。一気に飲み干すと、フウッと息を吐き出した。

　さっきまで品のある仕し草ぐさで、会話や食事をしていたのに……。

　あまりにも豪快な飲みっぷりに私が目を丸くしていると、ワインのおかわりを注文した総本部長が、気まずそうな顔をした。

「悪い……緊張していたから、喉がカラカラで……」

　緊張かぁ……。総本部長みたいな御曹司でも、私みたいな庶民相手に緊張するんだ。

「総本部長って……よくわからない性格してますね」

　呆気にとられた私が呟くと、総本部長は首を傾げた。

「どういうこと？」

「初めは、紳士的で完璧な人だと思っていたんです。なのに、昼休みは強引だったり俺様だったりして変でした。でも、今は……ちょっと身近に感じます」

　キリリと引きしまった顔が、パッと明るくなったり、ホッとしたり……クルクル変わっている。

　それに、私を必要としてくれた。

　社長候補で雲の上の人だと感じていたのに、普通の人なんだと思った。

「……って、すみません。総本部長に対して失礼でしたね」

　慌てて謝ると、総本部長はニッコリと微笑みを浮かべる。

「いや、肩書きなんて関係ない。むしろ嬉しいよ、キミに身近に感じてもらえて。それに……キミに言われる言葉なら、なんでも喜べるから」

「えっと……」

　もう仮の恋人としてスタートしてるのかな……？

　あまりにも甘い言葉に、私は照れくさくなってうつむいた。……顔が熱い。

「あ、ついでに総本部長じゃなくて、蒼一って呼んでもらえると、もっとありがたいんだけど。あと、敬語もやめようか」

「そ、蒼一……は無理ですけど、〝蒼一さん〟で。敬語は使わせてください」

　いきなり総本部長にタメ口で話そうと思っても、できるものじゃない。

「私のことは葉月でかまいませんので」

「うん……葉月、かぁ……」

　噛みしめるように艶っぽい声で名前を呟かれる。

　なんだかくすぐったい。

「昼休みは……実は、どうやったら葉月を食事に誘い出すことができるのか考えて、ネットで勉強したことを試したんだ」

「べ、勉強？」

「ああ。女性は強引な誘いに弱いとか、俺様が人気だとか、ツンデレにキュンとくるとか……いろんな記事に目を通した。それで頑張ってみたけど、結局葉月にはストレートにお願いするほうがよかったみたいだな」

　蒼一さんは演技していた自分を思い出したのか、少し気まずそうに笑った。

　じゃあ、昼休みのぎこちない誘い方は総本部長……改め蒼一さんが女心を学んだ結果だったんだ。……いろいろ、間違っている気もするけど。

　普通にしていれば紳士的で完璧な人なのに、変な方向に頑張っている。女性社員に人気で、男性社員からの信頼も厚く、役員からも社長になってもらいたいと言われているほどの人が……。

　考えているとおかしくなってきて、フッと噴き出してしまった。

「なんだ、蒼一さんって面白い人だったんですね」

　つい遠慮もなく、声を出してクスクスと笑ってしまう。

　すると、私を見ていた蒼一さんが、向かいの席から手を伸ばしてきた。

「葉月、そんな顔されると……身体関係ナシでいられない」

　大きくて熱い手の平が頬をなぞり、長い指が耳たぶを掠かすめる。

「えっ……」

　ドキリと胸が大きく跳ね上がった。蒼一さんと見つめ合うと、一瞬周りの音が聞こえなくなる。

「え、えっと……そ、それも勉強されたんですか？」

「……どうだろうね」

　クスリと笑うと、蒼一さんはスッと手を引いた。それからワインをひと口飲むと、色っぽい表情から、キリリと真面目な顔になる。

「ああ、そうだ。ヤンデレっていうのも調べたから、今度披ひ露ろうしよう」

「い……いいです、披露しなくて！　勉強もやめたほうがいいですよ……！」

　蒼一さんは普通にしているだけで充分なのに……。努力の仕方が斜め上だ。

　慌てて止めるけれど、蒼一さんは首を横に振った。

「それは無理だな」

「ど、どうしてですか？」

　もう仮で付き合うことも決めたのに、これ以上何を勉強するというのか。

　たずねると、蒼一さんは妖よう艶えんに口角を上げる。瞳に天井から降り注ぐ幻想的な明かりが映り込み、彼の表情がより一層色っぽくなった。

「……何もかも、葉月の気を引かなくちゃ始まらないから」

「っ、わ、私の気を……？　なんでそんなに本気なんですか？」

　仮で付き合う理由って、本当に社長問題だけなの？

「真面目な性格なんだ」

　彼はわざとらしいほど、ニッコリと笑った。

「そっ……そう、ですか……」

　蒼一さん、何か企んでるのかな？　それとも、彼の言う通り真面目なだけ？

　つい笑顔の裏を勘ぐってしまう。

「や、やっぱり……」

「やめる、なんて言わないよね。俺を助けると思って。頼むよ、葉月」

　すかさず〝助ける〟〝頼む〟と畳み込まれてしまった。

「う……は、はい……」

　仮だし、一緒にご飯を食べに行く相手ができたと思えばいいか。けど……本当に蒼一さんをダメになんてできるのかな？

　不安になりつつも、こうして私は総本部長と秘密の関係を始めることにした。







二章　ダメになれない完璧な男













　蒼一さんをダメにするために付き合うようになってから、一週間が経った。あれから頻ひん繁ぱんにメールが送られてくる。

『真面目な性格なんだ』と言っていた通り、彼はきちんと本物の恋人らしく振る舞ってくれていた。

　仕事中は何もないけれど、朝の【おはよう】や夜の【おやすみ】、昼休み中や休憩時間のちょっとした合間にも連絡をくれる。

　接待で遅くなる日まで教えてくれるので、蒼一さんのスケジュールの把握もできてしまいそうだ。

　忙しくないのかな……？　ううん、忙しいはず。

　それでも連絡をくれるのは、やっぱり誠実だから。しかも、しつこくないからさすがだ。

　こんな私に気を遣ってくれてるんだよね。優しい人だなぁ。

　彼の人柄の良さを感じ、心が温かくなる。……おかげで、久しぶりにスマホが手離せない。

　今日も昼休みに入り、弁当を頬張っていると、デスクに置いていたスマホがブルッと震えた。

　蒼一さんかな……。

　ちょっとだけそわそわしながら、箸はしを置いてスマホを操作する。

　今夜、彼と食事の約束をしていた。

　メールを開くと、差出人は思った通り蒼一さんだった。

【今日、ここはどうかな？】

　その一文の下には、店のＵＲＬが貼りつけられている。画面をタップすると、イタリアンの店が出てきた。

　前に一度、友達と行ったことがあるところだ。ボーナスのあとじゃないと行けないような店ではあるけれど、御曹司御ご用よう達たしの会員制の料亭だったり、有名人がお忍びで行くような隠れ家的なレストランではない。そのことにホッとする。

　ここなら仕事後の格好でも、あまり場違いにならないし……。もしかして、気を回してくれてるのかな。

　この前のスペイン料理店も、ドレスコードがない所だったと思い出す。こんなにさりげない配慮ができる人を、本当にダメにできるのかな。

【はい。楽しみにしています】

　笑顔の絵文字を添えて送信。とりあえず、私も律儀に恋人をしてみる。どうせやるなら、ちゃんと役に立ちたい。

　画面に〝送信完了〟の文字が表示されたのを確認して、箸を握っていると、いつもレクリエーションルームで、ギリギリまで休憩している広瀬くんが戻ってきた。

「瀬那さん、何スマホ見てニヤけてるんですか」

「べ、別に……そんなことないよ」

　うわっ……広瀬くんに見られたんだ。しかも、メールでニヤけるなんて。どうしたんだろう、私。

　動揺を隠すように弁当を頬張るけれど、席に座った広瀬くんは茶化すように顔を覗き込んできた。

「いやいや、かなりだらしない顔してましたよー……こんな感じで」

　広瀬くんは口角に人差し指を当て、再現してみせる。

　私、そんな顔してたのか……気持ち悪い。

「最近、たまに休憩時間でもスマホいじってるじゃないですか。そのときもうっすら笑ってますよ」

「えっ……ウソ……！」

　指摘されて初めて気づいた。ひとりで笑いながら、蒼一さんとメールをしていたということに。

　蒼一さんは営業というだけあって話題が豊富で、私の仕事の話もテレビの話も雑学も……何を話しても反応してくれる。

　返事も面白くて、仮の彼氏ということも忘れて、普通に楽しんでしまっていた。

「彼氏できました？」

　言い当てられて、食べていた卵焼きが喉に詰まる。ゴホゴホと漫画みたいに動揺して、広瀬くんをジロリと見た。

「で、できてないよ……今は動画見てただけ」

「えー、ホントですかぁ？　次は誰をダメにするのか、興味あったんですけど」

　広瀬くんが意地悪そうな顔をする。

　腹が立つことを言われているはずなのに、弟みたいに思っているせいか、あまり気にならない。

「誰かをダメにするのが怖くて、もう彼氏なんて作れないよ」

　彼には絶対、蒼一さんとの仲を秘密にしておかなくちゃ。また面白がって言いふらされたら、たまったもんじゃない。

「……呑のん気きだな」

　広瀬くんと会話をしていると、そばを通りかかったひとりの男性が足を止めた。

「え……た、谷たに町まちさん……？」

　声のほうを見ると、同じ照明担当で入社十二年目の谷町さんがいた。長い前髪の奥から覗く、細い一重の目が私を探るように見てくる。

「瀬那もコンペ、参加するんだろう。もうデザインできてるの？」

「あ……まだ、何も……」

　そういえば谷町さんも、中型商業施設の社内コンペに参加するんだ……。

　私がエントリーしたとき、すでに名前があった。ほかにもあと四人が参加するけれど、その中でも一番のベテランだ。

「なんだ、まだ何もできていないんだ。それなのに……動画見たり、後輩としゃべったり……余裕があるんだね。羨うらやましいよ、その呑気さが」

　谷町さんはそれだけ言うと、オフィスを出ていく。

　細い背中が見えなくなると、広瀬くんは苦虫を噛みつぶしたような顔をした。

「うっわ……ヤな感じ。なんなんですか、あれ……」

「どうしたんだろうね……谷町さん、普段無口な人なのに……」

　谷町さんとは業務連絡のような会話しかしたことがなかった。飲み会に参加しているのも見たことがないので、人と接するのが苦手なんだと思っていた。

　だから、嫌味を言われたこともそうだけど、話しかけられたこと自体が驚きだ。

　私が呆気にとられていると、広瀬くんは思い出したように声をあげた。

「あっ……！　けど、瀬那さんは気をつけたほうがいいかも」

「どうして？」

「谷町さん……瀬那さんの元カレの……広報部の武村さんと仲がよかったんですよ。大学の先輩だとかで」

「えっ、そうなんだ……」

　武村さんは私の四つ上で三十一歳、谷町さんは入社十二年目だから三十四歳くらい。どこの大学を出ているのか聞いたことはないけど、年齢的にはあり得る。

「前にレクリエーションルームで、ふたりが話しているところを見たんですよ。谷町さんが誰かと会話してるなんて珍しいなぁって思ってたら、一緒にいた人事部の女の子が教えてくれたんです」

　広瀬くんは自信満々に胸を張る。どうやら昼休みを使って、ほかの部の女の子と仲良くしているようだ。

「谷町さん、瀬那さんに対して『よくも後輩をダメ男にしたなー！』みたいな恨みがあるんじゃないですか？　コンペ、気をつけてください」

「ま、まさかぁ……大丈夫でしょ」

　笑おうとして頬が引きつる。恨まれたところで、コンペを審査するのはクライアントや営業部、施工部の役職者たちだし、関係ないけれど。

　それでも、嫌な感じだなぁ……。

　どんよりした気持ちで残りの弁当を頬張っていると、スマホがメールを受信した。

【午後からも頑張ろう】

　蒼一さん……。仮の恋人とはいえ、こういうとき誰かがいると思うと、心強いし元気が出る。

【頑張りましょう】

　簡単に送信すると、谷町さんの嫌味は忘れることにした。




　十五時を過ぎ、設計部のオフィスは南西の窓から差し込む陽光で、満たされていた。

　ライトグレーのオフィス家具が白く見えるほどで、ダウンライトの明かりは昼光センサーによって自然と抑えられている。

「くそぉー……アイツら、照明のこと舐なめてんな」

　笹部さんは構造課との打ち合わせが終わって席に戻るなり、顔をしかめた。

　まぁ……無理もないよね。

　打ち合わせに一緒に参加していた私は、ため息をついた。

　二週間後から始まるテナントビルの工事について、今頃『設計を変えた』と言われた。設計が変われば照明の位置も配管も変わるので、こちらの作業はまたやり直しだ。

「普通、ひと言相談してくれるもんじゃねぇの？　〝変えたい〟じゃなくて〝変えた〟はひどいよな。これだから大型ルーキーは……」

　大型ルーキーとは、構造課にいる二年目の男性社員。仕事はデキるらしいが、そのぶん、上から目線で性格に問題があると囁ささやかれている。

　しかし、上司に取り入るのはうまいらしく、早くも大きな企画を任されていた。

　……あれは、実力ではなく媚こびを売って出世するタイプだな。

「工事があと二週間後……となると、遅くとも二日で仕上げないといけませんね」

　せっかく全体のバランスを考えて設計したのになぁ。実現されない設計図がかわいそうだ。

　しかし、悲しむよりやるべきことを考える。

　照明の設計を完成させたら、課長と部長にチェックしてもらい、図面を構造課の担当者である大型ルーキーに渡す。そこから施工部にも新しい図面が回り、施工部は工程表を再作成したり、施工業者に連絡したりと大変なことがいっぱいだ。

「二日かぁー……厳しいけど、そうだな。まぁ、これで大型ルーキーも小さな変更が多くの人間を巻き込むってわかっただろ。ちょっとは反省してるといいけどな」

　打ち合わせのとき、さすがに彼も頭を下げていた。

　それが上辺だけじゃなく、心からのものだと思いたい。

「今日も残業ですね……」

　今はその案件だけではなく、一年前から携わっている大型複合施設の設計もあるし、すでに実施している案件の確認や、クライアントにプレゼンするための準備段階のものもある。どれも大切な照明の仕事。毎日残業しないと手が回らない。

　社内コンペの準備は家に帰ってからじゃないと、取りかかれないほどだ。

　蒼一さんとの食事、断らなくちゃ……。

　残念……という気持ちが素直に浮かぶ。仮の恋人だとかダメにするためとか思いつつ、食事することを楽しみしていた自分がいる。

「ダメだ……ちょっと一服してくる。瀬那、お前も適当に休憩取れよ」

「あっ……はい」

　笹部さんはまだ腹を立てているみたいだ。タバコを手にすると、喫煙室へ向かった。

　広瀬くんと古川さんは一緒に業者と打ち合わせのため、席を外している。

　私は辺りを見回し、膝ひざの上でスマホを操作した。

【すみません……今日、急きゅう遽きょ設計の変更が入って残業になりそうです。あさってには落ち着くと思います】

　パパッとメールを作成して送信する。

　蒼一さんのほうが忙しいはずなのに、申し訳ないな……。

　営業総本部長となると、毎晩のように接待があると思う。書類の確認だって数え切れないほどあるだろうし、部下の指導だってしなきゃいけない。

　さらに、彼は大きな案件となると自ら契約を取りつけるらしく、出勤は早朝で、帰りは深夜だという話も聞いたことがある。

　返信はあまり待たずに送られてきた。取引先とはスマホでもやり取りしているようなので、私からのメールにもすぐに気づいたみたいだ。

【わかった。じゃあ、あさってに改めて誘うよ。都合が悪くなったら、そのときは遠慮なく言ってほしい。無理しないように】

　蒼一さんからのメールは優しかった。本当の彼氏みたいだ。

　ダメになりたいなら、ここは『どうしても今日じゃなきゃダメだ』とワガママを言ってもいいと思うけど……この人はダメになる気があるのかないのか。

　とりあえず、お礼のメールを送り、仕事を再開することにした。




　それから二日連続、終電で帰宅した。

　私がひとり暮らししている２ＤＫのマンションは会社から電車一本で三十分の距離。この二日間は電車内で、行きも帰りも熟睡してしまった。

「あー……ダメだ、なんにも浮かばない」

　私は自分の部屋で声をあげると、小さなローテーブルに突っ伏した。

　弾みでクシャクシャに丸めたメモ用紙が、カーペットを敷いた床に転がり落ちる。

　今日も終電に乗り、家に帰ってから社内コンペに提出する、中型商業施設の設計を考えていた。

　ここのところ毎日デザインを考えているけれど、全くいいものが浮かばない。

　会社では別の設計に携わっているので、それが頭から抜けなくて余計に考えがうまくまとまらない。

　照明担当になって五年目。もう新人とは言えない。何かひとつ、『自分が設計したんだ』と胸を張れるような作品が欲しい。

「この建物を素敵に見せて、多くの人を惹きつける照明ってなんだろう」

　クライアントから渡された資料を見て考えるけれど、何も浮かんでこない。

　笹部さんや先輩たちのそばで、斬新なデザインも最新の技術も学んできたはずなのにな……。

　どこかで見たような、ありきたりのものしか思いつかないことに、焦りばかりが募っていた。




　残業やコンペの準備で忙しくしていると、約束していた日はすぐにやってきた。

「あれ？　瀬那さん、いつもより小ギレイなパンツはいてますね？」

　ふわふわのパーマをヘルメットで押しつぶし、安全靴に、閂建設のロゴ入りの作業着を羽織った広瀬くんが、ニヤニヤしながら話しかけてきた。

「そ、そんなことないよ……ほら、ちゃんと確認して」

　広瀬くん同様、私も頭にはヘルメット、足には安全靴を履き、会社支給の上着を羽織っている。だけど、パンツは広瀬くんの言う通り、いつもより小ギレイなものだ。

　しくじった……まさか、約束した日が現場確認の日だったとは。

　今は、これから展開していく賃貸住宅の現場で、配線の確認をしていた。

　枠組みがむき出しで、至る所に導線が張り巡らされている。空気は埃ほこりっぽく、床はまだベニヤ板しか張られていないため、底冷えする。

「うー……寒いっすねぇ」

「早く終わらせるわよ」

　私たちは白い息を吐きながら、確認作業をしていた。

　蒼一さんからの誘いを断ったとき、咄とっ嗟さにこの日を挙げてしまった。

　現場確認のときは大抵、汚れてもよくて、転んだときのために布地が分厚いパンツをはいている。

　なのに今日は、夜のために細身のキレイ目なパンツ……いつもと違うから広瀬くんにツッコまれても仕方ない。

「作業もやたら気合い入ってますよね……完全に夜はデートかぁ。なぁんだ、やっぱり彼氏できたんじゃないですか」

　ひとりで納得しているので、否定しようとすると――。

「いや……いいと思いますよ。ウワサなんて気にしなくても、瀬奈さんはいいところいっぱいありますし」

「広瀬くん……」

　思わぬことに温かい言葉をもらえて、ジンとしてしまった。

「ざ、雑談はいいから。上見て、上。それから図面、ね」

　動揺を隠すように、広瀬くんを軽く注意すると、彼はピッと姿勢を整えた。

「はい。瀬那さんのために、素早く終わらせます」

　デートだって肯定してないんだけどな……。でも、まぁ……嬉しかったから、いいか。

　広瀬くんもいつも以上に動いてくれて、現場の確認は終了した。

　それから設計部のオフィスに戻ると、施工部に確認を終えた旨のメールを送り、次の企画の照明計画を立てる。

　黙々と作業をしていると、あっという間に時間が過ぎ、約束の時間の三十分前となっていた。

「す、すみません……お先に失礼します……」

　身の回りを片づけ、デスクを合わせている三人にこっそり声をかける。まだ残っている人がいるのに帰るのは心苦しい。

「おー……珍しいなぁ。帰れ、帰れ。ちょうど、課長からも照明担当の残業を減らせって言われてんだよ」

　笹部さんが疲れ切った顔で見送ってくれる。

　ベテランの笹部さんにはチーフという肩書きもついているので、部下の管理について注意を受けることがあるようだ。

「あ、はい……お疲れさまでした」

　私が頭を下げて席を離れようとすると、仕事をしていた広瀬くんがパッと顔を上げる。

「あ、瀬那さん！　デート楽しんできてくださいねー」

「ちょ、声が大きいって……！」

　このっ、広瀬！　空気が読めないのか、確信犯なのか！　いいヤツだと思っていたのに。

　広瀬くんの言葉に、まだオフィスに残っていた数十名が、にわかにざわつく。

「おい、瀬那がデートだって」

「次の犠牲者は誰だよ……」

「社内はもうねぇよな？　業者？」

　ここが残業中の静かなオフィスだと気づいているのか、いないのか……もしくは私に聞こえていないと思っているのか。残っている人たちは私にかまうことなく、相手の心配をしていた。

　ウワサにもだいぶ慣れてきたし、予想はしてたけど……私に彼氏ができたとなると、こういう反応されちゃうよね。

　これではやっぱり、相手が営業総本部長の閂 蒼一さんだとは、口が裂さけても言えない。

「お、お疲れさまでした……」

　私は背中を丸めながら、オフィスを出た。




　待ち合わせしているレストランは、蒼一さんが前に【ここはどうかな？】とメールで提案してくれたイタリアンの店だった。

　会社の最寄り駅から電車で十分。そこから五分ほど歩いたところにある。

　たくさんの植物で囲まれた入口には、さりげない看板とメニューボードが置かれていた。

　約束の五分前に到着したけれど、蒼一さんはすでに店内にいた。

「すみません、お待たせして……」

　謝りながら、案内された窓際の席へ向かう。

　白いクロスがかけられたテーブルの前に座ると、向かいにいる蒼一さんがクスリと笑った。

「まだ約束の時間より早いよ。俺はただ、取引先との打ち合わせが早く終わったから来たんだ。気にしないで」

　蒼一さんは取引先から直接来たようで、細身のスーツにきちんとネクタイを締めていてビシッとキマッている。

　天井から吊つり下げられたペンダントライトの黄色がかった明かりが、温かい雰囲気で彼を照らしていた。

　いつもならかわいらしいライトに釘付けになるところだけど、今日は違う。

　さすが蒼一さん、見てるだけで吐息が漏れてしまいそうなほどカッコいい。……って、ダメ男はカッコよくちゃダメなんだけど。

「ダメ男は彼女の遅刻を許しませんよ」

　蒼一さんは、ただ仮の恋人として付き合っていても、ダメにならない気がする。それに、ダメになるためのアドバイスをするという約束だったので、ポイントを教えてあげた。

　前も、食事代をすべて支払ってくれたうえにタクシーを手配してくれ、さらにその支払いもしてくれたんだよね。

　帰ってからメールで注意したけれど、あまり効果はなかったみたい。

　蒼一さんは首裏をかきながら、苦笑した。

「ああ、そうか……この前もいろいろ教えてくれたのに。すっかり忘れていた」

「蒼一さんは意識しないとダメになれないんですから。気をつけてください」

　わざと叱るように言うと、蒼一さんは頬をほころばせた。

「怒られるのって、新鮮だな。もっと指摘してよ、頼むから」

「い、いくら頼まれても、そんなに注意できませんよ」

　まさかそんな頼み事をされるとは。向上心が旺盛な蒼一さんに、あやうくどこを指摘しようかと考えるところだった。

「なんだ、残念。ちょっと違う葉月を見られるかと思ったのに」

　蒼一さんはクスリと妖しい笑みをこぼした。

「料理はコースで頼んでおいたよ。飲み物はどうしようか。さっき、店員が珍しいワインを教えてくれたけど……飲んでみる？」

「はい、お願いします」

　こんな風に率先して仕切ってくれるのも、ダメ男失格だけど……うーん……徐々にいこう。まだ、仮の付き合いも始まったばかりだし。

　それに、ちょっとだけ心地いいと感じてしまっている。

　男性にエスコートされるなんて、いつぶりだろうか。自分が大切にされているような気がする。

　ダメ男となってしまった元カレたちも、最初の頃はいろいろとプランを立ててくれていた。けれど、少し面倒くさがったりアタフタしたり……こんなに余裕はなかったように思う。

　店員に注文を終えると、私は店内をクルリと見回した。

　テーブルがひとつひとつ距離を取って置かれ、みんな会話を楽しみながら食事している。

「このお店、いい雰囲気ですよね」

　私の言葉に、蒼一さんが頷く。

「ああ、上品でキレイだけど、どこかホッと落ち着くな。この雰囲気が好きで、友達ともたまに来るんだ」

「私もこの雰囲気、好きです。特にこのペンダントライトが、温かみのある色で雰囲気作りにひと役買ってるんだと思います。こんなに小さくてかわいいのに、頑張り屋ですよね」

　テーブルの上にあるライトを指差しながら見ると、ドーム型の傘の部分は白い石せっ膏こうでできていた。そこに上向きに設置したライトの光が反射し、間接的な明かりがテーブルへ降り注ぐ作りになっている。

「わっ、珍しい……石膏なんだ。だからこんなに優しい雰囲気が出せるのか……」

　まじまじと見ていると蒼一さんがフッと口元をほころばせた。

「見るところが素人とは違うね」

「す、すみません。職業病ですね」

　どんな場所でも、一番にライトを見てしまう。

　それを楽しむだけならいいけど、ついそれについてしゃべりすぎてしまうから、友達とイルミネーションを見に行ったときは呆れられた。

　反省していると、蒼一さんがクスッと笑った。

「いや、自分の知らないことだし、面白いよ。何より、葉月がイキイキしてるしね」

「ライトは見るのも好きだし、説明するのも楽しくて」

　だけど、蒼一さんはつまらないかもしれないのに、しゃべり続けるなんて……。

　恥ずかしくて肩をすくめる。

「へぇ……じゃあ、もっといっぱい教えてよ。たくさん聞かせてほしい」

「そ、そんな、私ばっかり満喫しても……」

「いいんだよ、それで。……葉月が満足しなくちゃ意味がない」

　蒼一さんが私を見つめながら瞳を細める。

　どこか色気が漂う表情に、胸の奥がドキリと跳ねた。

　私が楽しんでいいのかな？

　優しい言葉をもらったけど、それでも遠慮してしまう。

「蒼一さんは珍しいですね。前に付き合った人たちは、仕事の話をすると嫌がりましたよ」

　同じ閂建設で働いていた武村さんでさえ『建物の中で照明ってそんなに重要？　あんまり興味ないんだけど』とちょっとだけバカにされた。

「それなら、なおさら話が聞きたいね」

　蒼一さんが瞳をギラリと光らせ、どこか挑戦的に言った。何かに対抗しているみたいだけど、それがなんなのかわからなくて、戸惑ってしまう。

「で、でも一番の目的は蒼一さんをダメにすることですから。ダメ男になるためのアドバイスをしますよ」

「その話もしたいけど、照明の話は営業にも使えるから」

　なるほど。さすが営業総本部長だ。

　納得していると、蒼一さんは言葉を続ける。

「あっ、そういえばこの前行った店は葉月と笹部さんが手がけて、照明普及会の照明デザイン賞を取ったんだよね？　さすがだよ」

「えっ、蒼一さん、ご存知だったんですか？」

　そんな話題を振られると、思わず食いついてしまう。まさか賞を取ったことを知っていて、あの店を選んでくれたとは思わなかった。

「ああ。葉月が関わっている仕事は全部チェック済みだよ」

　ワントーン下げた艶っぽい声色で言う。

「もう……そんなに恋人になり切らなくてもいいですよ」

　私なんかのことをこんなに気にかけてくれるなんて。本当に律儀な人だなぁ……。

　真剣に付き合ってくれているみたいで、ドキドキして困るというのに。

「あのデザインは、ほとんど笹部さんが手がけたんです。だから、笹部さんがもらったようなものですよ。ただ、あれは本当に面白い設計をしていて……」

　つい、笹部さんと設計していたときのことを思い出し、しゃべりだしてしまう。

　やがて注文していた料理が運ばれてきて食べ始めても、蒼一さんは楽しそうに私の話を聞いてくれていた。

「葉月はやっぱり照明が好きなんだね」

　ひと通り話し終えると、蒼一さんが呟いた。

「やっぱり……ですか？」

　前にも蒼一さんに照明の話をしたかな？

「いつも遅くまで頑張っているみたいだし、この前は急に設計の変更があったみたいなのに、グチも言わないし。……葉月は、よく頑張ってるな」

　ニッコリと微笑まれ、私は胸がじわりと熱くなるのを感じた。

　笹部さんに褒められるのも、広瀬くんに尊敬されるのも嬉しいけど、それとは違う喜びが込み上げてきた。

「っ、あ……ありがとうございます」

　鼓動が速くなり、照れくさくてうつむいてしまう。

　蒼一さんが心から褒めてくれるからかな……本当に彼氏から言われたみたい。〝仮〟なのに……。

　元カレには残業を責められることはあっても、頑張りを称賛されることはなかった。

「あれ、甘い物は苦手？」

　デザートが来たのも忘れて嬉しさを噛みしめていると、蒼一さんにたずねられた。

「い、いえ！　大好きです」

　慌てて食べ始める。だけど、目の前の蒼一さんに意識がいってしまい、美味しいはずのデザートの味がよくわからない。

「甘い物は大好きなんだね。覚えておくよ」

「は、はい……」

　仮の恋人なのに、好みまで把握してくれるんだ。

　こんな人をどうやってダメにしたらいいんだろう。仮に付き合いだしてから、優しくされたり気遣ってもらったりしているばかり。

　役に立つどころか、ドキドキさせられることが多くて、エスコートもされっぱなしだし……私のほうがダメになりそう。

　蒼一さんのダメなところといったら、俺様やツンデレの演技をしたり、ダメになろうと頑張ったり……前向きなんだか後ろ向きなんだか、よくわからないところくらいだ。

　食事を終えると、一緒に駅まで五分の道のりを歩く。

　蒼一さんも電車で帰るらしい。

　てっきり、閂建設の御曹司だから、運転手の送迎があるのだと思っていた。

　話を聞くと、ひとり暮らしをしているので、実家に車を頼まないといけないらしく、私たちと同じ電車通勤をしているようだ。

「ごちそうさまでした」

　店を出る直前にタクシーを呼ぼうとしていたのは止めたけど、ダメ男にはないスマートさで、お会計はいつの間にか済まされてしまっていた。

　お礼を言うと、蒼一さんはフッと頬を緩めた。

　街灯に照らされた顔には影ができていて、とてもキレイ。

「いや、こちらこそ。一緒に食事できてよかった」

　あまり見ていられなくて、マフラーに顔をうずめて歩く。吐く息は白いのに、蒼一さんは寒さを感じさせないほど、シャンと背筋を伸ばして歩いていた。

　エスコートできるし、食事のマナーも立ち姿も非の打ちどころがない。うーん、どこをダメにできるのやら……。

　駅に着いて足を止めると、電車の出発を告げるアナウンスが聞こえてきた。冷たい風が吹き、私の肩まで届かないボブの髪を乱していく。

「あの……私、本当に蒼一さんをダメにできるんでしょうか……」

　隣にいた蒼一さんを見上げて言うと、彼は目を丸くし、焦った様子でしゃべり始めた。

「まぁ、まだ仮で付き合い始めたばかりだし、今は葉月との関係を築いているところだから……」

「そうですけど……でも、蒼一さんは完璧です。私がダメにしようと思っても、ダメにできませんよ」

　今まで付き合っていた男性はこちらに気を遣う隙があったし、もともと甘えた部分が多かった。

　蒼一さんにはそんなところがないので、このまま付き合っていても、ダメにできるとは思えない。

　もっと甘えて……なんて言って、年下キャラの勉強を始められても、どう接していいかわからないし……。

「そんな……葉月にはこれしか方法がないのに……」

　蒼一さんはひどく困ったように、眉根を寄せて唇を噛む。

　けど、その言葉が引っかかった。

「わ、私には？」

〝社長になるためには〟じゃなくて？

「あ、いや、なんでもない」

　蒼一さんは焦ったようにごまかすと、少し間を置いてから口を開いた。

「葉月、頼むよ。俺を助けると思って……もう少し付き合ってほしい」

　うっ……だから、頼られると弱いんだって……。

「ダメ男になるためのアドバイス、すごくタメになってるから。いろいろと教えてほしいんだ」

　蒼一さんは腰を屈かがめると顔を近づけてきた。瞳の奥が揺れている。……よほど、お兄さんの専務に社長になってもらいたいみたいだ。

　タメになっていると言われるのは嬉しいけど……。

「で、でも……実践してないじゃないですか」

　ちょっと不満を漏らすと、蒼一さんは唇に妖しい笑みを浮かべた。

「これからするつもりなんだ。だから、成果を見てもらわないと。照明も設計したあと、どんな風に完成したか確認するだろう？」

「そう言われれば……」

　私が頷くと、蒼一さんはニッコリと微笑んだ。

「ほら、まだこの関係を続けないと」

「そうですね、まだ続けないと……ん？」

　あれ、なんかうまく蒼一さんに丸め込まれてる？

　気がつけば、まだ関係を続けることに同意していた。

「けど……恋人のフリをするだけではダメだってことがわかった。やっぱり、葉月とは本物の恋人のようにならなくちゃいけないんだ」

「……はぁ」

　蒼一さんの勢いに呑のまれ、私は口をポカンと開けていた。

　彼の考えはたまに変な方向に行ってしまう。

「そのためには、葉月に好きになってもらうのが一番だな」

「えっ!?」

　わ、私が蒼一さんを好きに……？

「だから、これから俺は、葉月に惚れてもらうよう努力する」

「えぇっ!?」

　やっぱり変な方向に行っちゃった！

　思わず、駅の構内に響き渡るほど大きな声が出た。そばにいた人たちが数人、チラホラとこちらを見て去っていく。

　でも、今はそんなことを気にしていられない。

「ち、ちょっと……そんな……っ」

　惚れてもらうように努力って……蒼一さんのことだから、またおかしな勉強をするんじゃ……。

「今度こそ、この前勉強したヤンデレというものを……いや、少し苦手だけどワンコ系で攻めるか」

「どれもしなくていいですから！」

　ああ……どんどんおかしなことに……！

「あ、ほら……電車、あと一分で来るんじゃないか？　行こう」

　不安になる私をよそに、蒼一さんが改札を通る。

　それに続いて私も改札を抜け、ホームの前にある下りの階段まで来ると、足を止めた。

「そ、蒼一さん……あのっ――」

「俺は反対のホームだから、ここで。……おやすみ」

　言葉を遮るように笑顔で手を振られ、戸惑う気持ちが言えなくなる。

　乗る予定の電車も到着して、ホームに大きな音が響いていた。

「あっ……お、おやすみなさい……！」

　結局、少し強引な別れに挨拶しかできないまま、私は慌てて階段を駆け下りた。







三章　無自覚な翻ほん弄ろう













　雨粒が甲高い音を鳴らし、鉄骨を打ちつける。昼前から降りだした雨は、夕方になってもやむ気配がない。

　雨の日は営業が大変だ、って言ってたな……。

　昨日、蒼一さんと電話でした会話を思い出す。自分はあまり営業に出なくなったけれど、部下がかわいそうだと話していた。

〝惚れさせる〟と言われたのは先週のこと。あれからメールだけではなく、時間があれば電話までかかってくるようになった。

　本当の彼氏でもたいして電話をしていなかったのに、ずいぶんマメな付き合いをしている。

　蒼一さんの声は低くて艶っぽい。耳にダイレクトに響くと、ドキドキして心臓に悪い。最近寝付きが悪いのは、彼のせいだ。

　仮の恋人なんていう関係は蒼一さんに流されているだけと言えばそうだけど、嫌な気持ちにならないからこそ受け入れてしまう。

　それに、悪いウワサで有名な私を必要としてくれることが、やっぱり嬉しいから。

　打ち合わせの相手である施工部の野の口ぐちさんが電話に出ている間、そんなことをぼんやりと考える。

「うー……寒っ。これ、夜中に雪になるんじゃないですかねぇ」

　隣に立っていた広瀬くんは自身の両腕をさすりながら、背中を丸めていた。作業着では防ぎ切れない寒さらしい。

　建設中のタワーマンションの現場は、未完成な屋根がついているものの、壁はシートで囲まれただけで鉄骨がむき出し。雨はしのげるけれど、隙間風が通り抜けていた。

「天気予報では言ってなかったけど……。あ、カイロあるよ、いる？」

　こんなこともあろうかと、冬の現場ではいつも持ち歩いている。作業着のポケットからカイロを取り出すと、広瀬くんに差し出した。

　私自身はすでに貼るカイロを装着済み。安全靴の中にも靴用カイロを忍ばせ、首にはマフラーも巻いているので、寒さ対策は万全だった。……というか、万全にしすぎてダルマみたいだ。

　まぁ……いいか。一緒にいるのは広瀬くんと野口さんだし。

「瀬那さん、オカンみたい。普通、こんなの出てきませんよ」

「オカンって言うならあげない」

「間違えました！　よく気が利くお姉さまです！」

　広瀬くんはヘルメットを被った頭を下げ、いそいそとカイロを受け取った。

　しばらくすると、電話をしていた野口さんが戻ってきた。

「すみませんでした。どうやら、もう少ししたら閂総本部長がこちらに来られるようです」

「えっ!?　そうい……閂総本部長が？」

　つい名前で呼びそうになるところを言い直す。

　なんで、現場になんか……。

「こういう大きな案件のときは、たまに来られますよ。今回は少し早い段階での視察ですけど……確認したいことがあるんでしょうね」

　野口さんは施工部だけに現場で会うことに慣れているのか、特段焦っていない。平然とした様子で、次に確認を行うエントランスのほうへ足を進めていく。

「そう言われれば……何度か現場で会ったことありますね」

　隣を歩く広瀬くんが思い出したように言う。

「えっ、そうなの!?」

「そうなの？　……って、瀬那さんも会ってるはずですよ。少なくとも一回は……ほら、俺が新入社員のとき駅ビルの現場で。俺が忘れたときのために持ってきていた予備の作業着、総本部長に貸してあげてたじゃないですか。俺、離れた所から見てましたもん」

「え……？　あれ総本部長だったんだ……」

「そうですよ。もしかして、気づいてなかったんですか？」

「う……うん。仕事に夢中で、相手が誰だとか意識してなかったから。それに、まさか総本部長が現場にいるなんて思わなかったし」

　忘れ物が多い広瀬くんのために、しばらく予備の作業着を持ち歩いていて、誰かに貸したことは覚えていたけど……蒼一さんだとは思わなかった。

　でもこれで、蒼一さんに『初めまして』と挨拶したときに、微妙な顔をされた理由がわかった。

　……初めてじゃなかったんだ。

「でも、総本部長はなんのために現場に……？」

　完成した物件ならまだしも、まだ建設中のところを見に来る営業はいない。ましてや、総本部長だから接待やデスクワークも多いはずなのに。

　すると、前を歩いていた野口さんが振り返った。

「営業のためだって言われてましたよ。どんな風に建てられているか知っていると、お客さんに安心して勧められるようです。あとはどういう部分にこだわったか、ウリをたずねられますね。下請け業者にも聞くことがあるんですから、ビックリしますよ」

　業者の人にまで……。そういう努力が大きな契約の成立に繋がってるんだ。

　蒼一さんの仕事ぶりに感心する。

「あんな熱心な方が社長になれば、閂建設も安泰なのになぁ。専務はちょっと……」

　野口さんは独り言のように呟く。

　私も広瀬くんも、その言葉に深く頷いた。みんな思うことは同じだ。

　エントランスまで来ると、野口さんは足を止めた。

「瀬那さんたちはここで待っていてください。俺はちょっと外で総本部長をお迎えして、中庭の説明をしてからここに戻ってきます」

「あ、はい……！」

　返事をすると、野口さんは傘を持って外に出ていった。

　これから蒼一さんが来るんだ……。食事のときはそれなりにキレイな格好を心がけていたけど、今日は作業着姿。

「広瀬くん、私ダルマみたいだよね……」

　せめて、もっとスマートに作業着を着こなすんだった。マフラーを取っても、下に着込んでいるシャツや肌着、セーターはどうにもならない。

「あー……そうですね。ダルマですね」

　広瀬くんはなんの感情もこもってなさそうに、適当に返事をしてきた。

「そうだよね……」

　わかっていたことだけど、ヘコむなぁ。まさか、こんな格好を蒼一さんに見られることになるとは……。

　でも、何度か現場に来ているようだから、すでに知られているかな。しかも、夏は汗だくで首にタオルを巻いた姿も、見られていた可能性だってある。

　今さら落ち込んでも遅いと思いつつ、肩を落としていると、広瀬くんが慌てたように口を開いた。

「えっ、ちょ……瀬那さん、ヘコんでるんですか？　大丈夫ですよ、かわいいです。瀬那さんはすごく素敵ですよ」

　……コイツ、適当に慰なぐさめてるな。こうやって、軽く女の子を落としてるんだ。

　むくれながら広瀬くんを見ていると、彼の後ろに人影が現れた。

「仕事中に女性を口説くなんて、余裕があるんだね」

「あっ、そうい……総本部長！」

　人影の正体は蒼一さんだった。ヘルメットを被り、スーツの上着からジャンパー代わりに作業着を羽織って、足元もちゃんと安全靴を履いている。

　人によっては『ちょっとの間だけだから……』と、革靴のまま現場を歩く人もいるので、改めて彼の真面目さを実感する。

「お疲れさま。……キミは広瀬くんだよね。確か、まだ入社三年目かな？　頑張っているみたいだね」

　立ち尽くす広瀬くんに微笑みかけているけど、目が笑っていない。

　どうしたんだろう……蒼一さん。いつもはもっと優しい顔してるのに……。

「あ、ありがとうございます。で、でも……なんで俺のこと？」

　広瀬くんが怪訝そうにたずねると、蒼一さんはより一層わざとらしく口の端を上げた。

　蒼一さんの周りに黒いオーラを感じるのは気のせいだろうか。

「瀬那さんと一緒にいるところをよく見かけていて、前から気になっていたからね」

「えっ……き、気になって……って、あっ、そうだ。俺、野口さんのほうに行ってきますね」

　表情を強こわ張ばらせた広瀬くんは、髪型のことを言われていると思ったのか、ヘルメットから覗いていた髪をササッと隠すと、野口さんのところへ足早に向かった。

　多分、髪型のことじゃないと思うけど。一応、規則の範囲内ではあるし。

　広瀬くんを見送ると、ふたりきりになってしまった。

「お、お疲れさまです」

　現場で会っていることに気恥ずかしさを感じつつ、改めて挨拶をする。

「ああ、お疲れさま。今日は雨だから来ていないと思ったんだけど、野口くんに確認したら、キミもいるっていうから……ちょっと、寄ってみた」

　蒼一さんはいたずらっぽく笑った。

　彼には昨日電話で話をしたとき、今日はここの現場確認へ行くことを伝えていた。

「打ち合わせの帰りでね……あ、あっちにいるのは、営業部第一営業課の課長だ」

　広瀬くんと野口さんがいるところに、もうひとりスーツを着た人がいた。何か楽しそうに話をしている。

「お忙しいのに、わざわざ……大変ですね」

「そんなことないよ。それに……仕事中も葉月のそばにいれば、ダメになれるかもしれないし」

　蒼一さんは艶っぽい声で言うと、口角をクッと上げた。それから少し、腰を屈めて私に近づく。

「キミに会いたくなったから……来たんだ」

　追い討ちをかけるかのように、さらに瞳を細めて、耳元で囁いてくる。

　そ、蒼一さん……！　自分の声がいいこと、知ってるんじゃないの？

　今、私の顔は絶対真っ赤だ。

「そっ……そんな理由で来られたんですか？」

　マフラーを引き寄せて熱くなった頬を隠し、蒼一さんにたずねる。

　動揺しているのはバレバレかもしれない。

　すると、彼はクスクスと笑いだした。

「よかった……結構、効果があったみたいだね」

「え？」

「女性をドキドキさせる方法、いろいろ調べたんだ」

　蒼一さんがスマホを取り出し、画面を見せてくれる。そこには『女性をオトす方法』として『耳元で囁く』や『甘いセリフの一例』などが書かれていた。

　やっぱり蒼一さん、私を惚れさせるために勉強したんだ……。

「変なこと調べないでください！」

　大抵の男が様にならないようなことでも、蒼一さんがやるとキマッてしまう。そうなると、こちらの心臓がもたない。

「ごめん、ごめん。あまりにも広瀬くんと仲良さそうだったから……」

「えっ、広瀬くんですか？」

　広瀬くんは彼が入社したときから面倒を見ているし、仲はいい。だけど、弟みたいな存在で後輩にしか思えない。

　首を傾げると、蒼一さんは苦笑した。

「嫉しっ妬とだよ……仮の彼氏としての、ね」

「嫉妬……」

　その言葉に、ちょっとだけドキリとしてしまう。

　妬やいてくれるんだ。仮の恋人なのに……。さすが彼氏になり切っている。

「もちろん、仕事もしに来たよ。ここに来た理由は、キミにこのマンションの照明のウリを教えてもらおうと思ったんだ。いいかな？」

「そういうことでしたら」

「よかった。じゃあ、ちょっと課長にひと言言ってくるよ」

　蒼一さんは気を取り直すと、早速三人に話をつけに行った。

　課長は野口さんと広瀬くんが案内するという流れになり、雨音がパタパタと響く現場を、蒼一さんとふたりで歩くことになる。

　現場に蒼一さんといるのって……慣れないな。

　思ったよりも緊張して、たどたどしい歩き方になってしまう。

　何から説明しようかな。いろいろ見てほしいけど……。

　そんなことを考えていると、つい注意力が散漫になり、端に寄せられていた工具につまずいてしまった。

「きゃっ……！」

「おっと」

　後ろを歩いていた蒼一さんにグッと二の腕をつかまれ、腰を抱かれて支えられる。

　わっ、な、何この状況……蒼一さんの腕が腰に……！

　彼の腕は力強くて、私の体勢をいとも簡単に立て直してくれた。

「す、すみません……ありがとうございます」

　羞恥で頬が熱くなる。

　工具につまずくなんて、現場に来て半年未満くらいの人がするようなこと。周りが見えていない証拠だ。

　それも恥ずかしかったけれど、それ以上に急に蒼一さんと接近したことに動揺した。

　夢みたいな支えられ方だった。しかも、ふたりきりだし。

　思い返すだけで胸がドキドキする。

　私がうつむいていると、蒼一さんがクスリと笑う気配があった。

「大丈夫？」

　笑顔で心配される。

「不注意だと怒られるならともかく、笑われるとは思いませんでした……」

　悔しいやら悲しいやら。

　複雑な気持ちで告げると、蒼一さんは困ったように眉尻を下げた。

「悪い……つい。キミは現場に慣れていると思ったから。こんな一面もあるんだなって思うと……ちょっと新鮮で。けど、気をつけて」

「は、はい」

　あまりにも優しい注意に、それこそ新入社員みたいに素直に頷いた。

　ますます、何を説明していいのかわからなくなる。蒼一さんにわからないように深呼吸し、気持ちを落ち着けてから口を開いた。

「あ、あの……自分なりにウリを考えていたんですが、やっぱり照明は脇役で、このマンションは大胆な部屋の間取りと、共用の屋上スペースからの夜景が一番のポイントだと思いますよ？」

「そういうのは資料に書いてあるから。ここに載っていない、強みを聞きたい」

　蒼一さんは持っていた資料を指で弾くと、ニヤリと微笑んだ。

　野性味も感じられるこんな表情は初めて見る顔だった。仕事に対しての、貪欲な姿勢が窺える。

　さすが営業総本部長……。

　私は門からエントランスまでの照明と各部屋の明かり、まだ完成していない屋上の話をした。

「屋上は夜景を活かして……か。明るすぎたらいけないし、暗すぎたら見えないし。加減が微妙だね」

「最低限の明かりにします。屋上から見える明かりを楽しんでもらいたいので。出入口やベンチ、フェンスの部分などを照らすだけで、意外と位置が把握できて安全なんですよ」

　話しながら、共用のラウンジスペースができる予定の場所へ行く。

　蒼一さんはデートのときと変わらず、何を言っても興味深く聞いてくれるので、私も説明が楽しくなってくる。

「総本部長が私の仕事や、賞についても詳しかったのって……こういう風に、よく現場に来られていたからなんですね」

　話もよく聞いて、いろんな情報を取り入れようとしてくれる。

「ああ、みんなの話を聞くのは楽しいよ。俺も建築を学んで資格を取ったけど、実際やっているのは営業だし……わからないことばかりだから」

　傲ごう慢まんにならず、素直にわからないと言える部分は、彼のいいところだと思う。

　うーん……やっぱり、ダメにできる要素が見つからない。本当に、本物の恋人みたいになったらダメにできるのかなぁ……。

「現場で、はづ……いや、瀬那さんのことも何度か見かけたよ」

　やっぱり、蒼一さんには作業着姿もすでに見られていたんだ。

「あっ、そうですよね……すみません。私、気づいてなくて……作業着もお貸ししたことがあるとか……」

　肩をすくめて謝ると、蒼一さんは私の目をじっと見つめてきた。

「かまわないよ。現場で一生懸命、仕事をしているキミを見て……気になっていたんだ。現場での評判もいいし、仕事も正確なのに、どうして男性をダメにするのかなって。そんな風に見えなかったから」

　私の仕事ぶりに対する蒼一さんの評価はなかなかいいらしい。

「そ、そんな……こんな、ぶくぶくに着膨れした格好を見られていたかと思うと、今さらながら恥ずかしいです」

　苦笑すると、蒼一さんは目を丸くした。

「どうして？　かわいいよ」

「えっ、そ……蒼一さん？」

　とろけそうな微笑で言われ、つい総本部長と呼ぶことすら忘れてしまう。

　ま……待て待て。これは……この人のことだから、ネットで調べたことを実践してるんじゃ……？

　思わず身がまえていると、蒼一さんはなおも言葉を添えてくる。

「かわいい。一生懸命頑張っている姿は、魅力的だよ」

　ストレートでとびきり甘い言葉に、胸がグッと詰まる。顔が燃えるように、カァッと熱くなっていくのがわかった。

　元カレには『作業着なんて色気がない』『男っぽい』『汚い』……とかいろいろ言われていたので、『かわいい』と言われることに戸惑う。

　う、嬉しい……けど、なんて答えたらいいか、わかんないよ。

　顔が熱くなってきたので頬に触れると、カイロみたいにホカホカしていた。

　広瀬くんにも言われたけど、そのときと全然違う。

　あっ、ま、まさか蒼一さん……広瀬くんに対抗して？

「そ、蒼一さん、それも仮の恋人としての嫉妬ですか？」

「ん？　いや、本当にかわいいと思ったから言ったんだけど。広瀬くんより、ドキドキしてくれてたら嬉しいよ」

　蒼一さんはフッと口の端を上げた。

　広瀬くんよりドキドキ……って、やっぱり対抗してるんだ。

　私はこれ以上彼を見ていられなくて、熱が引かない顔をそっと逸そらした。

　気恥ずかしい気持ちでいると、広瀬くんが「瀬那さん！」と慌てた様子でやってきた。

「お話し中、すみません。あの、さっき野口さんとエレベーターホールのところを見てたんですけど、突き当たりの壁……光沢のある物に変更になったそうです」

「え……あそこ、壁面全体を照らす予定なのに」

　天井に埋め込んだライトを当てて、明るくするつもりだった。

　なのに、光沢感のある壁に変わるとなると、ライトの位置を変えないと壁が光を反射して、不快な光が発生してしまう。

　人に優しくない光は作りたくない。というか、作るわけにいかない。

「この図面のままだったら、すげぇ眩まぶしい壁になりますよね」

　広瀬くんもどうなるのか、想像できているみたいだ。

　蒼一さんは私の隣で、黙って状況を把握しようとしていた。心配そうに見つめられているのが視線でわかる。

「急な変更だよね。まだ構造課から連絡がないし……って、この案件、まさか大型ルーキーが担当？」

　図面を見ると、右下の隅にある担当者欄には、問題児の名前が書かれていた。

　まさか、この案件にも関わっているとは……。構造課の期待を背負っているなら、社会人として基本の〝報告・連絡・相談〟くらい、きちんとしてほしい。

「と、とりあえずランプの種類と間隔を変更すれば問題ないと思う。帰ったら、シミュレーションしてみよう」

　光沢がある壁を照らしたことも何度かある。

　解決策があることを述べると、広瀬くんはホッとしていた。

「ありがとうございます。じゃあ、野口さんには大丈夫だと伝えておきますね」

　エレベーターホールのほうへ戻る広瀬くんを見ていると、蒼一さんが「うーん」と小さくうなった。

「総本部長、どうしましたか？」

　たずねると、難しい顔をしていた。

「やっぱり……ウワサは間違っているよ」

「え？　どういうことですか？」

「瀬那さんの今の対応を見ていても、的確なアドバイスをしているし、誰も傷つけていない。男をダメにするどころか……むしろ、いい男にすると思うんだけど」

　き、急に何を……！

　サラリと言われた言葉は、落ち着きを取り戻した私の胸を、再び高鳴らせた。

「いっ、いい男って、それは言いすぎですよ。忙せわしなくて『居心地が悪い』とか言われたこともありますし」

　私が休みの日、彼氏が家にいるときに、バタバタと家事をしていると言われた。

　私だってのんびりしたいけれど、平日は掃除も洗濯もできないし、休日にしかできないからやっていたのに……。

　蒼一さんは、キョトンと目をまたたかせる。

「そうかな。俺は葉月といると心地いいよ」

　まるで百人に同じ質問をすれば、みんな同じ答えが返ってくるとでも言いたげな、当たり前という顔をしている。

　そんな風に自分のことを肯定されると、息が詰まりそうなほど心が高揚してくる。

　こ、言葉が何も出てこないよ……。

「わ、私は……蒼一さんといると、おかしくなりそうです」

　蒼一さんといると、自分が自分じゃなくなる。直そうとしているところも、男性には不評だろうと考えていたところも、全部認めてもらえるから、おかしくなる。

　嬉しさと恥ずかしさからの言葉だった。

　けれど、蒼一さんはフッと息をつくと、切なげに目を伏せた。

「そうか……俺こそ、女性をダメにするのかもしれないな」

「蒼一さん……？」

　どういうことだろう。

　疑問に思って蒼一さんを見つめていると、彼は気を取り直すように口を開いた。

「そうだ。エレベーターホールのほうへ行かなくちゃ、いけないんじゃないかな？」

「あっ、そうですね。広瀬くんひとりに任せておけませんし」

　はぐらかされた気がする。

　だけど、仕事中だ。今、深く聞く話じゃない。それに……聞いていい話かどうかも、わからない。

　私はエレベーターホールのほうへ歩きだした。

「俺も行こう。何か、営業を有利にする情報があるかもしれない」

「はい、行きましょう」

　私の隣に並んだ蒼一さんはもう切なげな顔ではなく、何かひとつでも売れるポイントを見つけようとする、貪欲な顔になっていた。

　キリリとしていて、野性味があって、どこか楽しそうだ。

「そういえば、さっきの〝大型ルーキー〟って誰のこと？　基本がなっていないみたいだから、きちんと構造課の課長に注意しておかないと」

　黒目がちな瞳が鋭く光る。

　こういう厳しいところもあるから、役員や部下からも信頼されているのだろう。

「あっ、いえ……直属の上司から言ってもらいますので、大丈夫です」

　笹部さんか、設備課の課長から言ってもらおう。蒼一さんに迷惑をかけるわけにはいかない。

「そう？　ならいいけど、困ったら言って。俺にできることがあったら、いつでも助けるから」

　蒼一さんは軽く笑った。

「ありがとうございます」

　これほど頼りになるのに、社長にならないなんてもったいない。

　さっき『俺こそ、女性をダメにする』と言っていたけど、あり得ないと思う。

　でも、あの言葉はなんだったんだろう……。

　彼は誰かをダメにしたのだろうか。

　気になったけれど、頭の中はすぐに仕事のことでいっぱいになった。




　オフィスへ戻ると、早速３Ｄのシミュレーションソフトに変更点を入力して、どういうライティングになるか確認した。

「おー、うまくいきますね。対策がすぐに浮かぶのがすごいですよ、瀬那さん」

　広瀬くんは感心しながら、私のパソコンを覗き込む。今はヘルメットを脱いで、明るい髪色のパーマ頭が無防備なので、彼が頷くたびにふわふわと揺れていた。

「笹部さんだって、すぐに浮かぶよ。経験、経験」

　その笹部さんは今、構造課の課長に大型ルーキーの話をしてくれていた。

　課長に対して、チーフの肩書きではちょっと立場が弱いけど、笹部さんはベテランだし実力がある。何より、あの遠慮のない性格は、いろんな人を惹ひきつけているから、ほかの人より発言力があった。

「そういえば、閂総本部長……ウワサじゃいい人なのに、怖かったな……」

　息抜きにコーヒーを飲んでいると、広瀬くんが隣で怖いものを思い出したように身震いした。

「こ、怖かった？」

　蒼一さんにそんな感想を抱く人がいるとは思わなかった。

　聞き返すと、広瀬くんは眉をハの字にして話しだした。

「ほら、最初の……『仕事中に女性を口説くなんて、余裕があるんだね』って言われたときですよ。すげぇ威圧感ありましたよ」

「ああ……あのとき……」

　確か、蒼一さんが仮の恋人として嫉妬した……って言ってたっけ。

「俺、もしかしてレクリエーションルームで総本部長の彼女を口説いたりしたんですかねぇ」

　……仮の彼女である私になら、『かわいい』って言ってたけどね。おざなりだったけど。

　頭を抱えている広瀬くんを尻目に、のんびりコーヒーを口に運ぶ。

「けど、瀬那さんは仲良くしてましたね。本当は前から知り合いだったんじゃないですか？」

　意外と鋭い広瀬くんに、思わずコーヒーを噴き出しそうになった。

「そ、そんなわけないじゃない。仲良く見えたのは、総本部長が熱心に話を聞いてくれるから、私も語ってただけで……」

　ここでバレるわけにはいかない。

　背中に汗を滲にじませながら、必死に否定した。

「へぇー……。まぁ、あの人に手ぇ出すの、やめといたほうがいいですよ」

　ひやひやしていたけど、バレたわけではなかった。

「総本部長、社内でもかなりの女性ファンいますから。彼女にでもなったら、すごいいじめられそうじゃないですか。幸い、設備課は女性が少ないですけどね」

「だ、大丈夫でしょ。私、〝社内恋愛をしない〟って宣言してるし。それに、ダメになりたい人なんていないから、誰も本気で近づいてこないよ」

　自分で言いながら傷つく。

　蒼一さんも〝ダメになりたくて〟、〝仮の恋人として〟いてくれるだけだ。しかも、私が〝社内恋愛をしない〟と言ったことも聞いていたのだから、本物の彼女になることはますますあり得ない。

「そうだぞ。瀬那が総本部長に手を出して、あの人がダメ男にでもなり下がったら、この会社は大変だしな。近づくなよ！」

　広瀬くんと話している間に、いつの間にか笹部さんが戻ってきていた。話の内容を察知したようで、冗談めかして忠告をしてくる。

「だから、大丈夫ですって。しかも、総本部長が私くらいでダメになるはずありませんよ」

　すみません……もう近づいてますし、仮の恋人として付き合ってます……。しかも、ダメにするために。

　心の中で謝る。

「いや、わかんねぇじゃねぇか。古川、お前も心配だよな？」

　笹部さんは隣の席の古川さんに話を振る。笹部さんが構造課の課長と話をしている間、そこに座ってずっと私と広瀬くんのやり取りを聞いていたはずだ。

　古川さんは中指で眼鏡のブリッジを押し上げると、私のほうをじっと見てきた。

「……バカげた話してないで、仕事したらどうですか？　閂総本部長と瀬那さんだと身分も違いますし、何も発展しませんよ」

　眼鏡越しの冷たい視線が痛い。思ったよりも、言葉が胸にグサリと刺さった。

　それもそうだ。大企業の御曹司と一社員じゃ、身分が違いすぎる。仮でも付き合っていること自体、奇跡みたいなものだ。

　そんなこと、初めからわかっていたし、そもそも本気で恋愛していない。

　なのに……なんでちょっと胸が痛いんだろう。

「身分か……確かにな！　それより、どうだ？　修正、うまくいったかぁ」

　笹部さんが話を変える。

　私はハッと我に返り、パソコンを操作した。

「はい、これです。こんな感じで……」

　パソコン画面には、３Ｄでエントランスからエレベーターへ向かう人の動きを想定した映像が映っている。

　さまざまな角度で確認すると、笹部さんは「いいな」と頷いた。

「じゃあ、修正を図面に書き込んでおいてくれ」

「わかりました」

　画面に設計のデータを表示した。これから修正し、そのあとは次の案件に取りかかる。

　仕事は、まだまだいっぱいある。社内コンペのデザインも考えなくちゃ。

　頭を仕事モードに切り替えると、蒼一さんのことはすぐに消えていった……と思う。というか、無理やり消し去った。
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「お姉ちゃんってさぁ、男見る目ないよね」

　蒼一さんと現場で遭遇した日から、二日経ったある日。久しぶりに仕事を十九時に終えられた。

　家に帰ったらコンペのデザインでも考えようと思いながら会社を出ると、それを見計らったかのように、妹から電話がかかってきた。

　閂建設と同じビルに入っている和食系の居酒屋で、双子ふたりでご飯を食べているから来ないかという誘いだった。

　ふたりともこの近くにある別々の会社で、受付嬢として働いていて、それぞれ彼氏と一緒に住んでいる。

　姉とは違い、交際は順調らしい。

　私たちはたまに食事をすることもあり、今夜は一ヵ月ぶりだった。

「変な男と付き合ってたんだって？」

　彼氏と同棲して二年になる一いち華かが、焼鳥を頬張りながら言う。

　白のニットワンピに、タレ目に見えるメイクをして、胸元まで伸びた栗色の髪は『食事のときに邪魔だから』と後ろでひとつに結んでいた。

「違うよ、一華。変な男と付き合ったんじゃなくて、お姉ちゃんがダメにしたっていうウワサ」

　一華の隣に座った二ふた葉ばがしゃべる。二葉は閂建設の技術部に、付き合って一年の彼氏がいる。私が紹介したわけではなく、たまたま友達の誘いで参加した飲み会で、知り合ったようだ。

　閂建設は社員が多いので、充分あり得ることだけど……世間って狭い。

　ふたりとも同じような容姿で、同じ声の高さでしゃべる。一卵性なので、他人から見たら見分けがつかないだろう。

「彼氏からウワサ聞いたの？」

　たずねると、二葉がうなずいた。

　技術部にまで流れているとは……。気分が重くなる。

「ねぇ、誰がウワサを流したかわからないの？　元カレかなあ？」

「うーん……武村さんにその前のカレの話はしたけど、武村さんがダメ男になったことまで流れてるし。いくらなんでも、普通は自分が落ちぶれたことまで流さないだろうから、違うと思うんだよね」

　考えを述べると、二葉は「それもそうか」と納得した。

　ウワサに入っていた孫請けの作業員は、最近出会った人だから武村さんは知らない。そのこともあり、ウワサを言い触らした人は武村さんじゃないと思っている。

「お姉ちゃんの悪いウワサ流して、得する人がいるのかなぁ。それとも恨み？」

　ビールを飲んだ一華が不思議そうに首を傾げると、二葉が残念なものを見るように眉を寄せた。

「誰かわからない人の恨みを買って、会社でサゲマンのウワサを流されるなんて……なんか心配。ホントに結婚できるの？」

「ひ、ひどい言い方……私だって、自分の未来に聞いてみたいよ」

　ただでさえ、社内の男性は誰も寄りついてこない状況なのだ。

　肩を小さくすぼめながら、ビールをちびちびと飲む。

　すると、二葉が何か思いついたように声をあげた。

「あっ、そうだ！　彼氏に聞いたんだけど、閂建設の御曹司って、ふたりともまだ独身なんでしょ？　どっちかゲットして玉の輿こししちゃえば!?」

「なっ、何言いだすのよ」

　突然出てきた〝閂建設の御曹司〟という存在に、私は食べていた枝豆を喉に詰まらせた。

「彼氏から聞いたの。専務のお兄さんは遊び人みたいだけど……営業総本部の弟さんのほうはオススメみたい。会議で会ったことがあるらしいんだけど、普段は優しいのに、仕事になると目の色が変わるんだってさぁ。男でも惚れるって」

　それは、私も見たことがある。

　物件に対して、いいポイントをひとつでも探そうと、瞳の奥をギラリと光らせているあの表情……。さすが営業総本部長だと思った。

　普段、私といるときに見せている、真面目で紳士的でたまに色っぽい顔とは全然違う。仕事中の顔もすごくカッコよかった。

　ドキドキしたことを思い出す。

　もう、仮とはいえ付き合っているし、話すらしたことがなかった昔より可能性はあるけど……。

「いくらなんでも無理だよ。住む世界が全然違うんだから」

　二葉の話を聞いていた一華が、笑いながら言った。

　改めて、蒼一さんと自分の立場の違いを思い知らされ、胸が痛くなった。

　最近、こういうの多いなぁ……。

「それもそっか……しかもお姉ちゃん、〝社内恋愛しない〟って宣言したんだよね。あーあ、残念。親戚に大企業の御曹司とか、憧れるんだけどなぁ」

　全部彼氏から聞いているらしい二葉は、ため息をつきながら遠い目をした。

　そうだ。蒼一さんは私が社内恋愛をしないことを知って近づいてきているから、私と恋愛するつもりはないんだ。あくまでダメになる目的のため……。

「仕方ないよ、二葉……。お姉ちゃんは頼りない人の世話をしながら、生きていくほうが合ってるんだって。しっかりした御曹司なんて釣り合わないよ」

「そうね……」

　一華と二葉はふたりで私を哀れむように見つめると、ビールを飲み干した。

　……ちょっとだけ腹が立った。

　彼と私の関係を何も知らないくせに『釣り合わない』って決めつけるなんて。

　自分でもわかっているからこそ、言われると余計に気に障る。

「あー、ビールなくなっちゃった。すみまっ――」

　一華と二葉がふたり同時に、ビールジョッキを掲げて追加注文しようとする。

　私はその手を押さえた。

「飲みすぎ」

「えー、せっかくなんだし、いいじゃない。もう、お姉ちゃんっていっつもお母さんみたいに口うるさいから……」

　ふたりとも不満そうに口を尖とがらせる。

「いいから。もう、ウーロン茶にしておきなさい」

　本当は、あともう一杯くらい、いいかな……なんて思っていたけど、そんな気がなくなった。

　それから一時間ほど食事とおしゃべりを楽しむと、私たちは居酒屋を出た。

　もちろん、支払いはすべて私。ふたりとも社会人で、年齢だってひとつしか変わらないのに……甘え上手だ。




「あー……飲みすぎたかも」

　ご飯から帰ると、私はローテーブルの前に座り込んだ。床に敷いた電気カーペットが温かくなってくると、このまま眠りにつきたくなる。

　妹たちに注意しておきながら、自分がビールをおかわりして、いつもより飲みすぎてしまった。それもこれも、蒼一さんの顔が浮かぶから。

　別に傷ついてなんかいない。だって、好きじゃないから。ちょっといいな……と思っているのは認めるけど、まだ恋には発展していないと思う。

　だから、住む世界の違いとか蒼一さんの気持ちとか気にしない。

「お風呂入ろう……もう、今日はコンペの準備無理だわ……」

　ずいぶん前から、参加することだけ決めていた社内コンペ。何度も書き直したデザインは、まだまとまり切っていない。

　何か発見があればいいと思い、建設予定地に行ったり、いろんな店を見たりするけれど、コンセプトに合う設計ができずにいた。

「ん……？　メールが来てる」

　お風呂に入る前にバッグに入れていた荷物を取り出し、スマホを確認すると、蒼一さんからメールが届いていた。

【今週末、葉月の家に迎えに行くよ。時間は十一時頃でいいかな？】

　今週の土曜日。お互い仕事も休みで予定がなかったので、一緒にどこかへ出かけようということになっていた。

　付き合い始めて、初めての一日デート。仮の恋人なんだから食事デートだけでも充分な気がするけど、そこはさすが律儀な蒼一さんだ。

　惚れさせる……とか言っていたし、いろいろ仕かけてくるのかなぁ。

　考えるだけでも、ドキドキしてくる。心臓に悪いから、できれば普通にしていてもらいたいのに。

　でも……どこに連れていってもらえるんだろう。食事もいつも素敵な所ばかりだし。蒼一さんと一日一緒かぁ……。

　気がつけば頭の中で、蒼一さんと街中を並んで歩く姿を想像したり、遊園地を楽しむ姿を想像したり、デートのシミュレーションをしていた。

【わかりました。楽しみにしてます】

　簡単に打ち、送信する。

〝楽しみにしてます〟のたったひと言に、思いのほかたくさんの〝楽しみ〟という気持ちを詰め込んでいる。

　私、結構蒼一さんとの関係、満喫してるんだ。

　元カレたちが散々だったせいか、ウワサ話で疲れていたからか。彼の真剣さや優しさが温かく、仮の恋人だというのに、自分が大切にされているのだと錯覚してしまいそう。

　頼み込まれて始まった関係が、いつの間にか心地いいものになっている。そのことに改めて気づいた。




　週末までの仕事は、トラブルに見舞われても広瀬くんがヘマしようとも、なんとも思わなかった。

　ただ、早く週末になればいいのに……と思う気持ちと、蒼一さんと一日中ふたりきりになるという緊張感で、頭の中はいっぱいだった。

「よし……こんな感じでどうかな？」

　鏡の前で服装を整え、自分の姿を確認する。

　いつもは適当にしている髪型だけど、今日はハーフアップにして、ちゃんと内巻のパーマにセットした。

　どこへ連れていかれるか聞いていないけど、とりあえずデートということを意識して、女子っぽくネイビーのニットにキャメルのフレアスカートを合わせた。足元はローヒールのショートブーツを履く予定だ。

「あっ、ちょっとチーク濃いかな？　ファンデで隠して……って、今度はファンデが濃くなった……うわっ、どうしよ……」

　普段、あまりきちんとしていないメイクは、なかなかうまくいかなかった。

　格好の最終チェックをしていると、細かいところが気になってきて、ひとりで慌てふためく。

　しまったはずのメイク道具を再び出してくるものの、やればやるほど崩れていく気がして、ほどほどのところでやめた。

　そうこうしていると、ローテーブルの上に置いていた時計の針が十一時の五分前を指した。

　蒼一さんのことだから、そろそろかな……。

　バッグの中に入れたスマホを気にしていると、着信音が鳴り響いた。

「あっ、は、はい！　瀬那です」

　電話に出る声が、ついかしこまってしまう。

『着いたよ。今、葉月のマンションの下にいる』

　蒼一さんの低音ボイスは朝から艶っぽくて、ドキリとしてしまう。

「わっ、わかりました……今行きまっ……きゃっ！」

　意識が電話に集中していたので足元が見えず、床に転がっていた空のペットボトルを踏んづけてしまう。転びそうになって、慌てて壁に手をついた。

「あ、危なかった……」

『大丈夫？　慌てず、ゆっくりおいで』

　私がバタバタしているのを電話越しに察した蒼一さんは、クスクスと笑っていた。

　用意していたブーツを履き、もう一度服装のチェックをしてから家を出る。部屋がある三階から階段を駆け下りた。

　四階建てのマンションには、小さなエントランスと郵便受けがあるだけなので、すぐに外が見える。

　空は優しい水色をしていて、太陽の光が降り注いでいた。マンションのそばに立った枯れ木を冷たい風が揺らしていくけど、比較的暖かい。

　道路の脇に停められたシルバーのセダンを発見し、私は駆け寄った。

「お待たせしました」

　高級な国産車に近寄ると、そのそばに蒼一さんが立っていた。

　シャツにセーターを合わせ、黒の細身のパンツをはいている。体格がいいのでシンプルなコーディネートが際立っていた。

「待ってないよ。あっ、スカート……髪型も変えたんだ」

　すぐに車へ乗り込むと思い、黒のショートコートは腕に持っていた。

　蒼一さんは私のコーディネートを頭のてっぺんから爪先まで見ると、すぐに普段とは違うところに気づいてくれた。

「ちょ、ちょっと……デートらしくしてみました」

　気恥ずかしくて、うつむきながら髪を触る。蒼一さんの視線が気になって落ち着かない。

「ああ、すごく似合ってる。かわいいよ」

　蒼一さんは、もともと甘い声の糖度をさらに上げると、暖かい日差しみたいに微笑んだ。

「あっ、ありがとうございます。……ま、また何か勉強されたんですか？　口説きのテクニック……とか」

「いや、今日は場所以外調べてないけど……。ああ、そうか、こういうときこそ調べてくればよかった」

　助手席のドアを開け、「どうぞ」と中へ促してくれる。

　お礼を言って、ふっくらとした座席に身体を預けると、蒼一さんも運転席に乗り込んだ。

「こういうところ、ダメ男の素質あるかな？」

　本当に、何も考えずに褒めてくれたようだ。

「いえ、ちょっと違うと思います」

　出かける場所は調べてくれているのだから、ダメな要素とは言えない。それどころか、素であんなセリフを言ってくれたかと思うと、胸が弾む。

　ストレートな言葉を言うときは、何かのキャラになろうとしているんじゃなくて、蒼一さんの心からのセリフなんだ……。

　蒼一さんについて、詳しくなっていく自分がいる。それを嬉しいとも思うし、仮の恋人について詳しくなってどうするんだ、という気持ちもあって……ちょっと複雑だ。

「あの、どちらに連れていってくれるんですか？」

「着いてからのお楽しみかな。ちょっと遠いから、着くまでにご飯を食べよう」

「はい、お願いします」

　私が頷くと、車がゆっくり発進する。

　いつもの平凡な休日が、平凡じゃなくなる。サイドミラーに映るマンションが小さくなっていくのを、ドキドキしながら見ていた。




　蒼一さんの安全運転に揺られ、十二時前にカフェに寄ってランチをし、十三時を過ぎた頃に到着したのは、神奈川県にある水族館だった。

　海に浮かぶ大きな敷地には、遊園地やホテルも併設されていて、一日いても飽きないようになっている。

　駐車場に車が停まり、降りると冷たい潮風が吹きつけてきた。

　思わず身体を丸め、コートを胸元に手た繰ぐり寄せる。作業着ならカイロを常備しているけど、今日はよそ行きのコートなので持っていない。

「海が近いから寒いね……水族館は暖かいはずだから」

　コートを羽織った蒼一さんが風上に立ってくれる。

　風が弱まったのを感じるのと同時に、自分の体温も上がった気がした。

「はい。中に入ろうか」

　チケット売り場で入場券を買った蒼一さんが、私に一枚差し出してくる。

「あ、自分のチケットは……」

「いいよ、俺が払いたいんだから。今は葉月の気を引くためにやってるわけだし。それに、これは俺のワガママだから。……ダメ男ならそう言うでしょ？」

　蒼一さんは、いたずらっぽくニコッと口角を上げる。

　なるほど。ダメ男ならワガママ言うもんなぁ……。実践してくれてるのかな？　ん？　それより蒼一さんにうまく流されてる？

「じゃあ……ありがとうございます」

　ちょっと言いくるめられている気もするけど、好意はありがたくいただくことにした。

　ゲートをくぐると、青と白で統一された建物や看板が見える。

　広い敷地には、多くのカップルや家族連れが訪れていた。併設された遊園地からはしゃぐ声も届いてくる。

　久しぶりに来たなぁ……こういうところ。

　子供みたいに胸が弾むのを感じる。元カレとは遠出することがほとんどなかったから、改めてデートとはこういうものなんだと思った。

「葉月、あの魚面白い顔してる」

　大きな水槽で囲まれた館内を歩いていると、蒼一さんが楽しそうに指差した。

「わっ、ホントだ……ブサカワですね」

　私も一緒になって笑うと、隣の蒼一さんはより一層、優しく瞳を細めた。

　それからも珍しい魚を見つけては驚き合ったり、館内の照明について聞かれたら、つい話しすぎてしまったり……自然体でふたりの時間を過ごした。

　出発前に、あれほど服装やメイクを気にしていたのがウソのよう。緊張よりも楽しさが大きくて、そんなことは頭からなくなっていた。

「あ！　そろそろイルカショーの時間ですね……私、見たいです」

　パンフレットのイベントスケジュールのところに、イルカショーの時間と場所が書かれていた。

　あと五分で始まっちゃう！

「じゃあ、行こうか」

　私の提案に、蒼一さんがニッコリ微笑んで頷いてくれる。

　ふたりで楽しみにイルカショーの会場へ向かうと、時間が迫っていたからか真ん中のほうは埋まっていた。なので、端っこの上のほうに座った。

「こうして座ってたら、結構冷えますね」

　イルカショーの会場は、屋根はあるものの壁が低く、上のほうが吹き抜けになっていた。

　寒風が吹き、身体が小刻みに震えてくる。両手をすり合わせてみるけれど、あまり温まらない。

　手に息を吹きかけていると、蒼一さんがスッと大きな手を差し出してきた。

「手、貸して。俺、結構体温高いから」

「えっと……」

　この手は、どうしたらいいんだろう？

　戸惑っていると、蒼一さんは私の手を取った。そして、握った片手をコートのポケットに入れる。

「そ、蒼一さん……！」

「さすがに、これは身体関係に入らないでしょ？」

　いたずらな笑みを向けられ、振り払うことができなくなる。手を離したら、こんなことにも免疫がないみたいだ。

　は、初めて蒼一さんと手……握った……。

　冷えた指先に、じわりじわりと蒼一さんの体温が侵入してくる。自分の熱と彼の熱が交わる……その感覚に、胸の奥まで甘く締めつけられた。

　そばにいる蒼一さんに聞こえてしまうんじゃないかと思うほど、心臓がドクンドクンと大きく脈打っている。

「こういうのドラマで恋人同士がよくやってるよね」

　蒼一さんは爽やかに笑いかけてきた。

　私は息もできないほど、ときめいてるっていうのに……。

　今、握っているのは電球でも照度計でもなくて蒼一さんの手……。温かいし、すごく大きい。でも、このまま握っていたら手汗が……！

　というか、顔が熱くなってきた気がする。もしかしたら、真っ赤になっているんじゃないだろうか。

　私はうつむいて、そっと顔を隠した。

　すると、蒼一さんが首を傾げて覗き込んでくる。

「葉月？　……もしかして、気持ち悪かった？」

　ポケットの中で、蒼一さんの手が遠慮がちに離れる。

「い、いえ……そうじゃないんですけど」

『ドキドキして……』とは正直に言えず、さらにうつむく。

　すると蒼一さんは、離した手を再びギュッと握り直してきた。

「なら……ドキッとしてくれた？」

　耳元で囁かれ、今度は心臓が破裂するかと思った。

「なっ……！」

　動揺して蒼一さんを見ると、瞳が妖しい色香を漂わせていた。そして私と目が合うと、すぐに爽やかな笑顔に変わった。

「だって、葉月に惚れてもらうためのデートだから。……もちろん、目的は俺がダメになるための、ね」

　目的がついでのように添えられたけど、蒼一さんが私をからかうはずもない。

「そ、そうですね」

　そうだ。私も蒼一さんの目的のために、やっていることなんだから……！

　そのことを無理やり意識すると、少しだけ鼓動も収まってきた。ただ……なぜか、胸がちょっとだけ痛い。

「暇があったらジムに行くようにしてるから、身体は鍛えてるんだ。だから、新陳代謝がいいみたいで、よく人から手が温かいって言われる。あったかい？」

「はい……けど、人って……」

　誰のことなんだろう。それを考えると、身体中から熱がサッと冷めていくようだった。

　あ、あれ……なんで？　もしかして、私……ちょっとショック受けてる？　手を握ることから、ほかの誰かを思い出されるのがつらい……なんて。仮の彼女なのに。

　それがもし、前に『女性をダメにする』と言っていた元カノだったら……と思うと、もっとつらくなる。

「ま、前の彼女……とかですか？」

　無意識に聞いてしまう。声が震えそうで、喉にグッと力を込めた。

　蒼一さんを見ると、彼の驚いたような視線とかち合う。

「いや、よく握手をするから。ほら、商談成立したときとかね」

　蒼一さんの瞳は揺らぐことなく、言葉はまっすぐだった。

「そ、そういうことですか……」

　ホッと息をつく。もちろん、誰かと繋いだことがある手だってわかっているけど、知りたくなかった。

　変なの……蒼一さんと一緒にいるときだけは、彼の心の中にいるのが、自分だけでありたいって思っちゃうんだよね……。

　仮の彼女だというのに、一人前に独占欲が芽生えてしまったらしい。

　これはやっかいだな……期限付きなのに。

「あ、そろそろ始まるね」

　会場に軽快な音楽が鳴り響き、飼育員のお姉さんの明るい声が響く。会場中が沸き立ち、イルカが気持ちよさそうに泳ぎだした。

「蒼一さん、手……もう、大丈夫です」

「そう？　ああ……そうだね、拍手ができない」

　蒼一さんは優しく笑うと、ポケットから私の手を出した。

　外の冷たい空気に触れると、ひんやりとする。

　勘違いしちゃ、いけない。彼は専務を社長にするために……自分がダメ男になるために、優しくしてくれているんだから。

　自分に強く言い聞かせる。

　すぐにイルカがフラフープの輪をくぐったので、思い切り拍手した。

　でも、蒼一さん……本当にお兄さんだからっていうことだけで、専務を社長にしたいのかな？　もしかして、ほかにも理由があるんじゃないの……？

　自分がダメになってまで、社長をやりたくないなんてよほどのことだ。

　隣でショーを眺めている蒼一さんをチラリと見る。

　彼は次々に技を披露するイルカを、楽しそうに目で追っていた。

　普通に楽しんでる……。こうしてると、本物の恋人同士みたいだなぁ。

　つい、彼の端正な横顔をじっと見つめてしまう。

「ん？　どうしたの？」

　私の視線に気づいた蒼一さんは、ダイナミックな技をキメたイルカたちに拍手を送りながら、振り向いた。

「いえ、楽しいなって……思っただけです」

　蒼一さんに微笑み返すと、彼も頬をほころばせた。

　イルカショーを最後まで満喫したあと、館内をくまなく見て回り、十八時前に水族館を出た。

「ここから車で三十分くらいのところで、ご飯を食べようと思ってるんだ」

　車に乗り込むと、蒼一さんが教えてくれた。

「いろいろ考えてくださって、ありがとうございます。当初の目的からずれているような気もしますが……」

「ああ、俺をダメにしてくれ、っていうことかな？　遠回りだけど、目的に向かっているよ。……まずは、葉月との距離を縮めないとね」

　蒼一さんはにこやかに言うと、車をゆっくりと発進させた。

　今は一月下旬、この時間はもう暗い。けれど、蒼一さんが港のほうへ車を進めるので、キラキラした夜景が見えてきた。

「わぁ……キレイ！」

「この時期はどこもイルミネーションがキレイだね。地上はもちろんだけど、水面に映っているのもまた……夜空に虹が浮かんでるみたいで幻想的だ」

　車を運転しながら、チラリと夜景を見た蒼一さんが感想を漏らす。

「ああいうのも、水に映り込むことを想定して設置してるの？」

「はい。映り込ませることによって、水を感じられる景観を作り出せます。何げなく見えていますが、角度や場所はかなり考えられてると思いますよ」

　私はまだ住宅やマンション、商業施設やビルなどの施設関係の照明しか担当したことがないけれど、いつか都市開発事業などに携わって、街の照明も担当してみたい。

「面白いね。そういう話を聞くの」

「蒼一さんは変わってますね」

　今まで付き合った人は、全く興味がなさそうだった。仕事の話も一切聞いてくれなかったので、自然と私も話さなくなった。

「変わってるかな。よくわからないけど……あ、着いたよ」

　蒼一さんの言葉でフロントガラスを見ると、横よこ浜はま港近くにある七十階建ての超高層ビルが見えた。スラリとした四角いフォルムで高くそびえ立ち、明かりの点ついた窓が夜空の星と一体化している。

　蒼一さんは車でビルのスロープへ向かうと、地下一階の駐車場に停めた。エレベーターに乗り込むと、六十八階のボタンを押す。

「葉月のリクエストでフレンチにしたけど……お腹は空いてる？」

「はい、もちろんです！」

　前にデートの約束をしたときに何が食べたいか聞かれていた。なんでもいいと言うと、いくつか選択肢を出してくれたので、そこからフレンチを選んだ。

　だけど……こんなに豪華なところだとは思わなかった。

　エレベーターが止まると、エレガントなアンティークや華やかな植物が飾られたフロアに出た。その中でも、ひと際煌きらびやかなフレンチレストランに足を進める。

　高い天井には、ホールの中央にだけシャンデリアが輝き、壁一面の窓からキラキラした夜景が見えていた。

　テーブルには真っ白なクロスがかけられていて、食事をしている人たちも品がある。

　ちょっと、緊張しちゃうな……。

　蒼一さんの後ろで、慣れない上品な雰囲気に萎い縮しゅくする。清潔感溢あふれる男性店員に迎えられ、窓際の席へと案内された。

「わっ……夜景を見ながら食事できるんですね」

　四角いテーブルは斜めにセッティングされ、席に座ると窓の外を見ながら食事ができるようになっていた。

「キレイだね。上からだとまた夜景が違って見える」

　蒼一さんも窓から見える景色に目を凝らす。

　車窓から眺めていた景色とは違い、上から見下ろす夜景は光のほうが動いていて、暗闇に散りばめられた宝石の粒が、チラチラと舞っているようだった。

　このまま、額縁に入れて飾りたいほどキレイ……。

　今日はふたりともお酒をやめて、炭酸水にした。蒼一さんには勧められたけれど、彼が飲まないのに自分だけ飲むのは申し訳なかった。

「なんだか、夢みたいな時間です。昼間は楽しく過ごして、夜はこんなに素敵な所で食事なんて」

「永遠に夢じゃなくす方法もあるよ」

　蒼一さんがグラスを傾けて妖艶に微笑む。

「えっ……どういうことですか？」

「……まだ、秘密」

　思わせぶりに瞳を細めると、グラスを口に運んだ。

〝まだ〟ということはいずれ教えてくれるのかな……。

　この楽しい時間を永遠にできるのなら、教えてほしいなんて思ってしまう。

　そんなことを考えながら、色鮮やかに盛りつけられた前菜を口に運んでいると、誰かがこちらに歩み寄ってくる気配がした。

「あー、やっぱ蒼一じゃん」

　声のほうを振り向くと、黒シャツにグレーのスーツを着た男性がいた。

　耳の下辺りまで伸びた黒髪をサラリと横に流し、凛り々りしい眉を見せている。スッと通った鼻筋に、よくしゃべりそうな大きな口をほころばせ、キレイな瞳の目尻にクシャリとシワを作って笑っていた。

　どこかで見たことがある……それに、蒼一さんにも似てる……。

　軽い雰囲気で話しかけてくる男性をじっと見ていると、蒼一さんが苦い顔をした。

「兄さん……」

　蒼一さんの気まずそうな呟きにハッとする。

「せっ、専務っ……!?」

　どこかで見たことがあると思ったら、蒼一さんのお兄さんで、閂建設専務の閂 汰一さんだった。

　テレビ朝礼や遠くからしか見たことなかったので、すぐにはわからなかった。

　専務の隣には、胸元が大きく開いたワンピースを着た女性がいた。

　ワンピースは膝丈のタイトな物で、腰が色っぽい曲線を描いている。豊満な胸を、専務に押し当てるようにして腕を絡めていた。

　私とは全く違う……御曹司の隣には、こういう人がふさわしいんだ……。

　思わず、平凡な自分の格好と比べて、肩をすくめる。

「偶然だな。しかも女連れなんて、珍しいじゃん。彼女？　俺のこと専務って知ってるみたいだけど……会社の子？」

　専務が身体を屈め、私のことをじっと覗き込んでくる。

　ふわりと甘い香水の匂いがした。

「ああ、設計部で働いてる。……彼女だよ」

　蒼一さんは〝仮〟という言葉をつけずに、専務に私を紹介した。

　専務を見る目が、全く笑っていない。何か、牽けん制せいしているようにも思える。

「おいおい。なんだよ、そんなに睨みつけて。俺が襲うとでも思ってるのか？　大丈夫だって」

　専務も蒼一さんから同じ雰囲気を感じたのか、苦笑していた。

「けど……まぁ、へぇー……」

　曖あい昧まいな言葉を発しながら、専務はニヤニヤと笑って私に近づいてきた。専務の隣にいる女性が「ちょっとぉ」とイラ立ったように腕を引っ張っているが、無視している。

「キミが蒼一の彼女ねぇ……」

　専務の丸い瞳が、私のことを舐め回すように見てきた。

「おいっ、兄さん！」

　蒼一さんが声を少し荒らげる。私を守ろうとしてくれているみたいだ。

「な、なんですか？」

　私は身体を窓際に寄せ、顎を引いた。

「うーん、顔は合格かな。スタイルも悪くない、抱き心地がよさそうだ。……けど、色気はないなぁー……」

「なっ！」

　なんで専務に仕事ではなく、女性としての評価をされなくてはいけないのか。頭がカッと熱くなった。

「アンタで蒼一を骨抜きにできんの？　もしかして、すごいテクとか持ってんの？」

　テ、テク……!?

　私は呆気にとられて言い返すこともできず、下品なことを言う専務をただ怪訝に見返していた。

「兄さん！　彼女に変なこと言わないでくれ。あと、場所を考えろ」

　蒼一さんが鋭く指摘してくれる。

　すると、やっと専務は離れてくれた。

「ああ、デキた営業総本部長さんには、言葉が悪かったな。それじゃ」

　専務はひらひらと手を振ると、一緒にいた女性の腰を抱き、奥の席へと去っていく。

　彼がいなくなると、ホッと息をついた。

　専務……遊び人だとは聞いていたけど、それ以前にすごく失礼な人だった……。

　蒼一さんの兄弟だとは思えない。そして、なんで蒼一さんがダメになってまで彼を社長にしたいのか、ますますわからなくなってしまった。

　絶対、専務より社長に向いてるよ……！

「兄さんが失礼なことを言ったね。すまない」

「いえ、気にしてませんから」

　蒼一さんが悪いわけじゃないし、悔しいけど本当のことだと言えば本当のことだ。

　首を振ると、蒼一さんがじっと私の顔を見つめてきた。

「な、なんでしょう？」

　まさか、蒼一さんまで『色気ないよね』なんて言うんじゃないだろうか。

　少し怯おびえてのけ反ぞってしまう。

　しかし、蒼一さんはフッと優しく微笑んだ。

「いや、兄さんは間違ってるな……って」

「専務が間違ってる……ですか？」

「うん。葉月は、色気あるよ」

「なっ……！」

　まさか、そんなことを言われるとは思わなかった。

　蒼一さんは私がうろたえているとは気づかず、優雅に炭酸水が入ったグラスを口に運んでいる。

「魅力的だよ。女性らしいと思う」

　私の目を見て真剣な眼差しで言われる。

「あ、ありがとうございます……」

　ストレートなセリフは、蒼一さんの心からの言葉。

　そう知った今、これが冗談じゃないことはわかる……けど、せっかく落ち着いた鼓動がまた激しく動きだした。

　目の前には美味しいフレンチが並んでいるのに、お腹だって空いているはずなのに、なかなか食べられなかった。

　やがて食事が終わると、蒼一さんはまた車を十分ほど走らせて、今度は赤レンガ倉庫に連れてきてくれた。

　車から降りると、夜の冷え切った空気に身体が包まれる。

　私たちは並んで歩き始めた。

「寒いけど、大丈夫？」

　蒼一さんが気にかけてくれる。

　手は繋いでいないけど、自然と距離が近くなっていた。

「はい、現場でも慣れていますので」

　それに、蒼一さんといたら身体が熱いというか……。こんなこと、言えないけど。

「ライトアップされたら、また昼間とは違って見えるね」

　蒼一さんが白い息を吐きながら呟く。

　赤レンガでできた壁は、黄味がかったランプで照らされていた。

　材質感がよく出るライトを使ってるんだ。さすがだなぁ……って、ロマンティックの欠かけ片らもないな。

　ライトアップされた倉庫の奥には、ベイブリッジや大おおさん橋ばしなど、食事のときに見下ろした夜景が、目線の高さにある。

「こうして……夜景をいろいろな角度で見るの、面白いですね」

　車の中から眺めて、上から見下ろして、今は目線の高さで楽しんでいる。角度が違えば、見えるものも変わってくる。

「楽しんでもらえたみたいでよかった」

　蒼一さんは満足そうに頬をほころばせた。

　楽しかった、本当に。本物の恋人になったんじゃないかと勘違いしてしまいそうなほど……。

　蒼一さんの提案通り、このまま距離を縮めて……私が惚れちゃったらどうなるんだろう。彼には、まったくそんな気がないのに。

　本物の恋人みたいになっても、期間が来たらお別れ……。それって……ただ、寂しいだけだ。

「あ、あの……蒼一さん」

「ん？」

　立ち止まって夜景を眺めている蒼一さんに、声をかける。

「やっぱり、私がダメ男のアドバイスをして、蒼一さんが実践していく方法だけにしましょうよ。本物の恋人同士みたいに……っていうのは、ナシで」

「えっ……」

　私の言葉に蒼一さんは一瞬動きを止める。それから少しだけ目を伏せた。

「ああ、そっか……やっぱり、好きになってもらおうとしても難しいよね。俺の魅力が足りないかな。もう少し時間が欲しかったんだけど……」

「そっ……」

　そうじゃない。私が蒼一さんを好きになるのは……きっと時間の問題だ。

　だけど、このまま仲良くなって幸せな気分を味わうと、別れることがつらくなるから……。

「ごめん。葉月の気持ちをもてあそぼうとしたわけじゃないんだけど……。長い時間、一緒にいられたら……と思ってた」

「長い時間……でも、そんなに時間かけていいんですか？　後継者問題、早く解決しないと……」

「あっ、ああ……そうだね。そうだった……じゃあ、やっぱり俺にダメ男になるポイントを教えてくれるかな」

　蒼一さんは少し焦りながら自分を納得させると、私を見据えた。

「はい……どこまでダメにできるかわかりませんけど……」

　正直、どうやって彼をダメにすればいいかわからない。本当なら、専務より蒼一さんに、社長になってもらいたいところだし……。

　だけど蒼一さんが、専務が社長になることを願っているなら……私はそのために力を貸したいと思う。

　私のことを必要としてくれているから、その気持ちに応えたい。

「では……今度は私にエスコートさせてください」

　私が立てたデートプランなら、私のペースで行動することができる。そうすれば、いつも通りの世話焼きぶりも発揮できるんじゃないかと思った。

「葉月のエスコートか……楽しみだな。お願いするよ」

　蒼一さんは嬉しそうに笑った。

　私たちはひと通り夜景を楽しんだあと、温かい飲み物を買って車に乗り込んだ。

　そこから一時間半くらい蒼一さんが運転し、マンションまで無事に送り届けてくれた。

「じゃあ、次のデート楽しみにしてるよ」

「ま、任せてください」

　私は照れくさくなりながら、胸を張る。

　デートの計画ならいつも私が立てていた。どこに行こうとか、何を食べようとか。

　だけど、こんなにワクワクするのは初めて。

「ああ、俺を立派なダメ男にしてくれよ」

「……はい」

　改めて目的を言われると、切なさで胸がツキリと痛んだ。込み上げる痛みをこらえ、蒼一さんに見送られながら、マンションの中に入った。

　まずいな……完全に好きになった？　まさか、まだ大丈夫。

　自分の気持ちに目隠しをし、また来週から始まる残業の日々に備えることにした。







五章　ダメ男指導













「あー……終わる気がしない」

　隣の広瀬くんはイスに背を預けて大きく伸びをした。

　時間は二十二時過ぎ。省エネのためにオフィスの照明は落とされ、残業している人の頭上だけ煌こう々こうと明かりが灯ともっている。

　空調はついているけれど、人が少なくなったせいか、室内だというのに二月初旬の寒さが身体にひんやりと染みてくる。

「あぁーもう、明日が見えそうだ。これ、ホントに終わるんですかねぇ」

　広瀬くんは背伸びした姿勢を戻すと、私にたずねてくる。

「終わらせるしかないでしょ……まだまだ仕事は山積みなんだから」

　私は頬杖をつきながらマウスと操作し、パソコンの画面で何度もシミュレーションを繰り返していた。

　サーモグラフィーのような赤や青、緑で色づいた画面で照度確認をし、照明器具からの光の方向と強さを示している曲線図を見る。

　想定される家具などを置いてみたり、昼光でのシミュレーションも行ったり、映像を回転させてさまざまな角度から考えていた。

　いろんなことが試せるので、この作業は好きだ。

　だけど、パソコンばかり見ていると頭が朦もう朧ろうとしてくる。特に、夜が深くなればなるほど、おかしなテンションも加わって、まともに仕事がこなせなくなってしまう。

「瀬那さん、毎日残業してますけど、社内コンペの準備できてるんですよね？」

　広瀬くんの言葉に、肩がピクリと反応する。

　今回のコンペはクライアントから「女性客を引きつけるものにしてほしい」ということだけ言われ、デザインを全面的に任されて行われるもの。

　だから、華やかで品があるデザインを……と思っているんだけど、まだ納得のいくアイデアが浮かんでいない。

「うーん……大丈夫、ぼちぼち……かな」

　仕事中に進めることが難しくて、帰ってからしているけど、本当はあまり進んでいない。ただ、こればかりは自分でやらなくちゃいけないことだから、弱音は吐かない。

「うわっ……すごいことになっちゃった」

　コンペのことを考えていたから、無意識にソフトを操作していた。

　画面の映像は、実際の人の動きを想定して動いているけど、どこもかしこも光を反射して眩しい。

「どれどれ……うぇっ。ちょっ、瀬那さん、真剣にやってくださいよ。もっと人に優しい設計にしてください」

　広瀬くんから叱られ、ついでに「本当に、コンペ大丈夫なんですか？」と心配されてしまった。

　うう……まさか、広瀬くんに気遣われるとは……。

　私は頭を切り替えると、最初からやり直すことにした。

「ねぇ……広瀬くんって、デートはどういうとこ行くの？」

　しばらく画面を見つめていると、ちょっと頭がボーッとしてきたので、息抜きがてらに話を振ってみる。

　広瀬くんは特に迷惑そうな顔もせず、「そうですね……」と呟いて考えだした。

「今の時期なら、イルミネーションじゃないですか？　定番ですよね」

「イルミかぁ……まぁ、勉強になるもんね」

　私は建築照明を担当しているので屋外照明とは違うけれど、ライトの使い方や色合いなど、学べるところはたくさんある。

　でも、この前夜景見たしなぁ。

　そんなことを考えていると、広瀬くんがおかしそうに笑った。

「デートなのに、勉強してどうするんですか。そういうの、控えたほうがいいですよ。俺、うんちく言いすぎてウザイって嫌われましたから」

「そ、そっか……気をつける」

　蒼一さんは今まで、私の照明の話を笑顔で聞いてくれていたし、自ら話を振ってくれていた。

　だけど、もしかしたら私に気を回してくれていただけかもしれない。

　今度は私が蒼一さんを満足させて……じゃなくて、蒼一さんをしっかりダメな男にしなくちゃ。

「気をつけるって……やっぱり、彼氏できたんですね？」

　広瀬くんはニヤニヤと口元を緩ませ、小声で聞いてきた。

「え？　そ、そうじゃないけど……」

　彼氏だとハッキリ言えない。キッパリ否定も……したくない、なんて思ってしまう。

「私、終わったから帰るね」

　パソコンをシャットダウンし、立ち上がる。

　壁にかかった時計の針は、二十三時前を指していた。

「えっ、終わったんですか？　さっきまで人に優しくない照明設計して遊んでたくせに」

「遊んでたわけじゃないもん。広瀬くんも帰ろうよ。明日、手伝ってあげるから」

　不思議と、一回崩すと見えてくるものがある。あれほど悩んでいたのはなんだったのかと思うほど、設計のシミュレーションがうまくいった。

　広瀬くんには話に付き合ってもらったし、お礼に明日、力を貸そう。

「えー、じゃあ……お言葉に甘えて帰ります」

　彼も早く帰りたかったらしく、いそいそと帰り支度を始めた。

　会社の裏口から出ると、冷たい風が頬を打つ。

　私たちは肩に力を入れながら、駅まで五分の道のりを歩いた。




　週末の金曜日。

「ダメ男にするため……っていうより、とりあえず普通のデートでいいよね？」

　少し仕事が落ち着いてきて、早く帰れた日。私はひとり、部屋でスマホを見つめながら呟いていた。

　お互いに忙しい数日間だったけれど、朝や夜に連絡を取り合い、日にちはあさっての日曜日に決めていた。

　蒼一さんは土曜日に接待が入っているらしい。休みの日にも仕事なんて、大変だと思う。

　私と出かけることも、仕事のひとつみたいなものだよね……。

　これからの閂建設のために、蒼一さんはダメになろうとしている。

　そう思うと、私ひとり蒼一さんを男性として意識しているみたいで、自分が情けなくなる。だから、あまり深く考えないようにした。

　イルミネーションは特にどこかに見に行くというより、街に飾られたものを歩きながら楽しむことにする。この前、蒼一さんとキレイな夜景を見たということもあるし、自分もライティングに夢中になってしまう気がしたから。

「そろそろ……かかってくるかな？」

　蒼一さんは二十二時頃に仕事が終わるらしく、電話をかけてくれることになっていた。時間は少し過ぎている。

　私は二十一時過ぎた頃からそわそわして、ずっとスマホを握りしめている。落ち着かなくて、マグカップに淹いれたコーヒーも飲まないまま、冷めてしまった。

　忙しいんだろうな……。

　そう思っていると、握っていたスマホが鳴り始めた。

「はっ、はい。瀬那です！」

　ワンコール鳴り切らないうちに電話に出ると、蒼一さんのクックッと押し殺したような笑い声が聞こえてきた。

　……耳に、胸に、くすぐったい。

『出るの、早いね。仕事じゃないんだから、慌てなくていいのに』

「いえ、わかっているんですけど……」

『あと、できれば〝葉月です〟って、出てほしいかな。関係性が……深まった気がして、嬉しくなるから』

「それは……」

　私たちの関係は出会ったときから考えれば、確かに深まっている。

　でも、まだ友人とも恋人とも言えない曖昧なものには変わりない。蒼一さんをダメにするという目的のために、お手伝いしているだけだ。

「……それは、考えておきます」

　これ以上親しくなると、離れがたくなる……。

　私が素っ気なく返すと、蒼一さんは何も気づいていないのか『うん、あと甘えた声だとさらにありがたい』と注文をつけてきた。

　なかなか難易度が高いお願いに、苦笑してしまう。

「そっ、それより、お仕事お疲れさまでした。日曜日のことですけど……十一時でどうですか？」

『ああ、いいよ。じゃあ、十一時に迎えに行く』

　サラリと迎えを申し出てくれる。

　よかった……じゃなくて、ここはピシャリと注意しなくちゃ。

「い、いえ……お迎えは結構です。ダメ男は迎えに来ませんから。というか、もっと言えば一緒に出かけることさえ渋りますけど……」

『えっ、結構難しいな。ダメ男になるのも……けど、もう約束はしたから……』

　電話の向こうで蒼一さんが何か考え込む。

『じゃあ、十一時に駅の近くまで来い。……仕方ないから車は出してやる』

　蒼一さんは苦しそうに言った。

　多分、彼なりにダメ男になろうとしているんだろうけど……何かが違う。

「車を出してる時点で、ダメ男じゃありませんよ。それじゃ、ただのツンデレです」

　ちゃんと注意したいのに、つい噴き出して笑ってしまう。

『ああ、そうか。身に染みついているなんて勉強の成果が出たな。葉月が笑ってくれるなら、もっとマスターしようかな』

　蒼一さんは意気揚々とした声で言う。

　でも、私が笑ってくれるなら……って。

「私のためを思うなら……早く、ダメ男をマスターしてください」

　早くマスターしてくれなくちゃ、ずっとこの関係を続けることになる。

　私が掠れぎみの声で言うと、蒼一さんもまた小さい声を出した。

『それはまだ……当分先でいい』

「えっ……と、それは……困ります」

　ダメ男になるのが遅くなればなるほど、蒼一さんとの関係が続く。

『困る……か。すまない、努力しよう』

　そう言う蒼一さんは、少し寂しそうな声だった。

「とっ、とりあえず、ショッピングしたいと思っているので……待ち合わせは会社近くの駅にしましょう」

『わかった。じゃあ、楽しみにしているよ』

　あ……電話、切れる。

　そう思った瞬間、口を開いていた。

「あ、あのっ……」

『ん？』

　日曜日の時間は決まった。待ち合わせ場所も決めたし、ショッピングがしたいということも伝えた。ほかに、何も言うことがない。

「明日も……お仕事、頑張ってください」

　少しでも長く繋がっていたくて、ありきたりなことを言う。……結局、電話はすぐに切れるのに。

　しかも、蒼一さんからは「うん」とも「ありがとう」とも、何も返事がない。

「そ、蒼一さん？」

『……あ、ご……ごめん。あまり、そういう励ましの言葉をもらったことがなかったから。ちょっと噛みしめてた。ありがとう』

「あっ、い……いえ。おやすみなさいっ」

　引き止めたのは自分だというのに、蒼一さんからの返事が照れくさくて、彼の『おやすみ』という声を半分も聞かないうちに、通話を終了してしまった。

　確実に、私たちの距離は縮まっている。

　それが嬉しくもあり、切なくもあった。




　約束の日曜日。私は駅の大通りが見える位置で、蒼一さんを待っていた。

　いつも待たせているから、今日こそ早めに……と思い、張り切りすぎて三十分も前に着いてしまった。

　二月の寒空の下、膝まで丈があるとはいえ、タイトスカートにタイツは厳しい。上はボリュームのあるムートンのコートで暖かいけど、下から冷えてくる。

　足踏みし、ショートブーツの踵かかとを鳴らす。

　ニットの手袋で覆われた手をこすり合わせていると、スラリとした人影が近寄ってきた。

「ごめん、待たせたかな？」

　現れたのは、ダークグレーのコートを着た蒼一さんだった。

　全身落ち着いた色合いでまとめられていて、仕立てのいい物をモデルのように着こなしている。

「あっ、いえ……私が早く着きすぎただけなんです。それより、蒼一さん……電車で来られたんですか？　てっきり運転手の方に送られてくるのかと……」

　蒼一さんが現れたのは改札のほうから。通勤は電車だと言っていたけど、プライベートでもそうだとは思わなかった。

「兄さんは車の送迎が好きみたいだけど、俺は苦手なんだ。それに運転手も大変だろうし」

「へぇ……いいことだと思います」

　親しみやすいし、御曹司っぽくないところも蒼一さんの魅力だと思う。だけど……。

「ただ、ダメ男なら運転手さんが大変だとか考えず、使えるものは使いますよ」

　褒めたいところだけど、あえて注意する。厳しくしないと、この人はダメ男にならない。

　……そうなると、私の役目も終わらない。

「そうか……なら、これは送ってもらうのが正解だったんだな。まずいな……最近仕事ばかりで、あまり考えていなかった……」

「いえ、仕事はしてください。というか、頑張ってください」

「それもそうか」

　ふたりで笑い合うと、ゆっくりと歩きだした。

　人通りの多い並木道は、夜はケヤキに電飾が灯り、キレイにライトアップされる。

　この通りは有名ブランドのショップが立ち並び、セレクトショップや大型商業施設もあるショッピングストリート。どこを向いてもオシャレな人ばかりだ。

　けど……蒼一さんよりカッコいい人はなかなかいない。すれ違う女性たちからチラチラと視線を感じていた。

　特にあてもなくぶらりと歩いていると、蒼一さんはあまりこういった街中を歩くことがないのか、所々で珍しそうに足を止める。

「へぇ、あそこはニューヨークで人気のパンケーキか。ポップコーンの店もあるんだな。小さい頃テーマパークでしか食べた記憶がない」

　こんな歩くだけのデートなんて、楽しんでもらえるかと思ったけど、その心配はなかったようだ。蒼一さんは面白そうに、キョロキョロと辺りを見渡している。

「あっ、あのワンピース……葉月に似合いそうだな」

　一軒の高級ブティックを指差し、そちらに歩きだす。ブランド名から、店に入ったところで買えないことは明らかだった。

「い、いいです、いいです！　そっ、それよりちょっと早いですけど、お昼にしましょう！」

　慌てて蒼一さんを止め、腕時計を見ると十二時前だった。きっと、混むだろうから早めに行ったほうがいい。

「ああ、そうだね。何が食べたい？　俺の知っている店でよければ……」

　蒼一さんがたずねてくる。手にはスマホを持っていて、私の食べたい物に合わせて、先に席の予約を取ろうとしてくれているみたいだ。

「あっ、こ、今回は私がエスコートしますので。というか、ダメ男なら食べたい物をリクエストしてください」

「えっ、俺が？　ダメ男の定義って結構あるんだな。それじゃあ……そうだな、面倒だから葉月が決めてよ。どこでもいいから、連れていって」

「そ、そうきましたか……」

　人任せにするのもダメ男のよくある行動。たとえ私の行きたい所へ促しているのだとしても、正解だから注意できない。

「わかりました。じゃあ、イタリアンに行きましょうか」

　蒼一さんは優しい顔で頷いた。

　大通りを曲がり、少し人通りが少なくなった道を歩く。この辺りに、以前友達と行った店があるはずだ。

　十分ほど歩くと、オレンジの外壁のかわいらしい店が見えてきた。

「ここにしましょう」

　店の前で立ち止まる。ガラス張りの大きな窓があり、私たちが歩いている通りから、ピザを作っている様子が見えた。

　素材はすべて本場ナポリから仕入れていて、小麦や野菜はオーガニックの物を使用している。県外にも店舗があるくらい人気の店だ。

　昼前だったこともあり、並ばずに入れたものの、店内はほぼ満席だった。

　お客さんに女性が多いからか、店の中でも蒼一さんは注目の的。メニュー表を見てパスタとピザのランチをそれぞれ注文した。

「この店、窓が大きいからかな？　あんまり照明を使ってないね」

　店内をグルリと見回した蒼一さんが、面白そうに話してくる。本人は女性たちから多くの視線を集めていることに、気づいていないみたいだ。

「そ、そうですね。あっ、サラダが来ましたよ！」

　店員がやってきて、ランチのサラダを持ってきてくれた。

　グリーンリーフやトレビス、赤カブや水菜がたっぷり盛られている。

　蒼一さんにフォークを渡し、私も早速頬張る。爽やかなドレッシングとマッチしていてとても美味しい。

「んー！　新鮮で美味しいですね！　どうですか？」

　照明の話になると、また私はしゃべりすぎてしまう。ちょうどいいところにサラダが来てくれた。このまま話を料理に持っていこう。そう思ったのに……。

「うん、シャキシャキしてる。……で、葉月ならこの店の照明をどういう風にデザインする？」

　話題を逸らしたのに、また照明の話に戻ってしまった。

「蒼一さん、あのっ、照明の話はもう……」

「え、ああ……そうか。休みの日にまで仕事のことを思い出したくないか」

「いえ、違います。その……ダ、ダメな人は自分の興味のある話しかしませんし」

「そうなのか？　それなら、俺は充分ダメな男の素質があるな。葉月から話を聞くのが楽しいんだ。だから、こうして質問してる」

「蒼一さん……」

　うう……その答えはズルい。それだと、話してしまう。

　私の話が面白いと言われると胸が躍る。

　結局、蒼一さんに乗せられて照明のあれこれを話していると、でき立てのパスタとピザが運ばれてきた。

　ほかほかと湯気を立てていて、芳こうばしい香りがする。ピザはそれぞれ取ることにし、パスタを分けることにした。

「葉月は、どうして照明の仕事に就こうと思ったの？」

　取り分けていると、蒼一さんからたずねられた。

　もちろん、なんとなくこの仕事に就いたわけではない。ちゃんと理由がある。ずいぶん前のことで、忘れかけていた気持ち。

「小学校低学年くらいのときに、一度、家出をしたことがあるんです」

「家出？　意外だね、そんな風に見えないのに」

　取り分けたパスタを差し出すと、蒼一さんは「ありがとう」と言って受け取った。

「今思えば反抗期だったのかも。たいした理由じゃなかったので」

「どんな理由だったの？」

「家出する前、見たいテレビ番組のことで、妹たちとケンカしたんです。朝からずっと楽しみしていて、夜ご飯を食べている最中も、ずっとそのことで頭がいっぱいでした。なのに、妹たちは別のものが見たいって言いだして……」

　録画じゃなく、リアルタイムで見たかった。次の日、学校で話題になるから見ておかなくちゃ、友達との話にもついていけないから。

「リモコンの取り合いでケンカしてたら、両親に『お姉ちゃんなんだから譲りなさい』って言われて。なんて理不尽なんだろう、テレビ番組と姉であることになんの関係があるんだろうって……いつも妹たちの面倒を見ているのに、こんなときでも妹たちが優先なんだと思ったら、悲しいし、腹は立つしで……頭の中がグチャグチャになって。それで家を飛び出したんです」

「勇気あるね。俺ならせいぜい部屋に閉じこもるくらいだ」

　あのときは何も考えていなかった。ただ感情が爆発して、勢いだけで家を出た。

「閂建設の御曹司が、夜ひとりで外にいたら誘拐されますよ」

「どうかな？　俺は次男だし……」

　少しだけ、蒼一さんの顔が曇った。

　嫌な言葉を言わせてしまったかもしれない。しかし、すぐにいつも通りの穏やかな表情となり、私を見てきた。

「で、その家出が、この仕事に就いた理由に繋がるの？」

「あ、はい……そのときに、家の近くの陸橋から見た夜景がすごくキレイだったんです。車のライトや家の明かり、店の看板……いろんな光がキラキラしていて、これだけ人がいるんだなぁ、って思ったら自分がすごくちっぽけに見えてきたんです。家という狭い世界だけで、存在価値を見いだそうとしてるんだなって」

「そう……」

「夜景って人が作り出す明かりでできているじゃないですか。この明かりの向こうに人がいるんだと思うと、すごく勇気が出たんです。それからすぐに親に見つけ出されて、結局家出はあっけなく終わったんですけど」

　それからは家族だけじゃなくて、もっと誰かの役に立ちたいと思った。

　結果、ダメ男を引き寄せることになったのだけど……あのときに見た夜景のおかげで、この仕事に就けたことは、よかったと思う。

「あ、念のために言いますと、家族のことは大事に思ってますし、仲もいいですよ。ちょっと前に、妹たちとご飯も食べました」

　自じ嘲ちょうぎみに笑い、パスタを食べようとフォークを動かす。すると、手を止めたままだった蒼一さんが、微かすかに口を開いた。

「俺は、世界が狭いのかな。……閂のために生きてる」

　私の話を聞いて、蒼一さんが寂しげに呟いた。まるで、自分のやっていることを再確認しているようだ。

「私とは……背負っているものが違いますから」

　私は私の人生だけに責任を持てばいい。蒼一さんは閂の家と閂建設という会社、社員を背負っている。

「まぁ、立場のわりには、ダメな男になるために私と付き合うなんて、わけがわからないなぁ……とは思いますけど」

　私にダメ男にしてほしいなんて、普通に考えれば頭のいい人が思いつくことではない。

　少し雰囲気を明るくしたくて、冗談めかして言うと、蒼一さんは瞳を妖しく細めた。

「……本当にその理由だけって思ってる？」

　熱を帯びた視線に見つめられ、鼓動がドキリと音を立てる。

「えっ、ほかに……あるんですか？」

　何か理由があるなら聞きたい。

　食いつくようにたずねると、蒼一さんは視線を逸らした。

「いや、なんでもない」

「ダメです……言ってください。なんだか、いっつも重要なところをはぐらかされている気がするんです……」

　たまに、蒼一さんは言いたいことを呑み込んでいる気がする。何度かそういうことがあった。……できれば、全部教えてほしい。

　私がお願いするように言うと、蒼一さんは困ったように口を開いた。

「葉月には敵わないな。キミは覚えてないかもしれないけど……三年前、キミから作業着を借りたんだ」

「あっ……」

　広瀬くんが言っていたことだ。本当に、三年前に出会ってたんだ。

　改めて、昼休みに呼び出されたときが『初めまして』じゃなかったんだと思う。

　私は全く気づいていなかったなんて……仕事以外のことに、どれだけ意識が低いんだろう。

「あのとき、葉月に興味が湧いたんだ。それから、現場へ行くたびにキミの姿を探した。社内でも、設計部がある階を通るときはひそかに設備課を覗いてたんだ」

「そうだったんですか……」

　三年前に出会っただけじゃなくて、蒼一さんが現場や社内で私を探してくれていたなんて……。

　そんなの、全然知らなかった。聞いているだけで、気恥ずかしくてくすぐったい。

「いつ見ても、イキイキと一生懸命仕事していてかわいいな……って思っていたよ。葉月のことを見かけるたびに、俺も仕事を頑張ろうと思えて、それで……」

　蒼一さんが急に黙り込む。

　どうしたのかと彼を見ると、ひどく切なそうな瞳と目が合った。言いたいことがあるのに、それを口にするのをためらっているみたい。

　何を言いたいんだろう……？

　蒼一さんをじっと見つめていると、彼の瞳が揺らいだ。

　私の鼓動はトクトクと加速し始める。

「あの、それで……？」

　続きをたずねると、蒼一さんは困惑したように笑った。

「それで……まぁ、気になったんだよね。どうして、あの子が男性をダメにするんだろうって……」

「えっ……あ、ありがとう……ございます……」

　なんだ……そういうことか……。

　お礼を言いながら肩を落とす。

　すごく夢のような話だけど……『好きだった』や『付き合いたいと思った』……とか、そういう言葉がもらえたらいいな……なんてひそかに思っていた。

　笹部さんや広瀬くんにこんなこと言ったら『寝言は寝て言え』って、呆れられそうだけど。

　やっぱり自意識過剰だよね……。

　サゲマンの疑いがある女と付き合いたがる人なんて、いるはずがない。

　私がしょげながらパスタをフォークに巻きつけていると、蒼一さんは少し遠慮がちに口を開いた。

「……葉月は、いつになったら社内恋愛を解禁するんだ？」

「えっ……か、解禁ですか？　未定ですけど……」

　というか、寄りつく人もいないと思っているので、考えたこともなかった。

「……そうか」

　私が答えると、蒼一さんは寂しそうに笑った。

　その笑顔の理由も質問の意味も聞きたかったけれど、結局深いことを何も聞けないまま食事が終わり、店を出ようということになった。

　蒼一さんが伝票を持ち、しかし、何か思い出したようにその手を止める。

「……ここは、割り勘にしないか？」

　苦しげに言う。本来なら自分が払いたいところなのだろう。きちんとダメ男になろうとしてくれている。

「いえ、私が払いますよ」

　私は嬉しくなって、伝票を取り上げた。

「えっ、それは……」

「いいんです。今までごちそうになっていましたし……そのお礼でもありますから」

　この前は高級フレンチをごちそうになったし、水族館にだって連れていってもらった。感謝の気持ちをちゃんと伝えておきたかった。

　支払いを済ませて店を出ると、大通りの道へ戻って人混みの中を歩きだす。

「情けない……女性に出してもらうなんて……」

　隣を歩く蒼一さんは、ガックリとうなだれている。今まで女性にごちそうをしてもらったことがないらしく、本気でヘコんでいた。

「ダメな人は平気でおごられますよ。それに、若い人は割り勘が普通だったりしますし……そんなに気にしなくていいと思いますけど」

「そうか……俺は若くないのか……」

　今度は別の意味でヘコんでしまった。……冗談みたいだけど。

「たまには甘えてもいいんですよ。甘えるの、心地よくないですか？」

　そう考えれば、おごられるのも悪くないはず。

　そう提案したけれど、蒼一さんは納得がいかないように、「うーん」とうなり声をあげる。

「じゃあ、葉月は誰に甘えるんだ？」

　私の気持ちを探るように蒼一さんが黒々とした瞳で見つめてくる。

　ドキリとして、途端に言葉が出なくなった。

「わ、私……ですか？　私はいいんですよ。だって、今は蒼一さんをダメにしているので……蒼一さんが好き勝手する側なんですから」

「ダメな男は甘え癖ぐせがあるんだな」

　蒼一さんは納得し、小さく頷いていた。だけど、少しだけ歯切れが悪そう。

「んー……でも、どうも……ね」

「どうも……なんですか？」

　奥歯に物が詰まっているような、そんな蒼一さんに言葉を促す。

「どうも、葉月を見ていると……甘やかしたくて、たまらなくなる」

「えっ……私を……？」

　今までずっと、人に頼りにされる存在でありたいと思っていた。人の役に立って、必要とされて……それが認められることだと考えていた。

　けど、蒼一さんの言葉はなんだか……何もできなくてもいいと言われているみたいで、胸が苦しくなった。

「仕事とか、すごく頑張ってるからかな。葉月といると、もっと甘えてほしい……って思うんだ」

「蒼一さん……っ」

　胸の奥が熱くなる。嬉しいようなもどかしいような……なんとも言えない感情が込み上げていた。

　ああ、そっか……蒼一さんに『好きになった』って言ってほしかった、ということは……そういうことなんだ。

　蒼一さんの笑顔や電話ひとつにドキドキすることも、水族館で手を繋いだときに感じた独占欲も、甘やかしたいと言われて苦しいくらいに胸が弾むのも……全部、蒼一さんが好きだからだ。

　私……好きなんだ、蒼一さんのことが……。

　自覚すると、どんな顔をしていいかわからなくなる。

　仮の恋人なのに、本気になってしまった。蒼一さんが〝気を引く〟と言ってた作戦は、見事に成功したということだ。

　唇を噛みしめながらうつむくと、蒼一さんが軽く笑って頭にポンと手を置いた。

「ごめん。余計なお世話だったかな」

「あっ……」

　否定の言葉も出ず、うつむいたまま無言で首を振る。

　蒼一さんを好きなんだと自覚すると、途端に目を合わすことも恥ずかしくなってきた。

　このまま仮の恋人を続けられるのかな。彼を好きだという気持ちばかり膨らんでいく気がする。……期間限定なのに。

　社内恋愛をしない私に近づいているのだから、蒼一さんは本当に付き合うつもりはないはずだ。この関係でいる限り、彼のそばで片想いをし続けることになる。

　それなら今、気持ちを言って仮の恋人を解消してもらったほうがいいのかもしれない。今……恋が終わったとしても。

　私は足を止めた。短い期間に募った気持ちを、伝えてみようと心に決める。すると、立ち止まった私に気づいて、蒼一さんも歩みを止めた。

「葉月、どうしたの？」

　振り返り、私のほうへ歩み寄る。人通りが多いので、片隅によけてくれた。

「蒼一さん……あの、私……やっぱり蒼一さんをダメにできそうもありません」

　思いのほか、声はしっかりと出た。そんな自分にホッとする。

「え……あ、そうか……やっぱり、無謀だったかな、こんなこと」

　蒼一さんは申し訳なさそうに眉を寄せる。

　無謀だとか、そういうことじゃない。伝えたいことはそうじゃなくて……。

「違います。私が……蒼一さんのことっ……」

〝好きになってしまったから〟……そう口にしようとしたとき、高いヒールの音を鳴らして、ひとりの女性が駆け寄ってきた。

「蒼一！」

　鈴のような軽やかな声で蒼一さんを呼び、クルクルとキレイにカールさせた髪をなびかせながらこちらに来る。

　目はパッチリとした二ふた重えで鼻が高く、ぷっくりとした唇が色っぽい。

　品のいいメイクを施し、羽織っているコートはおそらく高級ブランドの物。

「やっぱり、蒼一だ！」

　蒼一さんの逞たくましい腕に、その華きゃ奢しゃな腕を絡める。嬉しそうに頬をほころばせながら、上目遣いで彼を見た。

「えっ、あ……彩あや子こ？」

　蒼一さんは驚いていたけど、その女性を確認するとわずかに頬をほころばせた。

〝彩子〟って……どういう関係？

　私は呆然として、その場から立ち去りたくなった。







六章　素敵な元カノ













「久しぶりね、蒼一」

　蒼一さんに彩子と呼ばれた女性は、彼の腕を取ったまま満面の笑みを見せた。その場の空気を明るくするような笑顔で、快活な印象だ。

　しかも、私とは全然違う、上品なオーラを振りまいている。

「こんなところを歩いてるなんて、珍しいのね。ショッピング？　……って、デート中かしら？」

　女性が私に気づくと、大きな目をまたたかせて、慌てたように蒼一さんから少しだけ距離をとった。

「こちらは瀬那葉月さん。彼女だよ」

「は、初めまして」

　か……〝彼女〟って紹介されちゃった……。

　専務にも『彼女』として紹介してもらったけど、そのときとは違う優越感に似た嬉しさが、胸に満ちる。

　しかし、彩子さんは私をジロジロと見ると、納得がいかないように口を尖らせた。

「それにしてはなーんか距離があるわね……本当に彼女？」

　疑うような視線が痛い。胸に満ちた優越感が一気に萎しぼんでいく。私はすっかり萎縮してしまい、背中を丸めた。

「う……い、一応……」

「一応？　曖昧なのね……まだお友達ってところかしら」

　彩子さんに痛いところを突かれて、私は「はい」と小さく頷く。

　隣の蒼一さんは、なぜだか少しだけ肩を落としていた。

「葉月。こちら、立たつ巳み彩子さん。立巳不動産のご令嬢だ」

　彩子さんを紹介され、私は丸めていた背中をピッと伸ばした。

　立巳不動産は、不動産業界の中でも大手で、閂建設と共同でマンションを建設したこともある。

　私も以前、共同の仕事を担当したことがあった。

「ど、どうも……瀬那葉月と申します」

　仕事用の愛あい想そ笑いが作れた。

　気性の荒い職人も、笑顔を見せれば優しくなる。女性が現場でやっていくための武器のひとつが、こんなときに役立つとは思わなかった。

「葉月さんかぁー……かわいい。ていうか、若い」

　彩子さんが私に顔を近づけ、まじまじと見つめてくる。

　思わず、顎を引いてしまう。美人に凝視されると、自分がいたたまれない。

「彩子は俺と同い年だから……葉月が五つか四つ下になるかな」

　私たちのやり取りを見ていた蒼一さんが、口を挟んだ。

「ちょっと、もう！」

　彩子さんが素早くキッと睨みつける。

　だけど、蒼一さんは全く怯ひるまず、平然としていた。

「デリカシーないわね。普通、女性の年齢って言わないものよ」

「いいじゃないか、彩子は若く見えるんだし」

　蒼一さんは、わけがわからなそうに首をひねる。

「そういう問題じゃないのよ。年齢知られたら、ああ……この人はこの年齢ね……って数字がチラつくでしょ？　いくら若作りしても無駄になるのよ！」

「そうか？　そんなこと考えないだろ」

「そうね……蒼一はそういうヤツよね……」

　蒼一さんが真面目に返すと、彩子さんは頭を抱えていた。遠慮のない物言いに距離の近さを感じる。

　もしかして……この人は……蒼一さんの元カノ、かな？

　そういえば、以前『俺こそ女性をダメにする』と言っていた。あのときはわからなかったけど……もしかして、あれは元カノのことを言っていたのだろうか。

　だとしたら、彩子さんのことかな……？

　それにしては彩子さんは元気だし、とても素敵に見える。どこもダメになっていないし、ふたりの関係も良好そうだ。

「そうだ。葉月はキミが気に入っている、二年前に建設した高級タワーマンションの照明を担当していたんだよ」

　二年前に手がけたタワーマンションで、思い当たるのはひとつしかない。

　入居者専用のジムやエステ、カフェなどがある、セレブしか入れないような所だ。

　そんな建物の営業なら、いくつもしてきたであろう蒼一さんが、私が携わっていたことを覚えていたとは思わなかった。

「えっ、あのときの!?　すごくよかったのよ！」

　蒼一さんの言葉を聞いた彩子さんは、私の手を両手でガシッとつかんだ。長い指の先にはキラキラとしたネイルアートが施されている。

「一階の共用スペースはビシッとカッコよくて、室内も完璧だった。入居者専用のエステサロンも入ってるでしょ？　あそこが何よりピカイチね。ボタンひとつで施術に合わせて明かりのテーマを変えられるなんて、手間もないし、お客様も快適だし……最高だと思うわ」

　彩子さんが大きな目をさらに大きくして、白い歯を見せた。

　自分がこだわった部分を、褒められるのは嬉しい。しかも、大手企業の社長令嬢だというのに、彩子さんのしゃべり方が飾ってなくて親しみが湧く。

「ありがとうございます。私も楽しく設計できたので、そう言っていただけて嬉しいです」

　深く頭を下げる。嬉しいはずなのに、なぜだか複雑だ。いつも対面する相手の目はしっかりと見るほうだけど、彩子さんのことは見られなかった。

「私、営業部門で働いてるんだけど、すごく売り出しやすかったの。また……閂建設と一緒に仕事がしたいわ」

　私から手を離した彩子さんは、大きな瞳を細めて蒼一さんをじっと見つめる。ふたりの絡み合う視線に、私と蒼一さんより深く、親密な雰囲気を感じた。

「ああ、またできるといいな。営業戦略会議でも話を出しておくよ」

　蒼一さんが頷くと、彩子さんは満足そうにニンマリと口角を引き上げる。そして、蒼一さんとの距離を詰めた。

　私の存在を忘れたかのように振る舞われ、居心地が悪い。

　彩子さんは蒼一さんの瞳の奥を、まるで誘うかのようにじっと見つめだした。

「なんだか……さらにいい男になったわね」

「そうかな」

　彩子さんが小悪魔っぽく話しかけると、蒼一さんは苦笑した。

「やっぱり、蒼一に会社を継いでもらいたかったわ。社長問題さえなければあなたは次男だし、婿むこ養子に来てもらおう……って父と言っていたの。合併だって考えていたのに……本当に残念よ」

　社長問題がなければ次男だから、婿養子に……？

　彩子さんの言葉に、頭をガツンと殴られたような衝撃を受けた。

　やっぱり彩子さんは元カノで……しかも、今蒼一さんが苦しんでいる社長問題さえなければ結婚していたかもしれない。

　急に視線が定まらなくなり、胃の辺りが嫌な感じに痛みだす。

「ねぇ……今さらだけど、やり直さない？」

　もう……この場にいたくない。

　なんで、私はこのふたりのやり取りを、こうして聞いていなくちゃいけないんだろうか。

　蒼一さんは何も言わず、少しだけ困ったように笑っていた。

　まるで、今は返事ができない……と言っているように見える。

「……冗談よ」

　蒼一さんが黙ったままなので、痺しびれを切らした彩子さんはクスッと笑って、歩きだした。

「そこに車を待たせてあるの。蒼一の姿が見えたから……つい、来ちゃった。お邪魔してごめんなさい」

　コツコツとアスファルトを歩くヒールの音が、人混みに消えていく。軽やかな足取りで遠ざかっていく蝶ちょうのようなその姿を、私はただ呆然と見つめていた。

　二月の気温とは正反対に、胸だけはヒリヒリと焼きついている。

「つ……付き合っていたんですね、彩子さんと」

　明るく笑ってみせるけど、頬が引きつる。

　蒼一さんはいつもと変わらず穏やかに口を開いた。

「ああ、三年前までね。初めは親同士が仕組んだ見合いで……まぁ、政略結婚させられそうだったんだ。けど、彩子とは気が合って、自然と付き合うようになった」

「へ……へぇ」

　聞きたいような、聞きたくないような。ただ、胸と胃がとてつもなく痛い。声を出すだけで精一杯だ。

　彩子さんはいい人に思えた。明るくて、人の仕事を褒めてくれて、自身も仕事に精力的で……蒼一さんにピッタリな女性だ。

「いろいろあって別れたんだけど、親同士も仲がいいし、仕事でも繋がりがあるから、会えば話をするんだ」

「そ、そうなんですね。あっ、もうちょっと歩きましょうか」

　もうこれ以上は彩子さんの話……聞いていられないかも。

　私が話題を逸らしたくて歩き始めると、蒼一さんも並んで歩きだした。

「そういえば……さっき、何か言いかけてなかった？」

　彩子さんが現れる前、私は蒼一さんに気持ちを伝えようとしていた。

　今思えば、なんてバカなことだろう。

　蒼一さんの元カノはあんなに素敵な社長令嬢の彩子さん。私とは比べ物にならない。

　しかも、私と蒼一さんじゃ身分が違う。わかっていたはずなのに、蒼一さんと仲良くなるうちに忘れていた。

　気持ち……伝えなくてよかった。

　蒼一さんには彩子さんみたいな人がふさわしい。大企業の令嬢で、上品で、キレイで……肩書きも容姿もすべてが備わっている人が……。

「なんでもありませんよ」

　溢れだしそうだった気持ちを、そっと隠す。蒼一さんを困らせないためだと考えると、思ったよりたやすく笑えた。

　そのあとは、ショッピングを再開した。

　ただ、頭の中はグチャグチャで、本当は帰りたいくらいだった。このまま一緒にいても、蒼一さんへの気持ちが募るばかりで、胸がキリキリと痛い。

「葉月、どこか体調悪い？」

　少し歩いていると、蒼一さんがたずねてきた。

　おかしいな、気持ちが顔に出ないように気をつけていたのに……。

「えっ、ど……どうしてですか!?」

　ちょっと驚きながらたずねると、蒼一さんが顎に手を当てて考えだした。

「うーん……なんとなく。さっきから、あんまり元気がないように見える」

「そんなことありませんよ！　さ、最近社内コンペの準備をしていて、寝不足で。だからかな……すみません、大丈夫です」

　声のトーンを上げてしゃべる。ちゃんと笑うこともできたので、これなら蒼一さんに心配かけることもないだろう。

「社内コンペか。そういえば聞いたことがあるな……なんの設計かな？」

「中型商業施設です。ターゲットは三十代から四十代くらいの女性のようで、ちょっとだけ品のいい感じにしたいんです」

　まさに、さっき出会った彩子さんのような女性が、行きたくなるような施設にしたい。

「葉月のデザインが採用されるといいな」

「はい、そのために頑張ってます。……って、照明の話はしないんでした。あっ、私、あのお店が見たいです！」

　今は仕事の話ができたことをよかったと思う。気が紛れた。




　それからも何軒かの店に入り、途中でカフェに入って休憩を取る。

　そうしていると辺りが暗くなってきて、大通りのケヤキに電飾が灯り始めた。

　繊細な明かりでライトアップされ、街並みが一気に華やぐ。

「並木を照らしただけなのに、人が集まるスポットになるんだね」

　カフェから出て、ふたりでゆっくりケヤキを眺めながら歩く。

　観光客らしき女性たちがスマホで写真を撮り、きゃいきゃい騒いでいた。

「ロマンティックな雰囲気が出るからかな。女の子は好きだよね、こういうの。目立つけど、品がある感じでいいね。全然ものは違うけど、前に葉月と行った……キミの先輩がデザインしたスペイン料理の店の照明と似たムードがあるよ」

「こういう細かい明かりで繊細なライティングにすれば、女性客に好かれるのかな」

　取り入れすぎるとあまりにも華美になるけど、玄関だけロマンティックに演出すれば人目を引くかもしれない。

　そうだ。笹部さんがデザインした店の樹海っぽい雰囲気で、もっと明るく華やかなものにして……。

　蒼一さんの言葉にヒントをもらい、頭の中でデザインを考える。

「コンペのこと？」

「えっ？　あっ、すみません……また照明の話を……」

　つい、無意識に口から漏れていたみたい。

「いや、俺も面白いと思っていたから。昼間は人が多いだけの道が、ライトアップされると、急にカップルに用意された道みたいになるんだな……って」

　蒼一さんの言う通り、道をすれ違う人たちは、昼間よりカップルが多い。

　私たちも、はたから見ればカップルに見えるよね……。ホントは違うのに。

「……そろそろ、ご飯に行きませんか？」

　あまり深く考えるのはやめよう。

　とにかく、今はデートを最後までこなすことだけに集中しなくちゃ！

　腕時計を見ると、十九時になっていた。夜ご飯にはいい時間だ。

「そうだね。葉月は何が食べたい？　……じゃなくて、俺をどこかに連れていけ」

　蒼一さんの口調が途端にたどたどしいものになった。ダメ男になろうと実践してくれている。

　ただちょっと、どこか変でぎこちない俺様になっているけど……。

「では、居酒屋でも行きましょうか」

　私はクスリと笑って、どうせなら蒼一さんが普段行きそうにない場所へ連れていくことにした。

　ロマンティックにライティングされていた大通りから離れ、たくさんの飲み屋が並んでいる通りへ行く。すでに酔っ払っている人たちもいて、ギラついた雰囲気がある。

「ここなんか、どうですか？」

　私は一軒の居酒屋で立ち止まった。全国チェーンの居酒屋で、全品均一料金。学生にも人気の店だ。

　大企業の御曹司である蒼一さんなら、こんな安い店に驚くかと思っていたら、意外にも普通に頷いた。

「ああ、いいよ。前に別の店舗へ営業部の若い子と来たことがあるんだ。安いのに、美味しかったから驚いた」

「えっ、あ……そうなんですか」

　蒼一さん……この店知ってるんだ。意外と庶民派。……というか、『営業部の若い子と』って、総本部長と一緒に飲みに行ける若い子もすごい。

　それだけ、蒼一さんが慕われている証拠なのかもしれない。

　店の中に入ると、多くの人で賑わっていてガヤガヤと騒がしい。

　空あいていた席に案内されて腰を下ろすと、ふたりとも最初の一杯はビールを頼んだ。お互いに好きなメニューを注文し、適当につまんでいく。

　初めは律儀に取り分けてくれようとしていた蒼一さんだけど、ダメ男になるという目的を思い出したのか、すぐに手を引っ込めた。

　なので、適当に食べていこうと提案した。

「蒼一さんって、あんまり御曹司っぽくないですね。御曹司の方は、もっとお世話を焼かれ慣れているのだとばかり思っていました」

　お手伝いさんたちがたくさんいるから、料理を取り分ける必要はないし、もっとワガママだと想像していた。

　エスコートの完璧さや紳士なところは、上流階級だから身についているんだろうけれど、私が考えていた御曹司像とは違う。

「そうかな。兄さんのために厳しく育てられたからかな」

　蒼一さんは首をひねっていた。

　そうしていると、ビールが運ばれてきて、注文したたこわさや冷ひや奴やっこ、軟骨のから揚げなどがテーブルの上に並べられた。

　蒼一さんに「じゃあ、乾杯」と言われ、カチンとグラスを合わせた。

「……あの、どうして……彩子さんと別れたんですか？」

　彩子さんの名前なんて聞きたくないと思っていたのに、つい口から出てしまう。

　いろいろあって別れたと言っていたけれど、蒼一さんはこんなに優しくて誠実な人なのに、何があったのか。社長問題以外に考えられなくて、それを確かめたくなった。

　あまりにも唐突な質問だったのか、蒼一さんはビールをうまく飲み込めず、咳き込む。

「えっ……あっ、彩子と？」

「はい。蒼一さんと彩子さんは見た目だけじゃなくて、家柄的にもお似合いです。楽しそうに話もしてらっしゃったから……どうして別れたんだろうって、思ってしまって……」

　疑問を口にしながら、ふたりがお似合いだということを再確認して、胸が痛くなる。苦しむのがわかっていながら、どうして聞かずにいられないのだろうか。

　蒼一さんはビールのグラスをテーブルに置くと、ゆっくり口を開いた。

「彩子とは気が合って付き合い始めたけど、ふたりとも仕事や家の付き合いで忙しくて、すれ違いが多かったんだ。あんまり彼女のことを気にかけることができなかった」

　蒼一さんは喉を潤すように、ひと口だけビールを飲む。

　私は膝の上に置いた手を握りしめ、静かに聞いていた。

「彼女は販売担当をしているんだけど、俺がかまってくれないのは、自分が悪いのだろうかと悩んで、業績を落としたらしいんだ。社長令嬢で親の七光りだと見られるのを、常に撥はね返していた彼女だったから、成績が下がったことに本人はかなりショックを受けたみたいで。父親である社長からも直々に怒られたらしい」

　お嬢様なんて、ただ親のお金で遊ぶものだと思っていた。それなのに、きちんと働いている。お父様である立巳不動産の社長も、できた人だと感心する。

「そのショックが尾を引いて、またさらに業績を落として……入社以来のどん底に陥ったらしい。だけど、俺はそんな話も聞いてやれなくて、自分にいっぱいいっぱいだった。それで彼女にフラれたよ。『これ以上、あなたといたらダメになりそう』って」

「ダメに……」

　やっぱり、以前蒼一さんが言っていた『俺こそ女性をダメにするかもしれない』とは、彩子さんのことだったんだ。

「別れたときの彩子は、今の元気な彼女からは想像できないくらい弱っていたよ。ずいぶんと寂しい思いをさせたみたいだ。キレイにメイクはしていたけれど、どこかげっそりしていたし、ネガティブな雰囲気が漂っていた。俺と別れたら、あの通り……快活になったんだ」

　蒼一さんと別れたら……というより、蒼一さんのことを好きな自分を吹っ切ったから、仕事に集中できて、今までの生活や業績を取り戻したんだと思う。

「蒼一さんが……ダメにしたわけじゃないですよ」

　彩子さんが自分自身を顧みないほど、蒼一さんのことを好きになっただけ。

　だから、蒼一さんは悪くない。彼に、落ち込んでほしくなかった。

「ありがとう……そう言ってもらえると、少し楽になる」

　蒼一さんは薄く笑って、ビールを口に運ぶ。

「ほら、食べよう。俺は、葉月までダメにしたくないよ」

　そう言う蒼一さんの顔は切なげで、彩子さんのことをまだ気にかけているように見えた。

　もしかして……まだ、好きなのかな？　別れたことを、引きずってる？

　だから、彩子さんに『ヨリを戻さない？』と言われたときも、返事ができなかった？

「私は……ダメになりませんよ。というか、蒼一さんをダメにするために付き合っているのに、それじゃおかしいじゃないですか」

「ホントだね、また目的を見失うところだった」

　蒼一さんはカラカラと笑った。

　専務が社長になれば、蒼一さんはどうなるんだろう……。

　彩子さんは『蒼一に会社を継いでもらいたかったわ。社長問題さえなければあなたは次男だし、婿養子に来てもらおう……って父と言っていたの』と話していた。

　もしかしたら、専務を社長にしたいのは……彩子さんと一緒になるため？　そして、立巳不動産の社長になる？

　ふと頭をよぎった結論に、胸がドクンと波打つ。

　由緒ある家だから、確かにしきたりにならって長男を社長に……というのはわかる。けれど、もしかしたら蒼一さん自身に、社長になる気持ちがあれば、あとは親と親戚を説得するだけで済むんじゃないか。

　だけど〝彩子さんとヨリを戻すため〟だと考えると、蒼一さん自身も社長になるわけにはいかないから、こんなに奮闘しているのかもしれない。

　すべて繋がる。……嫌な方向に。

「蒼一さんは……専務であるお兄さんが、社長になったほうが幸せですか？」

　私が頭の中で考えていることなんてわかるはずもない蒼一さんは、食事していた箸を止めた。

「ああ、そうだな」

　さっぱりとした返事は、それしかないと言っているようだった。

　胃が絞られるように痛む。

　けど、蒼一さんがそうなれば幸せだというのなら……私も、彼には社長になってほしくない。

　ウワサで落ち込んでいたけど、蒼一さんのおかげで今は楽しく過ごせている。だから、役に立ちたい。何より、蒼一さんのことが好きだから。

　食事を終えると、私は伝票を持って席を立った。

　最後のほうは何食べたか覚えてないや……。

　とりあえず、お腹はいっぱいになっている。そんなことを思いながら、レジへ向かおうとすると、先に蒼一さんに伝票を取られた。

「蒼一さん？」

「やっぱり、俺は……ダメ男に向いてないかもしれないな」

　自嘲ぎみに笑うと、さっさとレジへ行ってしまう。

　レジ打ちをしている女性店員は、カッコいい蒼一さんに見惚れていた。

　居酒屋でお金を払っているだけだというのに、体幹が鍛えられたその立ち姿は凛としていて品があり、高級ホテルのフロントにいるみたいだった。

「お待たせ」

　お金を払い終わると、蒼一さんはニッコリ笑って、出入口の近くで待っていた私のところへやってくる。

「ごちそうさまでした」

「いいえ。あー……このほうが落ち着く。昼間は情けなくてたまらなかったからね」

　蒼一さんは女性にごちそうされたり、割り勘にしたりすることを嫌がる。根っからの紳士なんだろう。

　店を出ると、冷たい風が吹きつけてきた。

　アルコールが入った身体でも、ビールではさすがに温まらず、こういうとき日本酒か焼酎でも飲めればよかったのに、と思う。

「寒いね。ビールより日本酒にすればよかったかな。店の中があったかすぎるのも考えものだなぁ……」

　蒼一さんも同じことを思ったらしく、時折吹く風に目を細めながら、私を守るように風上に立ってくれた。やっぱり、紳士だ。

　蒼一さんはダメ男に向いてない。いっそ、失望しちゃうくらい悪い男になってくれればいいのに……。

「どうしたの？　また……体調悪くなった？」

　蒼一さんが眉を寄せてたずねてくる。

　ついひとりで考えながら、うつむいてしまっていた。これでは、昼間と同じように心配をかけてしまう。

「いえ。あの……蒼一さん、ダメ男に向いてないって言いましたけど……それって、なかなか自信あるなぁ……なんて、思っていただけです」

　私はわざとニンマリと笑ってみせ、からかうように言った。

　蒼一さんは少し考えたあと、ハッとして笑いだした。

「え？　あ、ホントだ。俺は結構自信家らしいな。俺様の素質があるかもしれない」

「いえ、素質はありませんよ。蒼一さんは俺様になろうとするとドギマギしますから」

　私も思わず、本気で笑ってしまった。

　そうしたら蒼一さんも「それもそうだ」と納得して、またおかしそうにしていた。

　ご飯を食べる前に歩いた、ライトアップされた大通りを歩いていると、十五分もかからずに駅に着いた。

「今日はありがとう。なんだか、楽しんでしまったけれど、前よりもダメ男になるためのデートになったよ」

　人の邪魔にならないよう、駅の隅で挨拶をする。人通りが多いところなので、駅にも人が多く、辺りはざわついていた。

「お力になれたみたいでよかったです」

　私が笑顔で応えると、蒼一さんは笑顔で頷く。

「次も頼むよ。今度はどこに行こうか」

「次……」

　これが本当に付き合っているなら、喜んで約束する。だけど……そうじゃない。私たちの関係には、いつか終わりが来てしまう。

　だから、これ以上関係を深めたくない。

　でも、ここで仮の恋人をやめると、蒼一さんは困るんだろうな。

　私も蒼一さんには幸せになってほしい。そのために私ができることは――。

「あの……私、専務を説得してみてもいいですか？」

　私が声を振り絞って言うと、蒼一さんは焦ったように顔を覗き込んだ。

「えっ……は、葉月？」

「専務が簡単に更生しないことはわかっています。蒼一さんが試みてダメだったんですから。でも……やってみたいんです」

　蒼一さんのために。そして、好きという気持ちがこれ以上強くなる前に、〝仮の恋人〟という関係を解消したいから……。

　私が強く言うと、蒼一さんは首を横に振った。

「そんな……それは気が進まない」

「どうしてですか？」

　口ごもる蒼一さんにたずねる。

「相手は兄さんだ。手が早いんだよ、あの人は。葉月のことは俺の彼女だと言っているけど、結婚しているわけじゃないから、そんなの関係なく手を出す」

「大丈夫ですよ、色気がないって言われてますし。それに話をするだけですから」

　蒼一さん、なんの心配してるんだろう……。

　専務からは色気のなさをハッキリ指摘されているから、大丈夫だと思う。そんな反応されると、嫉妬してもらえてるんじゃないかと勘違いしそうだ。

「無駄かもしれませんが、やってみましょう」

　私が気合いを入れて言うと、蒼一さんは眉尻を下げて寂しそうな目をした。

「……そんなに、兄さんと会いたいのか？」

　掠れた声でポツリとたずねてくる。まるで私が彼を傷つけてしまっているみたいだ。

「……はい」

　専務に会いたいわけじゃなくて、説得したいだけだけど……。

　小さく頷くと、蒼一さんは「そうか……」と今にも消えてしまいそうなほど、か細い声で呟いた。

「そうだな。ダメにするために俺と一緒にいるより、兄さんを更生させるために、彼と一緒にいるほうが楽しいかもしれない。……兄さんは遊び慣れているし、女性にモテる。キミが惹かれるのもわかるよ」

「え、えっと……惹かれたわけじゃ……」

　むしろ、蒼一さんが好きだから、早くこの関係を終わらすために、専務と話をするのに……。

　私が戸惑いながら言うと、蒼一さんは慌てていた。

「あっ、すまない。つい、卑屈っぽい言い方をした……」

　苦しそうに髪をクシャリとかき上げる。

「その……無理はしなくていいから」

　聞いたこともないほど暗い声で言われる。……引き止められているみたいだ。

「わ、わかりました。とりあえず、食事などの機会をいただければと思います。日にちは専務に合わせますので」

「わかった……」

　うつむきながら返事をする蒼一さんは、ひどく困惑したような顔をしていた。またその表情に、本当は会わせたくないのかと勘違いしてしまう。

「それじゃあ、失礼します……」

　私は切なさで強張る頬に、精一杯笑顔を作って言うと、足早に改札を通り抜けた。

「葉月っ……」

　蒼一さんの呼び止める声に振り返り、また口角を上げる。

「連絡……待ってますね」

　そう告げると、何か言いたげな蒼一さんに背を向けて、ホームへ急いだ。

　変なこと言いだしちゃったかな……。でも、これがうまくいけば仮の恋人ではなくなる。

　そうしたら専務が社長になって、蒼一さんは彩子さんと……。

　それが蒼一さんの望みなら、彼の背中を押してあげたい。

「ダメにするより、幸せにしてあげるほうがいいもんね」

　前向きな気持ちで呟いたのに、胸の奥が切なく痛んだ。







七章　御曹司と照明担当













「で、コンペどうだったんですか？」

　設計部にある会議室で、パソコンを操作していた広瀬くんがたずねてくる。

　この会議室では、先ほどまで構造課や技術部と、新しく建てるハイグレードマンションについて打ち合わせていた。

　参加していた私と笹部さん、広瀬くんは、大きな変更をデータに反映させようと、打ち合わせが終わったあとも、会議室で話し合いながら修正作業をしていた。

「んー……まぁ、手ごたえはあった、かな」

　午前中に、前から準備をしていた中型商業施設の社内コンペがあった。

　エントリーしたのは照明担当の六人。今回、笹部さんはほかの仕事で手一杯で参加できず、広瀬くんはまだ力不足ということで見送っていた。

　私が競った相手は全員先輩で緊張したけれど、やるだけやったし、部長たちの反応も悪くなかったと思う。

　デザインは蒼一さんの言葉をヒントに、自分なりに女性が好みそうなものを考えて設計した。

　結果はどうあれいい経験になったし、ほかの人が発表しているのも見ることができたので、勉強にもなった。

「手ごたえアリですか！　へぇ、よかったですね。俺も早く、ひとりでデザインしてみたいなぁ」

「広瀬、憧れるのはいいけど、やる気と技術が見合ってねぇよ。お前、打ち合わせでちゃんとコンセプト聞いてたか？　そのデザイン、クソ趣味悪ぃ」

　笹部さんの愛情のこもった指摘が入り、広瀬くんはガックリうなだれた。

「うっそ、マジですか。えー……瀬那さんならこれ、どうしますか？」

「んー……そうだなぁ……」

　広瀬くんの肩口からパソコンを覗き込み、マウスを借りてカチカチと操作する。

　画面に映し出されたマンションは、高さのある石塀が埋め込み型のライトで下から照らされ、暗闇に浮かび上がっているように見えていた。

「これで、どう？」

「おー、すげっ。マンション名もわかりやすいですし、高級感も出ますね」

　広瀬くんが素直に感心してくれる。

　ちょっと、気分がいい。

「高級マンションは、マンション名がブランドみたいなものだから。あとは、エントランスまでの道も光を少なめにすると、もっとよくなるかも」

　石塀で囲われた門からマンションの入口までは、一本の広い通路となっているので、その道の明かりを最小限に抑えれば、さらに浮かび上がっているような演出ができる。マンション自体、城郭を思わせるデザインなので、余計に映はえるはずだ。

　せっかく素敵なデザインのマンションなんだから、照明でもっとカッコよく見せたいもんね。

「そうそう。照明は何もかも明るく照らすんじゃなくて、暗闇を活かしながらキレイに見えるように、人が生活しやすいように設計することが大事だからな」

　笹部さんが口添えしてくる。

「じゃあ、俺は打ち合わせがあるから先に戻るわ。広瀬は女のことばっか考えてないで、ちゃんと仕事のこと考えろよ」

「わ、わかりましたよ……」

　厳しく言われると、広瀬くんは首をすくめていた。

　笹部さんが出ていってふたりきりになると、広瀬くんがフゥッと大きく息を吐き出した。

「でも、仕事するようになってわかりましたけど、設計ってホントいろんなことを考えながらやらなくちゃいけないですよね……人のため、景観のため、環境のため……世話焼きな瀬那さんにピッタリな仕事ですね」

　広瀬くんがニッと笑って言ってくる。

「あ、ありがとう……」

　褒めてくれているのか怪しいけど、好きな仕事に自分がピッタリだと言われるのは嬉しい。

「俺も頑張らないとなぁ」

　広瀬くんは軽く気合いを入れると、図面とパソコンを睨めっこし直す。

　私も図面に配線図を書きながら、順調に仕事をこなした。

　すべてのシミュレーションを確認し、図面に書き込み終えると、デスクを片づける。

「次に使うのって、部長たちなんだっけ？」

　この会議室は、確かあと十分後くらいに部長の名前で予約が入っていたはずだ。

「そうですね。ほかの部署の部長クラスの人たちと、打ち合わせみたいですよ」

「へぇ……」

　それを聞き、頭には蒼一さんのことが浮かぶ。

　もしかしたら、彼もここに来るかもしれない。

「そういえば明日、次の現場の調査で照度測りに行くんですけど、古川さんとふたりっきりですよ。また怒られるなぁ……」

　片づけが済むと、広瀬くんはパソコンとファイルを持って歩きだす。

　蒼一さんのことを考えていた私は、出遅れてしまった。

　あっ、広瀬くん両手塞がってる……ドア開けてあげないと……！

「古川さん、無口なのに鋭いところ突くんですよねぇ」

　広瀬くんはドアのことを気にしていないのか、しゃべりながら歩き続ける。

　私は、円筒の図面ケースを肩に担ぐと、慌てて小走りになった。

「よく見てくれてるよね。私もミスを指摘してもらって、助かったことあるよ」

　広瀬くんに話しながら彼を追い抜くと、コンコンコンとドアをノックする音が響いた。

　部長が来たのかもしれない。

「はい、どうぞ……！」

　返事をしてドアを開けようとすると、肩に担いでいた図面ケースがすべり落ち、縦長の筒が足に絡まった。

　身体が前に倒れそうになる。

「うわっ……！」

　ヤッ、ヤバい……ドアにぶつかる！

「きゃっ！」

　顔面強打を覚悟したとき、ドアが開いて、入ってきた人に受け止められた。

「す、すみません……！　って、蒼一さん！」

　私が寄りかかった相手は蒼一さんだった。

　……って、あっ！　私、広瀬くんいるのに名前呼びしちゃったよ！

「あれ、葉月？　大丈夫？」

　ああ……蒼一さんまで下の名前で呼んじゃった……。

　蒼一さんは私の両肩を支えながら、顔を覗き込んでくる。

「蒼一さん？　葉月？」

　背後から広瀬くんの戸惑っている声が聞こえてきた。

「あ、あのね、広瀬くん！」

　蒼一さんから離れ、広瀬くんに説明しようと向き直る。

「えっ……と……ということは、総本部長が次の〝ダメ男候補〟？」

　広瀬くんが目を丸くして私と蒼一さんを交互に見ながら、蒼一さんを指差す。

　失礼な発言に怒ろうと思ったら、蒼一さんがズイと一歩前に出た。

「ああ、葉月と付き合っている」

「なっ……！」

　蒼一さん、それは言っちゃダメです！

　そう思って彼を見ると、広瀬くんに爽やかな……というか、明らかに作り笑顔だとわかるほど、不自然にニッコリ笑っていた。

　そして、広瀬くんは何が怖いのか、顔面蒼白になっている……。

「そ、蒼一さん？」

「広瀬くんにはちゃんと言っておかないと。キミと広瀬くんは仲がいいから」

　品のいい唇をいたずらっぽく上げる。

　妖しい微笑みにちょっとだけドキリとした。

「そ……そうでもないですけど……」

　こんなときにまで仮の恋人として嫉妬……？　目の前のオモチャを取られたみたいな気持ちなのかな？

　思わず目を奪われてぼうっとしていると、蒼一さんが足元に転がっている図面ケースを拾い上げてくれた。

「はい。大事なものだろう？」

「あっ、ありがとうございます」

「ああ。それより、午前中のコンペは……？」

　蒼一さんにコンペのことをたずねられたとき、彼の後ろから話し声がした。

「おや、総本部長。もう、いらしてたんですか！」

　現れたのは設計部の部長だった。お腹がぽっこり出て、ズボンの上に浮き輪のように乗っている。

　その隣には、大木のような身体に精せい悍かんな顔立ちの技術部の部長がいた。

「ええ、前の打ち合わせが早く終わったもので」

　蒼一さんはふたりににこやかに話しかける。五十代後半のふたりに比べれば二十歳以上若いけど、貫録のある堂々とした態度で彼らと並んでも全く引けを取らない。

「そうですか。この会議室は……もう使っていいんだろ？」

　設計部の部長が私たちにたずねてくる。

「はい、もちろんです。では、失礼します」

「お疲れさま」

　会議室から出ていこうとすると、蒼一さんが労ねぎらいの言葉をくれる。

　私と広瀬くんは蒼一さんや部長たちに頭を下げると、そそくさとその場をあとにした。

「め……めっちゃ怖かった……怖すぎて汗かいた……」

　廊下に出ると、広瀬くんが大げさな仕草で額の汗を拭ぬぐっていた。

「怖かった？　総本部長が？　前にもそんなこと言ってたよね」

「前も俺を見る目が怖かったんですけど、今日は一段と怖かった……なんか俺に恨みでもあるんですかねー……」

　広瀬くんは不思議そうに首を傾げる。

　そのまま設計部のオフィスを目指して廊下を歩いていると、彼は思い出したように声をあげた。

「あっ、それより瀬那さん……最近できた彼氏って、総本部長だったんですか？」

「ちょ、広瀬くん、声っ！」

　慌ててシーッと合図を送ると、広瀬くんもさすがにまずいと思ったのか、周りをキョロキョロ見回した。

　人はいない。だけど、用心に越したことはないので、ふたりで廊下の隅へ行く。

「いや、だって驚きますよ。まさか、御曹司に手ぇ出してるなんてあり得ないでしょ！」

「手を出したわけじゃなくて、向こうから付き合ってって……」

「え!?　総本部長から告白!?」

　広瀬くんの声が大きくなる。

　私はもう一度シーッと合図を送った。

　ここがオフィスじゃなくてよかった……。

「告白っていうか、〝仮の恋人〟として付き合ってほしいって言われたの」

「仮？　どういうことですか」

　広瀬くんが小声で驚く。

　私も声を目一杯潜めた。

「ほら、社長問題があるでしょ？　専務と総本部長のどちらがなるかっていう……。あれで、社長には専務がふさわしいから手伝ってほしいって言われて……」

「手伝ってほしいって……瀬那さん、照明以外に何かできることあるんですか？」

　広瀬くんがクリリと丸い目で私にたずねる。

「そ、それが……自分と付き合ってダメにしてほしいって……自分がダメになったら、専務が社長になるだろうからって」

　あまりにも恥ずかしい理由に、虫の羽音のような声になってしまう。

　私の小さい声を、耳に手をかざして聞き取った広瀬くんは、大きな声で笑いだした。

「そういうことですか！　だから、総本部長と仮で付き合うことになったんですね！」

　ひと通り笑い終えると、目尻に涙を浮かべて納得された。

「もう、だから声が大きいって……」

「それにしても、仮なのに結構彼氏っぽく、コンペのこと気にかけてくれたりするんですね。しかも、俺に嫉妬してたし……」

「うん……真面目だからね」

　その律儀さで、何度心臓が破裂しそうになったか。蒼一さん本人は、わかっていないみたいだけど。

「へぇ……面白い関係ですね。いや、いい秘密を聞きました」

　広瀬くんはニヤリと笑うと、オフィスに戻るために歩きだした。

「秘密だからね……！　絶対、誰にも言っちゃダメだよ」

「そんな社長問題が絡んでる面倒くさいこと、絶対言いません。約束しますよ。だから、あんまり深く聞かないんじゃないですか」

　……ごもっともだ。

　広瀬くんは、仕事ぶりはもうひと頑張りしてほしいところだし、何も考えていないような風貌だけど、人間関係は上手。面倒くさいことには関わらないだろう。

　私は広瀬くんと一緒にオフィスへ戻ると、何事もなかったかのように仕事を再開した。




　それから本日の業務をこなし、二十一時に会社を出る。

　家に帰ってくると、ご飯を食べてお風呂に入った。

　昨日まではコンペの作業をしていたけど、今日はテレビを見たり、雑誌を読んだりのんびりできる。

　カフェオレを入れて、久々に夜の時間を満喫していると、ローテーブルに置いていたスマホが鳴った。

　この時間に電話って……もしかして蒼一さんかな？

　そんなことを思いながらスマホを手に取ると、予想通り彼からだった。

「もしもし……は、葉月です」

　前に〝葉月です〟と出てほしいと言われたので、試してみる。

『あ、やっと名前で出てくれた』

　蒼一さんが弾んだ声で言った。

『でも、甘えた声にはしてくれないんだ？』

「それは……まぁ……」

　さすがに照れる。

　断ると蒼一さんはクスクスと笑っていた。

『そうだ、今日は悪かったね。つい広瀬くんに言ってしまった』

「いえ、大丈夫でしたから。彼も秘密にすることを約束してくれましたし」

『そっか。それなら、よかったよ』

　電話越しでも、蒼一さんが胸を撫で下ろしているのがわかる。

『今日……コンペはどうだった？　昼間、聞きそびれちゃったから』

　蒼一さんが、コンペのことを気にかけてくれていたことが嬉しい。

「まぁまぁ……ですかね。ただ、私なりに全力を出し切りましたので、結果がどうなろうと、受け止めるだけです」

『さすがだね。そう言えるのは、本当に頑張ったからだよ』

　褒め言葉がくすぐったい。

　このままずっと、話ができたらいいのに……って、聞き惚れている場合じゃない。

「気にかけてくださったんですね。ありがとうございます」

『ああ、朝から気になって仕方なかったんだ』

「あ、朝から……」

　ドキリと胸が跳ねる。これはどういう意味で気にしてくれてたんだろう。

『そういえば、兄さんとのことだけど……』

　ドキドキしていたのに、一気に気持ちが沈む。

　そういえば、専務を説得するんだった。そして、蒼一さんと彩子さんを……。

「はい、どうなりましたか？」

　沈んだ気持ちを悟られないように、わざと明るい声を出した。

『うん、あの……』

　蒼一さんの声が暗い。

　ヤバい……気持ちが沈んでるの、伝わったのかな？　心配かけないように振る舞わなくちゃ……！

「私はいつでも大丈夫ですよ！」

　さらに明るい声を出して、畳みかけるように言う。

　だけど、蒼一さんはまだ奥歯に物が詰まっているかのように、『そのことなんだけど……』と続けてきた。

『兄さんに葉月と会ってほしいという話をしたら、すごくキミに興味津しん々しんで……今週末、すぐに予定を空けたよ』

「えっ、今週末……」

　こんなにすぐに時間を取ってもらえるとは思わず、驚いてしまう。

　失礼な人ではあったけど、大企業の専務で御曹司だし、人気のレストラン並みに予約待ちをするのだと思っていた。

『葉月の都合が悪ければ、もちろん断る。無理しなくても――』

「いえ、大丈夫です。空いてますので、今週末でお願いします」

　蒼一さんの言葉に被せるようにして言った。

　専務と会って、彼の気持ちを変えることができれば、蒼一さんと私の関係が終わる。そうなると、この締めつけられるような胸の苦しみから解放されるし、何より蒼一さんが幸せになれる。

『……わかった。じゃあ、また時間と場所を連絡するね』

「はい。では……おやすみなさい」

　蒼一さんから「おやすみ」と挨拶をもらい、電話を切る。

　あれ？　蒼一さん、元気なかった……？

　彼の声が沈んでいる気がしたけれど、理由がわからなくて、私はモヤモヤしながら眠りについた。




　約束していた週末はすぐにやってきた。

　場所は私の家から電車で四十分ほど、二本乗り継いだところにある高級な料亭。外観からして厳かな雰囲気が漂っている。

　時間は約束をしている十九時の十分前で、店のすぐそばまで来ていた。

　けど……ひとりで入るには勇気がいるなぁ……。

　専務はゴルフが終わってから来るらしく、予約を入れてあるから先に入っておいてほしいと、蒼一さんを通して連絡があった。

　それでも、この敷居が高そうな場所に、ひとりで足を踏み入れる度胸がない。

　竹垣で囲われた店は塀の中に木々が生い茂り、門が狭くて店の看板も小さい。その佇たたずまいだけで〝一いち見げんさんお断り〟と言っていた。

　ああ、でも……ちゃんと看板には小さいライトが当たってるし、入口にあるブラケットも繊細でキレイ。建物の雰囲気に合ってるなぁ……って、そんな所を見ている場合じゃない。

　つい照明に目が行く自分に気づき、頭をブンブンと振る。

　そうしていると、一台の車が店の前に停まった。

　うわっ……高級車。しかもピカピカに磨かれてる……。

　私の近くに停まった外国産の高級車を見ていると、仕立てのいいスーツを着た運転手が降り、後部座席を開けた。

「……あれ？　なんで中に入らないの？」

　降りてきたのは、蒼一さんのお兄さんである専務だった。

　ゴルフのあとに着替えたのか、細身でライトグレーのスリーピースのスーツに身を包み、艶のある黒髪を横に流している。もともと甘い顔立ちなのに目尻を垂らしてさらに甘く微笑みかけてくる。

「いえ、ちょっと入るのに勇気がなくて……」

「なんだよ、それ。ホント、蒼一の彼女なのに俺を誘うし、店にはひとりで入れないし……勇気あるのかどうかわかんねぇな。おかしなヤツ」

　専務は私のことを笑いながら、門をくぐる。

　歩を進めると、間もなくして仲居さんが現れ、店の奥まで案内してくれた。

　数人の仲居さんに頭を下げられて出迎えられながら、庭園で囲まれた石畳を歩いていると、旅館のような立派な建物が現れた。

「大体、俺を誘うならもっと色っぽい格好してこいよ。前にも注意しただろ、色気がないって」

「ち、ちょっと、専務……声が大きいです」

　大勢の仲居さんがいるというのに、色気がないとか専務を誘うだとか……すごく恥ずかしくなってくる。

　入口でコートを脱ぎながら、自分の格好を思わず再確認した。

　チャコールグレーのツイードワンピースに黒のタイツをはき、小ぶりのネックレスをつけた。足元はベロア素材の黒のパンプスで、地味と言えば地味だけど、白のファーコートと合わせればそれなりに女性らしく見えるはずだ。

　自分なりに頑張ったんだけど……。

　ちょっとだけしょげていると、専務がクスリと笑う気配がした。

「まぁ……でも、今日は合格点かな」

「……ありがとうございます」

　うーん、あんまり嬉しくない。

　どうせなら、蒼一さんとデートするときに着ればよかった。そうしたら、もっと褒めてくれたかもしれない。

　……着る機会、あるのかなぁ。

　ぼんやりとそんなことを考えながら、仲居さんに案内される専務に続いて、離れの個室へ向かった。

　しばらくすると前菜とお酒が運ばれてくる。

　高級そうな皿にふぐの一夜干しや、めかじきの柚ゆ子ず味み噌そ焼き、ほうれん草入り出し巻き卵などが上品に盛りつけられていた。

「遠慮せず、いっぱい食べて。俺、食欲ある子が好きなの」

　専務はニコニコと明るい笑顔を浮かべている。

「は、はい……いただきます」

　社長になってほしいと説得しに来たのに、こんなにおもてなしされるとは……。

　恐縮してしまい、おずおずと箸を進めた。

　そのあとにも新鮮なお造りや爽やかな白しら子この柚子釜蒸しなど、普段なら口にできないような物をたくさん食べた。

　会話は思ったより自然とでき、専務のたわいもない女性関係の話や、理想の女性像などを聞かされた。

　女性の話ばかりする専務だけど、食事の作法はきちんとしていて、所作も目を見張るほどキレイ。緊張してぎこちない私を、たまにフォローしてくれたりもした。

　こうしてみると、やっぱり蒼一さんに似てる……。

　料理を見つめる瞳やキレイに伸びた背筋、箸を持つ長い指に、落ち着いた声のトーン。しかも、こちらが気を遣う隙がないところも似ている。

「で？　蒼一とはもうヤッたの？」

「っ……！　なっ、やっ、やっ……!?」

　お茶を口に含んでいたのに、うまく飲み込めずむせてしまう。

　この下品さだけは、蒼一さんと似ても似つかない。

「そ、蒼一さんはそんなことしませんから……！」

「いや、フツーするだろ。え、まさかキスもしてない？　さすがにそれはないだろ？」

「うっ……い、いいじゃないですか、別に」

　仮だから身体関係はないけど、決して私に女としての魅力がないわけではない……。いや、魅力ないか。

　楽しそうにたずねてくる専務に、私は口ごもりながらうなだれた。

　このまま普通に話をしていては、失礼な質問をされ続けるし、ただの会食で終わってしまう。話を社長問題に変えよう。

「専務は……来年の四月には閂建設の社長になられるんですよね？」

　質問すると、専務の顔にピリッとした緊張感が走り、強張ったように見えた。

「いいや、俺じゃなくて蒼一がなるよ」

　飄ひょう々ひょうと返そうとしているようだけど、どこか口調が堅い。

「でも、蒼一さんは専務になってほしいそうですよ。ご両親だって……」

「親やアイツが望んでも、会社のヤツらはそう思ってないよ」

　専務がそっとうつむいた。端正な顔に寂しい影が落ちる。

「蒼一は俺より頭がいいし、素行もいい。営業成績も結果出してるし、人脈もあって信頼もある。真面目すぎるけど、企業は誠実が第一だからもってこいだ」

　専務は蒼一さんの実力を認めている。寂しそうに見えたのは、劣等感でも抱いているからだろうか。

　でも、専務に劣等感があるということは、そこに〝社長になりたい〟という思いがあるからじゃないのかな？

「専務は……社長になりたいですか？」

「……俺？」

　専務は意外な質問だったのか、目を丸くした。

「そうです。どちらがふさわしいとか、周りに認められているとかじゃなくて……社長になりたいですか？」

　その気持ちがあれば、どうにかなるものではないか。

　そう思っていると、専務は「んー……どうかなぁ」と考え込みながら、テーブルを挟んで向かいに座っていた私のそばへ、歩み寄ってきた。

「どう思う？」

「え？」

「なりたそうに……見える？」

　身体が触れそうな距離に腰を下ろすと、小首を傾げて顔を覗き込んでくる。甘い顔が、ニヤリと意地悪に歪ゆがんだ。

「ていうか……葉月ちゃんは、どっちに社長になってほしいのかな？」

「えっ、わ……私ですか？」

　私は蒼一さんが幸せになるなら、どちらでもいい。

　うろたえていると、専務が耳元に唇を寄せてきた。

「社長になる男を……狙ってるんでしょ？」

　トーンを落とされた声は艶をはらみ、鼓膜をくすぐる。背筋にゾクリと刺激が走った。

「ち、違いますよ！　そんなつもり、ありません！」

　まさか、そんな風に思われていたとは。

　私が専務から距離を取って否定すると、彼はキョトンとしていた。

「違うの？　なんだ、ただの照明担当が社長夫人になりたいのかと思ってた」

「た、ただの……って……」

　頭の芯が冷え、足の爪先まで血の気が引いていく。

　ふたりは御曹司だけど、私は〝ただの〟照明担当でしかない。

　改めて、蒼一さんとの住む世界の違いを突きつけられているようだった。

「確かに専務から見たら、ただの一社員かもしれませんけれど、照明をバカにしないでください！　これでも全力で仕事をしていますし、照明の担当として設計部で働けることを誇りに思っています！　照明をバカにするなら、専務なんて一生暗闇で暮らせばいい！」

　一気に言い切ると、肩で息をする。かなり興奮してしまった。

　専務は黙り込んで私をじっと見てくる。

　うわ……ちょっと言いすぎたかも。……まずい、怒らせたかな？

　会社の専務なら、きっと人事もどうにでもできるはずだ。

　も、もしかして……クビにされる？　それとも照明しかできない私を全く関係のない部署に異動させて、じっくり辞職に追い込む!?

　頭の中でグルグル考えを巡らせていると、専務が口角を上げた。

「へぇー……仕事にプライド持ってるんだ」

「あ……当たり前です。大好きな仕事ですから」

　あれ？　怒ってない？　というか、なんか……距離を詰められてる？

　不敵な笑みを浮かべる専務が、身を屈めたままジリジリとこちらに近寄ってくる。怯えながら見つめていると、彼が喉奥でクツリと笑った。

「ふーん……いいな。冗談で迫ろうかと思ったけど、ちょっとその気になってきたわ」

　そう言うと、専務が私の両肩を押す。

「へっ!?　きゃ……ゃっ……！」

　床に倒れ込んだ私に専務が覆い被さってきた。

　ニヤリと不敵に笑う専務で私の視界は覆い尽くされ、畳のざらつきを全身に感じる。

　ウソ……この状況、どうしたらいいの!?　ここは離れだし、料理は全部出ちゃったし……どうしよう！

「だ、誰かっ」

　誰か……！　こんなの、やだやだやだ……!!

「そ、蒼一さん――！」

「何やってるんだ！」

『助けて』と声をあげようとしたら、襖ふすまがスパンと勢いよく開かれた。

　寝転んだまま音のするほうを見上げると、血相を変えた蒼一さんが立っていた。羽織っているジャケットが乱れ、額には汗がじわりと滲んでいる。

「兄さん、葉月から離れろ！」

　蒼一さんは、慌てて私から専務を引き離した。

「そ、蒼一さん……なんで、ここに？」

　呆然としながら上体を起こすと、蒼一さんの手が背中を支えてくれた。

「おいおい、空気読めよ。いいところだったのに」

　専務は蒼一さんに呆れながら、髪をクシャリとかき上げる。

「兄さん……女性を襲うなんて最低だぞ」

「あー……もういいよ、説教は」

　専務は虫を払うかのように蒼一さんに手を振る。

「兄さんっ！」

　蒼一さんは怒りを滲ませて、専務を責め立てる。

「早く、葉月ちゃんを連れて帰ったら？　王子様」

　詰め寄る蒼一さんをうっとうしそうに見上げる。最後の言葉は皮肉がこもっていた。

「兄さんが……ここまでバカだとは思わなかった。本当に、失望したよ」

　蒼一さんは専務を鋭く睨みつけると、私の手を引き、荷物も持ってくれて部屋から出た。

「蒼一さんっ、あの……」

「すまない。葉月と兄さんが食事しているのか……って考えると落ち着かなくて……いても立ってもいられなかったから駆けつけたんだ。そうしたら、キミが助けを呼ぶ声が聞こえてきたから」

　蒼一さん……心配して駆けつけてくれたんだ。

「ありがとうございます……」

　嬉しさで胸が締めつけられる。

　手を引かれるまま料亭を出ると、蒼一さんは駐車場に停めてあった車まで連れていってくれた。そして助手席のドアを開け、私を中へ招いてくれる。

「乗って。送らせてほしいんだ」

「はい……」

　促されるまま、車に乗り込む。

　専務が追ってくる気配はないのに、蒼一さんは落ち着かない様子で、シートベルトを締めるとすぐに車を発車させた。

「兄さんには今度、きつく注意しておくから。あんなにどうしようもない人だとは思わなかった。葉月には本当に申し訳ないことをしたな……」

　蒼一さんはハンドルを切りながら、大通りを走る。車窓からライトアップされた街の明かりが差し込み、彼のキレイな横顔を照らした。

「いえ……大丈夫です。あっ、そういえば……専務、蒼一さんのほうが社長に向いているとおっしゃってましたよ」

　専務の考えを告げると、赤信号で停まった蒼一さんは、私の顔を覗き込んできた。

「えっ、兄さんが!?　まさか、そんなはずはない……兄さんのほうがふさわしいよ。今はあんな感じでだらしないけど、昔は成績もよくてスポーツもできて……何をやらせてもすごかった。完璧だったんだ」

　蒼一さんの目は昔を懐かしみ、キラキラと輝いている。ウソは言っていないようだ。

　信号が青に変わり、車が走りだす。

　蒼一さんは前を見ながら、口を開いた。

「兄さんは昔から人懐っこくて、明るかった。それは今も変わらないけどね。俺は小学生くらいまで引っ込み思案で、友達もいなかったんだ」

「蒼一さんが？」

　数多くの契約を取っている今の姿からは想像できない。

　驚いてたずねると、彼は薄く笑って頷いた。

「いつも友達に囲まれている兄さんが羨ましくて、尊敬してた。兄さんはそんな俺を見かねて、友達と遊ぶときに誘ってくれたんだ。それから少しずつ、友達が増えた」

　今はチャラい方向に発揮されている人付き合いも、昔はいいことに使われていたらしい。

「あとは、家族で公園に行って遊んでいたら、飼い主のリードから逃げ出した大型犬に襲われたことがあったんだけど……ちょうど両親は離れたところにいて、一番に気づいた兄さんが、俺の前に立ちはだかって助けてくれたことがあったんだ」

「えっ、専務が……？　男らしい……」

「ああ、本当に。『俺の後ろに隠れてろ！』って……少年漫画のヒーローみたいにカッコよかったんだよ」

「優しいお兄さんだったんですね……」

　男の子なら、誰しも一度は憧れるヒーロー。そんな人物が目の前に現れたら、いい記憶として強く残るだろう。

「ほかにも数えだしたらキリがない。何度も、兄さんには敵わないな……って思ったんだ。憧れたよ。いつも兄さんのあとをついて歩いていた。だからかな、俺が兄さんの上に立つなんて……イメージが湧かない」

　専務のことを語る蒼一さんの顔は、イキイキとしていた。

　小さい頃の憧れは、将来の夢のように漠然としていても、心の奥深くに残る。そのうえ、蒼一さんは専務を支えるように育てられている。

　これじゃ、『専務が社長になるべきだ』って思っても仕方ないかも……。

　でも、お兄さんである専務は蒼一さんの力を認めているから、彼に社長になってほしいと言っている。

　……もしかしたら、この兄弟はお互いを尊敬していて、本当はすごくいい関係なんじゃないだろうか。

　それなら余計に、ひとつの席を譲り合うのは違う気がする……。

「私は……蒼一さんも誰かを引っ張っているイメージがありますよ」

「俺が？　……そうかな。総本部長っていう、肩書きがあるからじゃないの？」

　蒼一さんは首を傾げる。本当に、わからないらしい。

「そんなことありません。肩書きだけでしたら、設計や施工をしている現場の人間まで、蒼一さんを評価しません。蒼一さんは……蒼一さんのできることで、ほかの人を引っ張っています。専務の後ろを蒼一さんが歩いていたように、蒼一さんの後ろを歩いている人も、いっぱいいるんですよ？」

「俺の後ろ……」

　驚いたように呟きながらも、ハンドルを握った手は的確なところで切られる。路地へ入ると、私の家の近くまで来ていた。

「専務がどれほど素晴らしい人だったのか、私にはわかりませんけど……蒼一さんはお兄さんという存在に、コンプレックスを持ちすぎです」

「ああ……ホントだ、そうかもしれない」

　蒼一さんは納得しつつも、苦しそうに笑った。

「私にはどちらが社長になったらいいのか、なんてわかりません。でも、どちらが社長になってもいいと思います。だから、社長の座を専務に譲るんじゃなくて、専務と競い合ってほしいです」

　役員からすれば完全に蒼一さんの勝利だろうし、閂家から見れば、次男である蒼一さんが社長に名乗り出るなんて、掟破りかもしれない。

　だけど、ふたりはもっとぶつかり合ったほうがいいと思った。

　蒼一さんは私のマンションの前で車を停めると、フッと息を吐き出した。

「葉月の言う通りだ。譲り合って社長になるなんて……おかしい話だ。どうかしてたよ。ありがとう、すごく当たり前のことに気づいた」

「いえ、ちょっと出しゃばりすぎましたけど」

　ただ自分の気持ちを述べただけなのに、お礼を言われるのは気恥ずかしい。私は曖昧に笑って肩をすくめる。

「それじゃ、ありがとうございました」

　車を降りようとシートベルトを外していると、蒼一さんがその手を取った。

「……蒼一さん？」

「また……食事に誘ってもいいかな」

　暗い中、熱をはらんだ瞳で見つめられ、胸がドキリと跳ねる。

「あ、あの……」

　戸惑っていると、蒼一さんの手にギュッと力がこもる。

「俺にはやっぱり葉月が必要なんだ。今も……それをすごく感じる」

「で、でも……」

　頭には専務に言われた『社長になる男を……狙ってるんでしょ？』という言葉が浮かぶ。

　そんなつもりがなくても、玉の輿目当てだと思われるほど、私と蒼一さんとでは世界が違う。これが彩子さんなら……そんなこと、誰にも思われないのに。

「頼むよ、本当はずっと……一緒にいてほしいくらいなんだ」

　私が答えに困っていると、蒼一さんが眉を垂らしてお願いしてきた。

　ここで〝頼む〟はズルい。

　鼓動がトクトクと音を立て始める。

「わ、わかりました……」

　私は静かに頷いた。







八章　本音と嫉妬













　翌週。昼休みの前、仕事をキリのいいところまで仕上げて休憩に入ろうとしていると、社内会議から笹部さんが戻ってきた。

「瀬那、コンペ……お前の案が採用になった」

　通達が出るより早く、社内会議で結果が発表されたらしい。

「えっ!?　ホントですか！」

　驚く私に、笹部さんがニッと白い歯を覗かせて笑った。

「瀬那さん、やりましたね。おめでとうございます！　お祝いしましょう、お祝い」

　隣にいた広瀬くんも、満面の笑みで拍手してくれる。

「あ、ありがとう……でも、お祝いはいいよ。みんな、仕事で忙しいし」

　社外で行われるコンペで勝ち取ったなら盛大にお祝いしてもらいたいけど、今回は建築物もコンペも小規模だ。

　わざわざ仕事を無理やり切り上げてまで、祝ってもらうほどではない。

「いや、ちゃんとお祝いしましょう。そのほうが、瀬那さんもひとつ成長した実感が湧きますよ」

　古川さんが、眼鏡のブリッジを押し上げながら言ってくる。

「古川さん……」

　無口で冷たい印象の古川さんは、あまり設備課の飲み会にも参加しない。まさか進んで『お祝いしましょう』なんて言ってくれるとは思わなかった。

「ありがとうございます。じゃあ、みなさんのご都合が合うときに……」

　私は対角線上に見えている古川さんに、小さく頭を下げた。

「まぁ、祝いの話はその辺で。喜ぶヤツがいりゃ、落ち込むヤツもいるんだからな」

　確かに同じ設備課の照明担当六人で争っていたので、席が離れているとはいえ、このオフィス内に採用されなかった先輩たちがいる。

　笹部さんのひと言で、飲み会の話はまた今度ということになった。

「そういえば、谷町さんから特に嫌がらせはなかったですか？」

　広瀬くんがこっそり話しかけてくる。

　谷町さんは一緒にコンペを争った入社十二年目の先輩で、以前私が昼休みに広瀬くんと話していると『余裕があるんだね』と嫌味を言ってきた人だ。

　前に付き合っていた広報部の武村さんとは、大学の先輩後輩の仲。そういう関係だから、広瀬くんが〝瀬那さんに恨みがあるんじゃないか〟と警戒してくれていた。

「うん……特に何もなかったよ」

　私が前に出て発表している最中、痛いくらいの視線は感じたけど……何かされたわけではない。

「それならいいんですけど」

　広瀬くんは軽く胸を撫で下ろすと、デスクから栄養補助食品のゼリーを取り出した。気がつけば、時計の針が十二時を指している。

　私もパソコンを閉じると、昼ご飯を食べることにした。




　午後からは広瀬くんと、二年前から建設が進められている高層ビルの、最終的な確認だった。

　ビルがあるのは、交通量の多い大通りに面したところ。もうほとんど完成しているので、一階のメインエントランスの照明をチェックしていても、隙間風もなくて寒くない。

　急遽変更があった箇所も特に問題がなさそうだったので、会社に戻ろうと荷物を片づける。ほかに下請けの人や施工部の野口さんも来ているけど、みんなほかのフロアで作業をしていた。

「瀬那さん、最近うまくいきまくりですねー」

　いろんな道具を詰め込んだリュックを背負い、図面ケースを肩にかけた広瀬くんが、ニンマリしながら声をかけてきた。

「え？　コンペのほかに、何かあったっけ？」

　思い当たることがない。私はコートを羽織ると、先ほどまで着ていた作業着をトートバッグに詰め込んだ。

「ほら〝蒼一さん〟ですよ。仮の恋人とはいえ、あんな御曹司のイケメンと付き合えるってラッキーだと思いますよ。デートの約束とかしてないんですか？」

　周りに誰もいないのをいいことに、堂々と聞いてくる。

「何かあったときに面倒だから、聞かないんじゃなかったの？」

　じっとりとした視線で見ると、広瀬くんは調子よく笑った。

「面白い話は聞きたいんです」

『面白い話』……ねぇ。のろけ話もないし、進展することも何もないけど。

「デートの約束はしてる……まだ、日にちは決めてないけど」

　すべて荷物を持ち終えると、一度二階へ上がり、下請けの業者と打ち合わせをしていた、施工部の野口さんに挨拶をして現場を出た。

　今回は電車で来ていたので、歩いて十分ほどの駅にふたりで向かう。

　頬に触れる空気が冷たくて、私はマフラーに顎をうずめた。

「デートって食事とかドライブくらいですか？　なんかこう……キスとか身体関係とかないんですか？」

　隣を歩く広瀬くんが、ニヤニヤしながらたずねてくる。

　私は思わずジロリと睨みつけた。

　質問が専務を彷ほう彿ふつとさせる……。

「そういう下品な質問はやめて。とりあえず、総本部長はそんなに軽い人じゃないとだけ言っておくわ」

「すんません……」

　ピシャリと言うと、広瀬くんは小さな声で謝った。

「けど、やっぱ気になるんですよね。理由があるとしても仮で誰かと付き合うなんて面倒くさいというか……なんかこう、総本部長からアプローチとかないんですか？」

「うーん……ない、と思う」

　考えても思い当たらない。

　素っ気なく答えると、広瀬くんはガッカリしていた。

「えー……言葉の節々から〝好き〟っぽいにおい漂わせてたりしないんですか？」

「そ、そういうのよくわかんないから……」

「瀬那さん、仕事はデキても恋愛に疎うとそうですもんね」

　広瀬くんが呆れたようにため息をつく。しかし、すぐに何か思い出したようにハッとした。

「あっ、でも俺に怖い顔してきたのって……もしかして嫉妬してたんじゃないですか？」

「あれは……仮の恋人として、演技で嫉妬してくれてたんだよ。あの人、真面目で勉強家だから」

「いや、あれは本気でしたよ。知らないうちに総本部長の彼女にでも手を出したのかな……って思ってましたけど、瀬那さんのことだったんですよ」

　広瀬くんがいつになく力強く語ってくる。

「いっ……いやいや、違うよ！」

　全力で頭と手を横に振って否定するけど、広瀬くんは瞳を輝かせた。

「ほかに思い当たることないですか？　妙に熱っぽい視線を向けられたり、帰り際に離れがたそうにされたり……」

「う……あ、あるような……ないような……」

　思い返してみると何度か艶っぽく見られたし、最初から頬に触れられたり積極的だった気もする……。

「じゃあ、ほかの男性といたら邪魔しに来たり……とかはないですか？」

　なおも広瀬くんは質問を続けてくる。

　蒼一さんとのことを思い返していると、ひとつ思い当たることがあった。

「あっ、邪魔じゃないけど……私が男の人に襲われそうになったとき、助けに来てくれたよ」

　専務に押し倒されたとき、蒼一さんが来てくれた。あれは心配だったからだろうけど。

「え！　ちょ、待ってください。なんで、瀬那さん、襲われそうになったんですか」

　駅へ着くとホームまで降りる。

　動揺した広瀬くんは、階段を踏み外しそうになっていた。

　ここから乗り換えなしで十五分もしたら、会社の最寄り駅に到着する。

「蒼一さんの知り合いの人とふたりでご飯食べることになって、そしたら襲われそうになっちゃって。蒼一さんはその人のことよく知ってたから、私のこと心配して駆けつけてくれてたの」

「総本部長、心配するほど危ない人と、瀬那さんを会わせたんですか？」

「ちょっと諸事情があって……もともとは私から会いたいって言ったんだけどね」

　諸事情の部分は社長問題だと察したのか、広瀬くんは聞いてこない。

　私も専務の名前を出す気にはならないから、このままごまかし続けるつもりだ。

「それ、総本部長……ホントにオッケーしたんですか？」

「うん、何回か『無理しなくていいよ』……とは言われたかな。あと、セッティングの話を言いにくそうにしてたかも」

　蒼一さんがなかなか切り出さないから、私が促した。この先好きになっていくのがつらくて、早くこの関係を解消したかったから……。

「うわー……瀬那さん……多分、いろいろ見落としてますよ」

「え？」

　見落とした……何を？

　目を丸くしていると、広瀬くんが大げさに肩をすくめた。

「『無理しなくていい』って言ってたのは……本当は会わせたくなかったからじゃないですか？」

「えっ、そ……そうなの、かな」

　蒼一さんのことを思い返す。

　そんな感じだったのだろうか。

　広瀬くんは盛大にため息をついた。

「瀬那さん、男心わかってなさすぎです。総本部長は本気で嫉妬してたんですよ」

「えっウソ……」

　蒼一さんが本当に妬いてくれているなんて、考えたこともなかった。

　だって、私なんかに……？

　頭がついていかない。ホームで電車を待っていると、到着の音楽が聞こえてきて、アナウンスが流れ始めた。

「男性といる所に駆けつけたのは、心配したのはもちろんですけど、気になってそわそわしてたんでしょ。ヤキモチ焼いたんですよ」

「ヤキモチ……」

「どうせ、瀬那さんが総本部長のためを思って、話を進めるよう促したんでしょ。恋愛の気遣いは、間違えると誤解を生みますよ」

「……は、はい」

　弟みたいな広瀬くんに注意されるとは。

「俺は総本部長に睨まれたことと、瀬那さんからの今の話でしか判断できませんけど、それでも総本部長はマジなんだってわかりましたよ」

「えっ、ど……どういうこと？」

　ますます頭が混乱する。

　戸惑いながらたずねると、広瀬くんはニッコリと満面の笑みを浮かべた。

「総本部長は、瀬那さんのことが好きなんですよ」

「蒼一さんが私を……!?」

　好き――？

　電車が大きな音と風とともに、ホームに到着する。

　ドアが開いても、呆然としてすぐに足が動かず、乗り降りする人々に何度もぶつかられた。

　まさか、蒼一さんが私を……？　信じられない。信じられるはずがない。閂建設の御曹司で営業総本部長、女子社員からも大人気の蒼一さんが……私を好き……なんて。

「俺が見た限りでは……ですけど。……って、瀬那さん、乗ってください」

「あ、う……うん。ごめん」

　広瀬くんに呼ばれ、ぼうっとしたまま電車に乗り込むと、すぐに発車した。

　車内はまだ夕方前だからか空いていて、ふたりで並んで座ることができた。

　隣の広瀬くんは暇つぶしにスマホでゲームを始める。

「でも、蒼一さん……好きな人いるかもしれないんだよ……？」

　脳裏に彩子さんの顔が浮かぶ。私より、彩子さんのことを好きだというほうが、よっぽど信じられる。

「それ、本人に聞いたんですか？」

　広瀬くんはスマホをいじっていた指を止めて、私を見つめてくる。

「……聞いてない」

「それじゃあ、わかんないじゃないですか。瀬那さんの思い込みってこともあり得ますよ」

　軽く言うと、またスマホをいじりだした。

「それはまぁ……そうなんだけど」

　広瀬くんは夢みたいなことを言ってくれるけど、やっぱり実感が湧かない。想像もできない……蒼一さんが私を好きなんて……。

　設計部に戻っても、頭はまだ混乱していたけれど、なんとか仕事を終えることができた。




　二十一時前にすべて片づけ、会社を出る。

　まだ笹部さんが忙しそうにしていたけど、『今日くらい早く帰って、自分にご褒ほう美びをやれ』と言ってくれた。

　社内コンペは今まで何度か参加したことがあるけれど、採用されたのは今回が初めて。五年目にしてやっとだ。

　会社前はまだ人通りがあり、多くの車が行き交っていた。

　街灯とヘッドライトで照らされた道を歩いていると、そばに誰かが近寄ってくる足音がした。

「おい、瀬那」

「はい……？」

　振り返ると、そこにはコンペで争った先輩の谷町さんが立っていた。

　しかも、目にかかるほど長い前髪の奥から、私を睨みつけてくる。その瞳はまるで恨みがこもっているかのようだ。

「た、谷町さん……どうしたんですか？」

　声が震える。コンペの前から嫌味を言われていたし、私の元カレである武村さんと仲がよかった人だから、警戒してしまう。

　広瀬くんもコンペが終わるまで心配してくれてたけど、まさか今頃、文句言いに来たとか……？

「お前、どんな手を使った……？」

「どんな、って……どういう意味ですか？」

「コンペだよ。俺のほうがいいデザインだった。コンセプトにも合っていただろ。なのに、なんでお前のものが採用されるんだよ！」

　谷町さんが発表したデザインは、確かによかった。

　ただ、私も自分の発表したものには自信があったし、デザインを審査したのはクライアントと、設計部や施工部の部長、営業部の人たちだ。

　デザインの素晴らしさだけではなく、省エネ度や施工費用なども考慮して判断されたらしい。

　だから、今さら私に説明を求められても困る。

「わ、私も、自分なりにいいと思うものを提出したので……」

　谷町さんに言いながら、ジリジリ後退して彼と距離を取る。

　なんだか様子がおかしい。谷町さんの目は完全に据わっていて、鼻息も荒く、何かしでかしそうだ。

「そういうことを言ってるんじゃねぇよ！　女の利点を活かして、クライアントを手玉に取ったんじゃねぇか？　もしくは部長か!?」

「そんなことしてませんっ！」

「ウソつけっ！」

　谷町さんが一歩大きく踏み出し、私の手首をつかんだ。般はん若にゃのような顔を近づけてきて、気が狂ったように怒鳴りつけられる。

「俺はなぁ、今まで十二年やってきて、まだ一回もコンペで勝ったことねぇんだよ！　なんで、五年目のお前が採用になってんだ。裏があるとしか思えねぇだろ。瀬那はいろんなウワサも出て、遊んでるみたいだしなぁ！」

「あ、遊んでなんか……！」

　なんでこんなことを言われなくちゃいけないのか。腹の底から悔しさが湧き上がってくる。

「お前、意外と図太いよなぁ……武村からいろいろ聞いてウワサ流したのに……全然ヘコまねぇし。せっかく審査員の耳にも入るようにしたっていうのにな」

「た、谷町さんだったんですか!?　私のウワサ流した人って……！」

　ウワサの出所は気になっていたけど、まさか同じ照明担当として働いている、谷町さんだったなんて。

　愕がく然ぜんとしていると、谷町さんはクッと笑いを噛み殺した。

「仕事がデキて、先輩や後輩と仲良くしてるお前が、前から気に入らなかったんだよ」

「そ、そんな……」

「武村とお前が付き合ってたのは知ってた。だから、武村が辞めるときに、いろいろ情報を仕入れたんだ。いつかお前を蹴落とす材料にしようって……。それで、今回お前がコンペに参加するって知ったとき、ウワサを言い触らしたんだ」

「ひ、ひどい……！」

　身体中から激しい怒りが込み上げてくる。悔しくて、私は唇を噛みしめた。

　まずは、この状況をどうにかしないと……！

　この時間帯は人通りが少ない。自分でなんとかしなくちゃ……と思っていると、谷町さんの手がパシッと、誰かに取り上げられた。

「葉月は、遊んでないよ」

　現れたのは蒼一さんだった。会社から出てきたところらしく、細身のスーツにカッチリしたコートを羽織っている。

「そっ……」

　名前を呼ぼうとして口を噤つぐむ。

　しかし、谷町さんは蒼一さんの言葉から、目ざとくほころびを見つけた。

「なんだよ……〝葉月〟って。ほら、総本部長と仲良くしてんじゃねぇか！　これだから遊んでるヤツは……」

「葉月は遊んでない。そういう子じゃない」

　蒼一さんの目は鋭く、谷町さんを牽制している。

　声はいつもより低くて凄みがあり、彼が優しいことを知っている私でも、すくみ上がってしまうほどだった。

「キミ……設備課の照明担当だね？　現場で何度か見たことがある。まさか、コンペの逆恨み？」

「違う！　逆恨みじゃなくて、不正を暴いてやろうと……」

「不正なんてないよ。葉月が一生懸命取り組んだ結果だ」

　蒼一さんが谷町さんを睨みつけながら、ハッキリと言ってくれる。

「彼女はいつだって、どこに行っても照明を見ていた。勉強熱心で、照明が好きなんだよ。だから、その努力が採用という結果で認められただけだ」

　出かけたとき、いつも照明の話をしてしまっていたことを思い出す。こうして言われると、見守られていた気分だ。

「コンペが終わったあと、彼女は結果がどうなってもいい、と言っていたよ。それって、精一杯頑張ったからじゃないかな？」

　蒼一さんは谷町さんをじっと見つめながら、まっすぐな言葉で諭さとす。

「もし葉月が採用されなくても、彼女はキミのように取り乱すことはないよ」

「蒼一さん……」

　私の代わりに、蒼一さんが谷町さんに叱ってくれている。

　そのことが、コンペで認められたときと同じくらい、もしかしたらそれ以上に嬉しくて、胸が震える。

「中途半端に取り組んだ人ほど結果を受け止められず、その悔しさが他人への妬ねたみに変わるんだ。……今の、キミだよ」

「俺だって……全力を尽くしたよ！　自信もあったんだ！」

「そう……なら、今の自分には力が及ばなかった、と認められるはずだけど？　それができないなら……俺にはキミの頑張りや自信が、自うぬ惚ぼれにしか見えないよ」

　街灯に照らされた谷町さんの顔が、カッと赤くなる。

「自惚れだと？　くそっ……瀬那、お前が総本部長に取り入っていたこと、言い触らしてやるからな」

「や、やめてください！　それは……っ」

　そんなことされたら、蒼一さんまで今回のコンペで不正をしていたみたいに思われる。営業総本部は関わっていないのに。

「やるならやればいい。けど……それでキミの気持ちは済むのか？」

「蒼一さん……」

　蒼一さんの落ち着いた声が優しく響く。

「葉月に負けたことが悔しいくらい、照明の仕事……好きなんだろ？　だったら、誰かを蹴落とすより……もっとやることがあるんじゃないのか？」

　谷町さんはしばらくうつむいていたけど、やがて大きく息を吐き出すと、顔を上げた。

　先ほどまでの我を見失った表情は消え、ちゃんと私を見据えてくる。

　どうやら、改心してくれたみたいだ。

「っんだよ……！　……次のコンペは負けねぇからな」

「谷町さん……」

　少し気まずそうに言う谷町さんを見て、私もホッと安堵する。

「総本部長とのことは……黙っといてやるよ。……悪かったな」

　呟くように謝ると、谷町さんは去っていった。

「蒼一さん……ありがとうございました」

　私は谷町さんの姿が見えなくなると、やっと落ち着きを取り戻し、深々と頭を下げた。

「ううん、居合わすことができてよかったよ。ああ、そうだ。コンペ、おめでとう」

　蒼一さんが、先ほどの冷たい表情は幻かと思えるほど、優しい顔で微笑んでくれた。

「ありがとうございます。でも……なんで、蒼一さんがコンペの結果をもうご存知なんですか？」

「それが、どうしても結果が気になって、設計部の部長に聞きに行ったんだ。部長には『直接関係ない業務にまで熱心ですね』って、褒められてしまったよ」

　蒼一さんは、はにかみながら教えてくれた。

　仕事で忙しいのに、わざわざ聞きに行ってくれてたなんて……。こ、これって……。

　広瀬くんの『瀬那さん……多分、いろいろ見落としてますよ』という言葉がふいに頭を掠める。

　……そ、そういうことなのかな。こういう小さいことも期待していいのかな。

　彩子さんの存在が気になって、認めていいのか、なかなかわからなかったけど、やっぱりただの元カノでしかないのかもしれない。

　わっ……変なこと考えてたら、ドキドキしてきちゃった……！

　途端に、いつも以上に蒼一さんのことを意識してしまう。

　鼓動が速くなっていると、蒼一さんの後ろから誰かが走り寄ってきた。

「すみません、総本部長！　お待たせしました……って、お取り込み中でしたか？」

　現れたのは、営業総本部の若い男性だった。肩で息をしながら、私と蒼一さんを交互に見る。

「いや、大丈夫だよ。……瀬那さん、次回の件はまた連絡するから」

　そう言って、蒼一さんは私にだけわかるように瞳を細める。

　その表情と視線が艶めいていて、私の心臓をうるさくさせたのだった。




　蒼一さんからの連絡は、その翌日の夜に来た。

　私を谷町さんから助けてくれたときは、営業総本部の社員数名と飲みに行く約束があったらしく、【連絡ができなくてごめん】とご丁寧にお詫わびもしてくれた。

　そして、金曜日の仕事後に、蒼一さんと食事することになった。会社の最寄り駅からふた駅ほど離れたところで、待ち合わせしている。

　二月中旬で冷え込むこともあり、蒼一さんは水みず炊たきの店を選んでくれた。行く前から気持ちが温かくなる。




「あれー……今日、デートですか？」

　金曜日、私がオフィスで就業前にメールの確認をしていると、あとから出勤してきた広瀬くんがすぐにツッコんできた。

「そ、そうだけど、それだけじゃなくて……ほら、今日はクライアントと打ち合わせがあるじゃない。だから、よ」

　今日は設計部数人で、クライアントの所へ伺うことになっている。

　打ち合わせ内容が、新しいジュエリーショップの建設についてだから、それなりに見栄えよくしておいたほうがいいだろう。

　蒼一さんと食事のときでちょうどいい……といえば、ちょうどよかったのだ。

　シフォン素材でできた白のトップスに、黒のジャケットと濃いグレーのマーメイドスカートを合わせた。足元も寒さを我が慢まんして、ストッキングに黒のパンプス。

　確かに、緩めのパンツばかりはいている私を知っている人なら、驚くだろう。

　でも、蒼一さんとご飯の前にはアクセサリーもつけるんだよね……。

　仕事中は邪魔になりそうなので、待ち合わせ場所に向かう前に、お手洗いに寄ってつける予定にしている。

「瀬那、現場行かない日はそういう格好して来いよ。足もスラッとしてんだからさ。似合ってるし、華があっていいよ。女子はやっぱスカートだな」

　向かいの笹部さんからお褒めの言葉をいただくと、その隣の古川さんは眼鏡のブリッジを押し上げて、鋭い目付きになった。

「その発言、セクハラで訴えられますよ」

「うっそ、ホントに!?　世の中、厳しすぎるだろ……女の子を褒めることもできやしねぇな」

　古川さんの注意に、笹部さんがげんなりして肩を落とす。

　私は特に不快だったわけじゃないけど、笹部さんと古川さんがふたりだけで話しだしたので、そのまま仕事を始めることにした。

　クライアントとの打ち合わせは順調に終わり、オフィスに戻ってきてからは資料をまとめる。そうこうしているうちに、約束の時間である二十時の三十分前となっていた。

「すみません、お先に失礼します！」

「なんだ、なんだ広瀬に続いて瀬那も花金か！　大いに結構。お疲れー」

　笹部さんが追い払うように手を振り、隣の古川さんは無言で見向きもしない。

　広瀬くんは飲み会があるらしく、今日の仕事を早々に片づけて帰っていた。

　私はもう一度だけ頭を下げると、オフィスから出た。

　首元には先ほどお手洗いでつけたネックレス。これは入社一年目の初ボーナスで購入した物だった。

　だから思い入れがあり、入社当時の勢いとガッツがもらえる気がして、勇気が出る。

　蒼一さんに……気持ち、伝えようかな。

　この前、蒼一さんに設備課の先輩である谷町さんから守ってもらったとき、すごく嬉しくて、ますます想いが強くなった。

　広瀬くんから教えてもらったことを鵜う呑のみにするわけじゃないけど、ちょっとだけ背中を押してもらえた。

　彩子さんのこともあり、蒼一さんを困らせることになるなら言わないと思ったけれど、今はやっぱり気持ちを伝えたい……。

　会社の最寄り駅に着くと、家に帰る方向とは逆のホームから電車に乗り込む。

　仕事帰りの人たちが、疲れた顔で座っていた。

　いつもなら私も同じような顔をしているけれど、今日は違う。胸が弾むような感覚は、久しぶりだった。

　空いている席を見つけて座ると、バッグの中に入れていたスマホが震えた。取り出して操作すると、蒼一さんからメールが送られてきていた。

【打ち合わせが早く終わったから、先に待ってるよ。着いたら連絡ちょうだい】

　蒼一さんは待ち合わせの駅近くで、取引先と打ち合わせがあると言っていた。

【すみません。今、向かっています】

　簡単に返信し、電車がもっと速く走ればいいのに、とバカみたいなことを思う。

　電車はふた駅ほどなので、思ったより早く到着し、私は駆け足で改札を抜けた。

　利用する人が多い駅で、駅の外に出ると辺りは暗いため、蒼一さんの姿がなかなか見つからない。

　蒼一さん、どこにいるんだろう……。

　スマホを取り出して電話をかける。

　その間も忙しなく、街灯や店の明かりを頼りに人混みに目を凝らしていると、ベンチに座っている蒼一さんの姿を見つけた。

「あっ――！」

　駆け寄って声をかけようとしたら、人と人の間から、蒼一さんの隣に誰かがいるのがわかった。

　ウソ……なんで……？

　私の足は止まり、息が詰まりそうになる。

　蒼一さんの隣にいたのは……彩子さんだった。

　しかも、ふたりで楽しそうに笑いながら、何かの雑誌を見ている。

　表紙には純白のドレスを着た女性が笑顔で映っていて、雑誌の名前はピンク色の文字で大きく書かれていた。

　それは紛れもなく、ＣＭで何度も見かけたことがある、ウエディング情報誌だった。

　えっ、け……結婚……って、どうして……？

　その光景が信じられず、電話を切ることも忘れてしまう。スマホを耳に当てたままにしていると、『もしもし』と蒼一さんの声が聞こえてきた。

　立ち尽くした場所から見える蒼一さんも、電話をしている。見間違いじゃない。

　何も言えずにいると、また『もしもし？　葉月？』と呼びかけられる。

　蒼一さんは、立ち上がってキョロキョロしだし、彩子さんは不思議そうな顔をしながら、そんな彼を見上げていた。

　ウエディング情報誌は、相変わらず手に持ったままだ。

『葉月、着いた？　どこにいる？　改札かな、迎えに行くよ』

　反応を返さない私に、蒼一さんが心配するような声色で呼びかける。

　胸がキリッと締めつけられるように痛んだ。

「蒼一さん……今、おひとりですか？」

　ほとんど無意識にたずねていた。

　私が見ていた蒼一さんは、動きを止め、少しだけ動揺しているように見える。しかし、電話口の蒼一さんは余裕たっぷりでクスリと笑った。

『おかしなことを聞くんだな……ひとりだよ』

「っ……！」

　頭がカッと熱くなる。……ウソなんて、ついてほしくなかった。

　思わず、電話を切ってしまう。

　なんだ……ふたりは隠れて、裏ではヨリを戻していたんだ。それで、専務が社長になったら、やっぱり蒼一さんは彩子さんのところに……。

　もしかしたら蒼一さんも私のことを……なんて、自惚れていた自分がバカだ。大バカだ。惨めでたまらない。

　目の奥が熱くなり、鼻がツンとしてくる。

　もう……帰りたい。蒼一さんにはあとでメールをして……いや、それもいいか。とにかく帰ってしまおう。

　そう考えながら踵きびすを返すと、ひとつの影が私に近づいてきた。

「偶然だね、葉月ちゃん」

「せ、専務……！」

　現れたのは専務だった。仕事でこの辺りにいたのか、黒のスーツを着ている。

　今にも泣きだしそうな私を覗き込み、ニンマリと笑った。

「どうしたの、かわいい顔して」

「み、見ないでください……」

　顔を逸らし、そのまま立ち去ろうとすると、手首を取られてしまった。

「嫌だね。〝かわいい女の子を見たら誘う〟っていう俺的ルールがあるの。本音を言うと、もう少し色気が欲しいけど……その、泣きそうな顔でオマケしてあげる」

「そんなオマケいりませんっ」

「いいから。ほら、行こう」

　専務が歩きだし、グイッと引っ張られ、足がつんのめる。

　もう、無理やりとかあり得ない！　この人は強引すぎる！

　抵抗しようとすると、空いていた反対側の手首を誰かにつかまれた。

「悪いけど、葉月は俺と約束があるんだ」

「蒼一さんっ……」

　声のほうを見ると、そこには蒼一さんがいた。眉間にシワを寄せ、専務のことを咎めるように見ている。

　蒼一さんの大きな手から彼の体温が伝わってきて、胸が切なく締めつけられた。

「なんだよ……蒼一と約束してたのか」

　専務がチラリと私を横目で見てきた。

「葉月からの電話が不自然に切れたから、どうしたのかと思ったけど……こういうことだったのか」

　蒼一さんは、呆れたようにため息をついた。

「いえ、そうじゃ……」

　一方的に電話を切ったけれど、それは専務が現れる前のこと。

　私が否定しようとすると、専務がそれを遮さえぎった。

「ああ、そうだよ。彼女が泣きそうな顔をしていたから、俺が食事に誘ったんだ」

「せ、専務！」

　泣きそうになっていたことなんて、言わないでほしかった。それじゃあ、蒼一さんがますます彩子さんとのことを、私に言いづらくなる。

　これ以上、ウソをつかれるのは、真実を話されるよりつらい。

「あー、そういえば……俺、さっきまで立巳不動産の社長令嬢と、そこのホテルで打ち合わせをしてたんだよねー」

　立巳不動産の社長令嬢って……彩子さんのこと……。

　専務の口から彩子さんを思わせる言葉が出て、胸が苦しくなる。

　蒼一さんも怪訝な顔をしている。

　専務は私を一いち瞥べつすると、ニヤリと笑った。

　もしかして……私が蒼一さんたちの姿を見てショックを受けていたところ……見てたの？

「蒼一、お前の元カノだったよな？」

　今、話す必要のない彩子さんの話。

　ああ……専務は絶対、私の様子を近くで静観していたんだ。

　恥ずかしくて、今度は別の意味で泣きたくなる。

「……確かに、彩子とは付き合っていたけど……今は、関係ないだろ」

　蒼一さんは話を切り上げ、「それよりも……」と私に向き直った。彩子さんのことはサラリと流そうとしているようだ。

　でも、気持ちを伝えようとまで考えていた私は、簡単に流すことができない。

「……関係、ありますよ」

「え……？」

「関係、あります！　さっき一緒にいたじゃないですか。なのに電話で聞いたら、ひとりだってウソつくし……ひどいです。ウソなんてつかなくても、私は蒼一さんが幸せになれるならそれで……っ」

「葉月っ……」

　蒼一さんは呆然として、何か言いたげに口を開こうとする。

　私の目の前がぼやけ、頬に涙が伝った。

　それでもかまわずに話を続けようとすると、専務に肩を抱かれ、引き寄せられた。

「こんなヘタレのどこがいいの。俺のほうがいい男だよ。おいで」

「へっ……わっ、ち、ちょっと……！」

　すぐに手を取られ、引っ張られてしまう。走りだされ、私も転びそうになりながら足を動かした。

「葉月っ！」

　蒼一さんが追いかけてくるけれど、ちょうど駅から押し寄せてきた人波にはばまれる。しかも、私たちが点滅している信号の横断歩道を渡ると、蒼一さんが渡ろうとしたときに、赤に変わってしまった。

　多くの車が行き交い、蒼一さんの姿が見えなくなる。

「せ、専務……どこにっ……！　離してくださいっ」

「まぁまぁ。悪いようにはしないから」

　私に柔和に笑いかけると、専務は迷うことなく、先ほど打ち合わせに使っていたらしき高級ホテルに入る。

　礼儀正しいコンシェルジュや、開放感のあるラウンジには目もくれず、玄関からよく見える螺ら旋せん状の階段を駆け上がる。

　二階には、披露宴やパーティーができそうな大広間が並んでいた。

「専務、どうしてホテルなんですか!?　……きゃっ！」

　このままじゃ、何をされるかわからない。

　身の危険を感じてなんとか足を踏ん張ると、専務が私を横抱きにした。

「ち、ちょっと専務……降ろしてください！」

　周りにいた上品そうなお客様たちは、私たちに驚いていた。

「どうしてホテルか……だって？　そんなの、いいことするからに決まってるでしょ」

　専務はあざとく笑うと、私を抱えているというのに、さらに歩調を速め、奥へと進んだ。

　ウ、ウソ……これ、まずいよね……!?

　背筋がゾクリと寒くなる。もう、涙は引っ込んでいた。

「葉月！」

　遠くから蒼一さんの声が聞こえる。しかし、振り返っても姿は見えない。

　……蒼一さん……。

　だけど、その声にすがっていいのかわからなくて、答えることができなかった。
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　専務に横抱きにされて連れてこられたのは、白いドアの前だった。部屋番号がないので、客室ではなさそうだ。

「ここ、打ち合わせに使ってた会議室。ちょっと早く終わったから、まだ部屋は俺たちが借りてる状態だよ」

　そう説明すると、専務はやっと私を降ろしてくれた。

　シンプルで高級感のある絨じゅう毯たんに、パンプスのヒールが沈む。

　地に足がつく感覚にホッと胸を撫で下ろした。

　ドアを開けてくれ、中へ入ると、専務が近くにあったスイッチで照明を点ける。

　さほど大きくはない部屋で、中央には白いクロスがかけられた、横長のテーブルがある。コの字型に並べられ、十人くらいが座れるようにセッティングされていた。

　五つ並んだ窓には繊細な刺し繍しゅうが施されたカーテンがかかっていて、外が見えない。今は誰もおらず、シンとしていた。

　客室じゃなくてよかった。……でも、このまま誰も来なかったら、何をされるかわからない。

　つい警戒心をむき出しにして、身体を強張らせてしまう。

　すると、専務がからかうように、私の顔を覗き込んできた。

「どうしたの、反応が薄いね。もしかして、スイートルームにでも連れていかれると思った？」

「……はい。身の危険を感じました」

　ハッキリ告げると、専務はおかしそうに、大きく口を開けて笑った。

「素直だね、いいよ。……でも俺、泣いてる女の子はかまってあげたくなるけど、性欲湧かないんだよねー。前みたいに元気よく嫌がってくれたほうが燃える」

「……じゃあ、嫌がりません」

「んー、そうやって反発されるのは好きだな。ついでに冷たくされるのも好き」

　逆効果だったか……口にするんじゃなかった。

　ドＳなんだかドＭなんだかわからない専務は、嬉しそうに頬をほころばせた。

「あのっ、どうしてこんなところに連れてきたんですか？」

　距離を取りながらたずねると、彼はクスクスと笑う。

「だから、そんなに警戒しないでよ。ただ……葉月ちゃんと真面目な話がしたくなったから、ここに連れてきた」

「え……？」

　専務が真面目な話なんてするんだろうか。しかも、私をからかうように笑うばかりで、真剣な雰囲気がひとつもないのに。

「葉月ちゃんは、蒼一のことが好きなんだね。さっき、ふたりのこと見ていたキミの様子でわかっちゃった。すげぇショックそうだったよね。俺、心配になって思わず声かけたんだよ」

　やっぱり……私の気持ち、勘づかれていたんだ。

　蒼一さんに不自然に彩子さんの話を振るから、おかしいと思っていた。

　私の状態がわかるなら、わざわざその話題を出さなくてもいいのに。しかも、ニヤニヤしながら言われても、心配されているとは微み塵じんも思えない。

「話って、それですか？　別に、私はもう……蒼一さんが幸せなら、それでいいので。そもそも、私はふさわしくないですし」

　言いながら、胸が締めつけられる。

　彼の幸せを願っていることは間違いないのに、その隣にいるのが自分じゃないことが、こんなに苦しいなんて。

「けなげだね。ただの平社員だっていう、自分の立場をよく理解してる」

　専務はニヤついていた口角をもとに戻すと、窓のそばに立った。そしてカーテンを開け、ぼんやりと窓の外を見つめる。

　真っ暗なガラスに反射したその顔は、どこか物もの憂うげに見えた。

「けどさぁ……葉月ちゃん、蒼一に対してそんな中途半端な気持ちなの？　その程度の愛情なら、アイツに近づくのはやめてよ」

　専務の声色が、冷ややかなものになった。

「どういうことですか……？」

　好きだという気持ちだけでは、不十分っていうこと……？

　窓に映った専務は苦しげに眉を寄せ、表情を曇らせていた。何か、痛みをこらえているように見える。

「俺もそうだけど、アイツは閂建設の息子だよ。将来、社長になるかもしれない。意味、わかる？」

「わ、わかってます」

　専務が振り返り、厳しい目付きで私を見る。

「ホントかなぁ……。肩書きに目がくらんで近づく女は最低だけど、俺たちの立場を受け止められないくせに、中途半端な気持ちだけで近づく女も同等だよ」

「そんな……」

　何か言い返したいのに、言葉が出てこない。

「この前、料亭で話したとき……葉月ちゃんなら蒼一にいいかなって思ったんだけど、違ったみたいだね。もう一回確かめてみてよかったよ」

　専務の瞳には、失望の色が浮かんでいる。

「本当に好きなら、隣に立てるよう努力する姿勢を見せてほしいね。覚悟が足りないんじゃない？」

「覚悟……」

　蒼一さんとは住む世界が違うとばかり思っていたけど、そうじゃなくて、違うと認めたなら、そこから頑張らなくてはいけなかった。

　そんな当たり前のことに気づかず、彩子さんとは違う……なんて悩んでいた自分に衝撃を受ける。

「蒼一のことを好きなだけじゃダメなんだよ。ちゃんと支えられるか、環境に馴な染じめるか……っていうのも大事。蒼一には、そういうことも理解している女性と、一緒になってもらいたいと思ってる」

　専務の顔があまりにも優しくて驚く。何も考えていないような、飄々とした表情はどこにもない。

「専務は……蒼一さんのこと、すごく考えられてるんですね」

「まぁ、これでも兄だからね。アイツには、立派な社長になってもらいたいと思ってるから。……あ、俺に惚れてもいいよ？」

　専務が、ちょっとだけ冗談めかして言ってきた。

「アイツは出来がいいからね。仕事で会社に貢献してもらいたいと思ってる。だから、そのためにいい嫁が必要なんだよ。それで、出来が悪い俺は……親が決めた女と結婚することで、閂の力になる」

「えっ、それって……政略結婚ということですか？」

「そう。俺の人生、会社にあげるの。だから、今は存分に遊ばせてもらってる」

　専務はニッと口元を歪めて、悪さを企んでいるようないつもの顔付きになった。

　自分の好きな人と結婚できない……それを受け入れるのは、ものすごくつらいことだと思う。

　いくら今遊べても、その先の人生のほうが長い。それなのに、そのつらさを全く感じさせない。

　チャランポランに見えていた専務が、まさかこんなことを考えているとは思わなかった。しかも、蒼一さんのことまでこんなに真剣に……。

　女性をもてあそぶのは許せないけど、彼の立場や気持ちを考えると、同情してしまう。

「あの、蒼一さんにもいい奥さんが必要っていうことは……彼も政略結婚されるんでしょうか？」

「んー……アイツは、どうかな」

　専務が曖昧な言い方をする。

「両親は見合い話を持ってくるけど、恋愛結婚に理解がないわけじゃない。自分たちがそうだからね」

「えっ、そうなんですか……？」

　蒼一さんが尊敬するご両親の、意外な馴なれ初そめに驚いてしまう。

「父が、取引先で事務員として働いていた母に、ひと目惚れして口説き落としたんだ。もちろん、母は普通のサラリーマン家庭で育ったし、大財閥の家系でもない。しかも、結婚してからもしばらく働いていた。……頑張れば、なんとかなると思うけど」

　専務が私を試すように、ニッといたずらな笑みを浮かべた。

「頑張れば……って、でも、蒼一さんはもう彩子さんと……」

「あー……それね。それはふたりでゆっくり話をするといいよ。葉月ちゃんと真面目な話がしたかったのもあるんだけど、そのためにキミをここに連れてきたんだ。アイツはこれくらいしないと、気持ちを言わないから」

「蒼一さんの気持ち……？」

「葉月ちゃん、〝社内恋愛しない〟って宣言してるんだって？　ウワサで聞いたよ」

「な、成り行きで……」

　でも、それとなんの関係があるんだろう。

　不思議に思っていると、勢いよくドアが開いた。

「葉月っ……！」

　現れたのは蒼一さんだった。髪やスーツが乱れ、肩で息をしている。

「蒼一、遅すぎ。運動不足なんじゃねぇの」

　専務は小馬鹿にしたように笑った。

「フロントで部屋を聞いていたんだよ。それより兄さん……ふざけるのはいい加減やめろ。葉月に近づくな」

　蒼一さんはずんずん歩み寄ると、私の腕をつかむ。

「あっ……！」

　力強く引き寄せられ、彼の胸に飛び込むかたちとなった。

　引きしまった胸板と温かい体温に、こんなときでも胸がドキリと音を立てる。

「俺を怒るより、お前はもっとやるべきことがあるんじゃねぇの？」

　専務の言葉に、蒼一さんはハッとして腕を離し、私を見下ろした。私の様子を探るように、瞳を揺るがせている。

「葉月……すまない。キミにウソをついていたことは謝る。彩子とは、さっき偶然会ったんだ。兄さんとの打ち合わせが終わったところらしくて、帰る前に本屋へ寄った帰りらしい。運転手もロータリーで待っていたんだ」

「いいです。別に……私がただ……」

〝嫉妬しただけ〟……そう言いそうになって、言葉を呑み込む。専務に言われた〝覚悟〟がまだできない。

　蒼一さんは身体を屈めると、私と目線を合わせた。

　至近距離でじっと見つめられると、目を逸らせなくなる。

「いや……俺が聞いてほしいんだ。今思えば、ウソをつく必要なんてなかった。だけど……咄嗟にウソをついてしまったんだ。彩子といると言って……葉月に、変に誤解されたくなかったから」

「誤解……ですか？」

「彩子の名前を出して、まだ連絡を取り合っていると、葉月に思われたくなかった。ウソをつけば、それで済むと思っていたんだ。……浅はかだった、ごめん」

　蒼一さんはそっと目を伏せる。その表情は心から『申し訳ない』と言っているようだ。

「どうして、私に誤解されたくない……なんて思ったんですか？」

「それはっ……」

　蒼一さんが息を呑み、言葉を切る。それからスッと息を吸い込むと、しっかりと私を見つめてきた。

「キミが〝社内恋愛をしない〟っていうから、気持ちが伝えられなかったけど……俺は葉月が好きなんだ」

　耳を疑う。

　だけど、私を見つめる蒼一さんの瞳は熱っぽく、真剣そのもの。

「えっ……わ、私、を……？」

　蒼一さんが私を好き？　彩子さんじゃなくて、私を？　この、普通のサラリーマン家庭で育った平社員で照明バカな私を……？

　動揺で思考が追いつかなくて、頭が混乱する。だけど、胸だけは嬉しさからじわじわと熱くなっていた。

「三年前に出会ったときから気になって……現場で見かけるたびに、気持ちが強くなった。そろそろ声をかけようと思ったとき、〝社内恋愛しない〟っていうのを聞いて……だから変な理由をつけて、仮の恋人になってもらった。どうしても、葉月に近づきたかったから」

「私に……」

　初めて聞く蒼一さんの気持ちに、私は呆然としていた。

　私に〝ダメにしてほしい〟と言ってきた本当の理由は、そういうことだったんだ。

「仮の恋人になって、葉月の気を引こうと思った。葉月のことが……好きだから」

「そ、そんな、信じられません……」

　首を横に振る。

　まっすぐに伝えられ、感じたこともない喜びで胸がいっぱいになる。嬉しくて、嬉しくて……だからこそ、信じられなくて〝私なんかを？〟と思ってしまう。

「信じてほしい。葉月といると楽しいし、素直になれる。恋愛はいつも家柄から入って、父親に勧められるがまま、その中から誰かを選んでいたけど……やっと、本当に好きな人を見つけられたんだ」

　蒼一さんは私に言い聞かせるように、気持ちを言葉にしてくれるから、ひとつひとつがちゃんと伝わってきて、胸にジンと響いた。

　どうしよう。目の奥が熱くなってきた……。

「葉月を大切にしたい、一緒にいたい。ずっと、そう思って……葉月が〝社内恋愛する〟って言いだすのを待ってた」

　いつだったか、蒼一さんに『いつになったら社内恋愛を解禁するんだ？』と聞かれたことを思い出す。

　いろいろと私の気持ちを探っていたのかもしれない。もっと早く気づけたらよかったのに。

「でも、もう待つのは限界。葉月が広瀬くんと仲良くしてたら、カッコ悪いくらい嫉妬するし、兄さんと食事をすると思ったら、いても立ってもいられなかった。先輩に因縁つけられていたときも、心配でたまらなかった……」

　蒼一さんが手を伸ばしてきて、頬に触れた。

「キミを守るのは、いつだって俺でありたい」

　彼の言葉が温かくて、嬉しくて涙がこぼれる。すると、滴しずくを指先でそっと拭ってくれた。

「私、蒼一さんが社長になろうとしないのは、彩子さんとヨリを戻したいからだと思ってました」

「そんなこと、言った覚えはない。彩子だって冗談でやり直さないか……と言ってきたんだろうけど、俺には全くその気はない」

　蒼一さんは呆れたように、だけど愛しそうにクスリと笑った。涙を拭った手で、私の頭を優しく撫でてくれる。

「社長には、本当に兄さんがふさわしいと思っていたんだ。彩子とは、お見合いをした中で気が合ったから付き合った。だけど、どうもかまってあげることができなくてね。多分、好きじゃなかったからだよ。その証拠に、葉月のことはかまいたくて仕方なかった」

　蒼一さんが時間を見つけてメールや電話をくれていたのは、真摯に彼氏になろうとしていたからではなく、心からのものだったんだ。

「それに、彼女は来年の六月に結婚するんだ。本屋に寄ったのも、結婚情報誌を見たかったかららしい」

「えっ、結婚……!?」

　じゃあ、あの情報誌を見ていたのは、蒼一さんとの結婚のためじゃなかったんだ。

「情報誌なんて見なくても、使用人たちが手配してくれるだろうけれど……嬉しかったんだろうね。これ見よがしに見せてきたよ。俺も、式場やチャペルの造りが気になって、一緒に見てしまったんだけどね」

「な……なんだ……それで、楽しそうにされていたんですね」

　ホッとして、足の力が抜けそうになる。

　本当に、すべて私の誤解だったんだ。しかも、蒼一さんに好かれていたなんて。

　自然と頬が緩み、恥ずかしくなって少しうつむいた。

　すると、そばで話を聞いていた専務が口を開いた。

「そうだよ。俺なんて、知らずに立巳令嬢を口説いて、キッパリ断られたよ。理由を聞いたらそんなことだし……婚約者がいるなら、バレたとき面倒なことになりそうだから、手ぇ引いたけど」

　壁にもたれかかって、私たちの様子を見ていた専務は、ガッカリと肩を落としていた。

「せ、専務……」

　この人はホントに手癖が悪すぎる。そもそも彩子さんは弟の彼女だったのに……信じられない。

　でも、こうして誤解を解く機会をくれたのは専務だし……いい人なのかどうなのか、わからない人だな。

「兄さんは誰彼かまわず口説きすぎだ。彩子が『迫られて怖かった』って言ってたぞ」

　蒼一さんが苦い顔をして言うと、専務が壁から身体を起こして近づいてきた。

「いやほら、イケメン限定で許されることってあるだろ」

「許される、許されないの問題じゃない。今後……こういうことは閂建設の専務として慎んでくれ」

　へらっと笑う専務に、蒼一さんがピシャリと言い放つ。

　専務は大げさに肩をすくめ「はいはい」とおざなりな返事をした。

「兄さんがこんなに常識がないとは思わなかった。おかげで……決心がついたよ」

「なんだよ、決心って」

「俺が……社長になる」

　蒼一さんはキッパリ言い放った。

「えっ……マジ、かよ……」

　専務は唖あ然ぜんとして、開いた口が塞がらないようだ。

「そ、蒼一さん？」

　私も同じくらいビックリしている。

　あれほど頑かたくなに嫌がっていたのに……何があったのか。

　蒼一さんは私に向き直ると、口元をほころばせた。

「葉月、キミには……俺のそばにいてほしい。葉月が教えてくれたんだ、俺でも社長になれるって」

「私が……？」

「俺の後ろを歩いている人もたくさんいると、教えてくれた。今まで、兄さんの後ろを、兄さんのために、と言われてばかりいて、そんなこと……考えもしなかった。葉月に言われて初めて、多くの人を引っ張っていきたいと思ったんだ」

　蒼一さんの瞳が、熱く訴えかけてくる。

　私は蒼一さんの言葉を聞き、何度も頷いた。

　言った、確かに蒼一さんにそう伝えた。だって、本当に蒼一さんならできると思ったし、社長になってほしいと思ったから。

「葉月も……俺についてきてほしい。閂の家のことを考えると重いかもしれないし、戸惑うこともあるかもしれないけど……俺が支える。だから、これからも一緒にいてほしいんだ。……キミを幸せにしたい。いや、キミを幸せにする」

「蒼一さんっ……！」

　彼の言葉で、専務に問われていた覚悟も一気に決まる。

　蒼一さんが一緒にいてくれるなら……彼のためなら、なんだって頑張れそうだ。

「そういうことだから。兄さん、いいよね？」

　蒼一さんは、呆然と立ち尽くしたままだった専務にたずねる。

　彼は浅く頷き、フッと気が抜けたように笑った。

「ああ……いいよ、別に。そうなるべきだと……俺だって思っていたからな」

　小さく呟かれた言葉からは、未練が滲んでいた。

　蒼一さんが社長になるべきだと思いながら、心のどこかで本当は社長になりたくて、ただ、その自信がなかっただけなのかもしれない。

　蒼一さんは少し黙って専務を見つめたあと、ニヤリと口角を上げた。

「じゃあ……そういうことで。俺は社長になったら、葉月と住む家、あと別荘を国内と海外にいくつか建てさせてもらおうかな」

　え……そ、蒼一さん、いきなり一緒に住む家って、早すぎるんだけど……。

　私が戸惑っていると、専務はうっとうしそうに片眉を上げた。

「いいんじゃねぇの、別に。ってか、そういう話は葉月ちゃんとすれば――」

「いや、会社の経費で建てさせてもらおうと思っているから」

　蒼一さんがハッキリした声で告げる。

　私は言葉を失った。

　な……何を言いだすの？

「は!?　お、おま……自分が何言ってるか、わかってんのか？」

　専務も焦りながらたずねる。

　蒼一さんは至って落ち着いていて、コクリと満面の笑みで頷いた。

「もちろん、わかっているよ。モデルルームとしてなら建てられるでしょ？　旅行だって、出張費としてごまかせばいくらでも行き放題だ。社長の権限で、建設したホテルも泊まり放題にさせてもらう。まぁ、多少袖の下がいるだろうけど、それくらいは別に――」

「そ、蒼一さん!?」

　目の前にいるのは、もしやニセモノの蒼一さん!?　もしくは、誰かに洗脳されてる!?

　そんな風に疑いたくなるほど、今までの真面目な彼からは、想像もできないことを急に言いだした。私は何度も目をまたたかせる。

「そんなこと許されるわけないって、賢いお前ならわかるだろ。何が目的か知らねぇけど、見え透いたウソをつくなよ」

　あまりに突拍子もない蒼一さんの言葉を、偽りだと思ったらしい専務は苦笑した。

「ウソじゃない。今まで兄さんばかり大事にされて……俺はずっと兄さんのサポート役として育てられてきたんだ。そんな屈辱わかるか？」

「蒼一……」

　蒼一さんの気持ちが伝わってきて、私も専務も言葉を失う。

「だから、閂に対していろいろたまってるんだよ」

「……確かにいつも俺は、お前より優遇されてた。お前は閂家に恨みがあるのかもしれない。けど、それと会社の金に手をつけるのは違うだろ！」

　専務が蒼一さんの胸ぐらをつかむ。

　遊んでばかりの専務も、さすがに会社の経費に手をつけるなんてことは、考えなかったらしい。

「兄さんに口出しする権利はないよ。ああ……俺が社長になったら、兄さんには専務の座からも退いてもらうよ。どうせ、会社での評判はあまりよくないし、反対する人は少ないだろうから……」

　蒼一さんは悪そうに口角を上げた。

「ふ、ふざけんな！　今までの恨みをはらすために社長になるなんて間違ってるだろ。閂家をつぶす気か!?」

　専務の顔は紅潮し、頭の血管が切れてしまうのではないかと、ハラハラする。だけど、私も同じ気持ちだった。

　蒼一さんが……こんなこと言いだすなんて……。

「つぶす気はない。ただ、好きにさせてもらうだけだ」

「好きに……って……あり得ねぇだろ」

　落胆した専務は、蒼一さんのスーツから手を離し、うなだれる。

　それを見た蒼一さんは、クスリと微かに笑った。

「それが嫌なら……兄さん、俺を止めてみろよ。幸い、新社長就任まであと一年以上あるから、評判は取り戻せるんじゃないの？」

　蒼一さんは余裕たっぷりに言ってのける。

　すると、うなだれていた専務が顔を上げた。

「……ああ、やってやろうじゃねぇか！」

　あ……専務、いい顔になってる。

　顔を上げた専務はキリッと眉を吊り上げていて、熱い眼差しで、力が入っているように見えた。

「待ってろよ、お前が社長になることは許さない……社長には……絶対、俺がなる！」

　専務はそう言うと、ドアのほうへ歩きだした。

　蒼一さんはそれ以上何も言わず、ただ黙って彼を見送っている。

　専務はドアノブを握ると、しばらくそこで制止し、ゆっくりと蒼一さんのほうを振り返った。

「まさか……お前が、復讐のために社長になると言いだすとは思わなかったよ。しかも、会社の金で女と住む家を建てる……なんてなぁ。お前、葉月ちゃんと出会って、ダメな男になったな」

　蒼一さんを軽く嘲ちょう笑しょうすると、部屋から出ていった。

　部屋に残った私は、ただ唖然と立ち尽くしていた。

　蒼一さんのことが理解できない。なんで、急に変わっちゃったんだろう。専務にコンプレックスがあるとは思っていたけど、まさかここまでとは思わなかった。

　やっぱり私が蒼一さんをダメにしちゃったの？

　でも、家を建ててほしいと頼んだこともないし、旅行に行きたいとも言っていないのに。

　混乱していると、蒼一さんがハァと緊張感を解くように、大きく息を吐き出した。

「すまない。葉月がダメにした男の人数を、増やしてしまったようだ」

　肩をすくめ、眉尻を下げる。

　私もまさか、この状況で記録の更新をするとは思わなかった。

　でも、あれ……いつもの蒼一さんに戻った気がする……。

「い、いえ……あの、蒼一さん……今のは演技……ですか？」

　今までの蒼一さんの言動からは到底想像できなくて、ふいにそんな考えが頭をよぎった。いや、そうであってほしいという願いがかなり強い。

「ああ、閂の家に恨みなんてないよ。それに、会社のお金を私用に使うはずがない」

「よかったぁ……」

　経費を乱用する蒼一さんを、好きになったわけじゃない。もしそんな風に変わってしまったのなら、どうやって正そうかと焦っていたところだ。

「前に葉月に言われた通り、社長の座は譲り合ってなるんじゃなくて、競い合って、奪い合うものだと思ったから。一度、兄さんと本気でぶつかってみたかったんだ」

　ニコリと笑った蒼一さんは、いつもの彼だった。

　なんだ……蒼一さんはやっぱり、彼なりに考えていたんだ。

　心からホッとする。

「よく、専務をその気にさせることができましたね」

　今まで難しかったのに、今はうまくいった。おめでとうと拍手を送りたいくらいだ。

「『俺が社長になる』って言ったとき……気づいたんだ、兄さんがすごく不服そうな顔をしていることに。未練があるんだなぁって思ったから、けしかけてみたら成功したよ」

　蒼一さんは嬉しそうにはにかむ。作戦が見事にキマッて嬉しいのだろう。

「す、すごい……イチかバチかじゃないですか」

「ああ。もちろん、俺は心から社長になりたいと思っているから、このままなってもよかったんだけど……やっぱり兄さんにも本気になってもらいたいからね」

　話している蒼一さんは、とても清々しい顔をしていた。

「専務も蒼一さんに、コンプレックスがあったのかもしれないですね。だから、蒼一さんと張り合うことを放棄していた……とか」

「どうかな。ただの天あまの邪じゃ鬼くかもしれない。イマイチつかめない人だから」

　安堵する蒼一さんは、新しい未来が開けたようにスッキリとした顔をしていた。

「つかめないって言いますけど、蒼一さんは専務のことをよくわかってますよ。どんなに専務が社内でダメな人だって言われても、ずっと尊敬してたじゃないですか」

　まさか、専務が会社のためを思って政略結婚を受け入れ、弟のために私に覚悟を問いただしてくるとは思わなかった。すごくいい人なんだと感じた。

「それに、専務のことを理解しているから、咄嗟に作戦が浮かんで成功するんです」

　私が笑って言うと、蒼一さんは少しだけ口を閉ざした。

「……じゃあ、俺は葉月のこと……ちゃんと理解できているかな？」

「えっ……ど、どういうことですか？」

　専務の作戦について話していたのに、私のことを言われて首を傾げる。

　すると、蒼一さんが顔を近づけてきて微笑んだ。

「俺は……葉月のことが気になったから〝ダメにしてもらう〟という作戦でキミに近づいた。すべて、キミの気を引くために。やっと全部話すことができた。この作戦、成功したかな？」

「そ、それは……」

「俺は好きだよ、本当に……大好きだ」

　私の戸惑いをすべて消し去るように、蒼一さんの黒々とした瞳に熱く見つめられる。

「っ、蒼一さん……！」

　もう、顔を逸らすことができない。真面目で紳士でちょっと策士で、まっすぐ私を見つめてくれる、彼のことが大好きだから。

「顔が真っ赤だ」

　クスリと笑われ、思わず頬を押さえる。お風呂上がりかと思うほど熱くなっていた。

「だ、だって……」

「真っ赤になった理由を、聞かせてくれないかな？　……お願い」

「ズ、ズルいです……それ、気持ちを聞いているのと同じですよ」

　しかも、〝お願い〟なんて……私はきっと、友達や妹たちから言われるお願いより、蒼一さんのお願いに一番弱い。きっと、なんでも聞いてしまう。

　私が上目遣いで見ると、蒼一さんは困ったように笑った。

「仕方ないでしょ、好きな人の気持ちは気になる。聞かせてくれないかな？」

　蒼一さんはそっと私の背中に腕を回すと、ギュッと抱きしめた。壊れ物を扱うように繊細で優しい触れ方なのに、逃れられないと思うほど力を感じる。

「す……好きです。蒼一さんのことが好きです」

　彩子さんと自分を比べたり、専務に大企業の家に嫁ぐ覚悟を問われて、不安になったけど……蒼一さんを好きだから。頑張っていきたい。

「蒼一さんのそばに、いさせてください」

　今なら、なんでもできそうな気がする。それは、蒼一さんがいるから……。

「ああ……これから一緒に並んで歩く人は、葉月以外に考えられないよ。嫌だって言っても離さない」

　私を抱きしめていた蒼一さんの手がゆっくりと動き、頬に触れ、親指でそっと耳たぶをなぞった。

「これからは、本当の恋人として……頼むよ、葉月」

「はい。こちらこそ……よろしくお願いします」

　ふたりで微笑み合い、自然と唇を引き寄せ合う。ふわりと触れた唇は優しくて、まるで好きだと伝えられているよう。

　これからは彼の力になれるよう、しっかり頑張りたい。私のことを支えると言ってくれたけど、私だって彼を支えたいから。

「行こうか、葉月」

「はい」

　手を取り合い、部屋から出ていくために一緒にドアを開ける。

　まるで、未来の扉を開けるように、ウキウキしてしまう。

「あっ、水炊きのお店……かなり遅くなっちゃいましたけど、大丈夫ですかね？」

「そうだな。電話しておこう」

「いえ、私が電話しますよ」

　バッグからスマホを取り出すと、それを大きな手で制されてしまった。

「いい。俺がする。……葉月のことは甘やかすって決めたから」

「えっ、そ……蒼一さん。それじゃ……私、なんにもできないダメな女になっちゃいますよ……」

　じっと蒼一さんを見ると、彼はクスッと笑って、頭をポンと撫でてきた。

「大丈夫だよ。俺が素敵な女性にするから」

　手を引っ張られ、一緒にホテルを出る。

　二十一時近くになった街はキラキラと街灯や店の明かり、ライトアップで輝き、隣にいる蒼一さんを美しく照らす。

　私たちは手を強く握り合い、光が溢れる街並みへと、一歩踏み出したのだった。







十章　輝く未来













　蒼一さんと想いが通じ合ってから、二年近く過ぎた。

　技術部との打ち合わせが終わり、設計部へ戻っていると、すれ違う女性社員たちから視線を感じた。

　この感じ……前の私と似てる。

『瀬那と付き合うとダメになる』とウワサが流れていた私。そのときと似た気配を感じ、黒髪のボブをかき上げて、ボソボソと聞こえてくる声に耳を澄ました。

「あー、アイツよ、広瀬。総務部の江え田ださんをもてあそんだヤツ」

「え、設計部の広瀬さんって、営業部の派遣の子と付き合ってなかった？」

　……なるほど、広瀬くんのウワサか。

　私の隣には、パソコンを抱えた広瀬くんが背を丸めて歩いていた。

「広瀬くん、ずいぶん有名人ね」

　ウワサをしている女性たちの視線は、すべて広瀬くんに注がれている。

　彼はガックリとうなだれて、情けない声を出した。

「笑い事じゃないですよ、ホント……女子の情報網、甘く見てました」

　明るい色でふわふわとしていた髪は、ダークブラウンに落ち着き、キレイめの服をよく着るようになった。

　大人っぽくなり、さらにカッコよくなったものの、このウワサのせいで今は彼女がいないらしい。

「あー……クリスマスイブにひとりなんて、ついてない」

　今度は頭を上げ、天井を見上げながら嘆なげく。

　うーん……見ていて飽きない。

　今日はクリスマスイブ。去年は彼女がいたみたいだから、余計にこたえるんだろうけど……。

「自業自得でしょ。会社の女の子には、手を出さないんじゃなかったの？」

　私のウワサが流れたとき、気をつけようと身体をブルブルさせていたのに。結局、多くの女性社員に手を出し続けていた。

「いやぁ、忙しすぎて。飲み会行く暇もなかったんで、手っ取り早く……みたいな」

「サイテー……」

　これはかばいようがないわ……。心の底から思う。

　容姿はあか抜けているし、性格は明るくて人懐っこい。モテるのはわかるけれど、それだけでは悪いウワサは流れない。

　本人が多くの人に〝手を出しては捨てて〟というのを繰り返した結果だ。

　エレベーターまで行き、ボタンを操作しようとしたら、広瀬くんが先に押した。

「これでも反省してるんです。だから、クリスマスも年末年始の休みもひとり！　そういえば、瀬那さんのウワサは聞かなくなりましたね」

「そりゃ……もう、二年近くも前の話になるから……」

　専務にホテルの会議室に連れ込まれ、蒼一さんに助けてもらったのは去年の二月。

　社長は今年の年始早々に発表があり、蒼一さんに決まった。

　ただ、専務の力が足りなかったわけではない。

　蒼一さんに触発されて、やる気を見せた専務は、あれから人が変わったように仕事に真摯に取り組んだ。

　ただ、あまりの変わりように、すぐに気が変わるだろうと思っていた人も多く、みんなが半信半疑で見守っていた。

　実は私と蒼一さんも、この頑張りがいつまで続くのだろうと……少し心配だった。

　だけど、そんな私たちの心配をよそに、専務は仕事にやりがいを見いだしたらしい。海外の業者とやり取りをし、新しいプロジェクトを立ち上げて大活躍だ。

　その働きぶりは、役員や社員たちも目を見張るほどで、いつしか〝チャラい専務〟というイメージはなくなり、女子社員にも『口説かれちゃった』なんて言う人はいなくなった。

　ただし『昔、口説かれたのよ』と自慢する女性社員は、多数溢れている。

　会社での専務の評判は格段に上がり、いつの間にか専務が社長になることを反対する人は、社内にはいなくなった。あとから蒼一さんに聞いた話だと、どうやら専務は〝社長になる〟と言ってホテルの会議室を出たあと、すぐにうまく乗せられたことに気づいたらしい。

　だけど演技までして、自身を奮起させようとしてくれた蒼一さんの思いに胸を打たれ、心を入れ替えたようだった。

　プロジェクトを成功させた専務は海外に目を向けだし、グループ会社を設立した。そして社長になり、閂建設では非常勤の専務となっている。

　専務が社長になってもおかしくない状況だったけれど、蒼一さんも負けていなかった。あれからいつも以上に仕事で成果を上げ、次々と大きな契約をまとめ、元カノである彩子さんとも、また業務提携を行うことが決まった。

　しかも、その設備に私も関わることとなった。

　だけど、気まずさはない。

　彩子さんは去年の六月に大手広告代理店の御曹司と結婚しているし、何より蒼一さんが私のことをとても大切にしてくれているから。不安なんて全くない。

　蒼一さんが懸念していた閂家の問題も、会長に就任したふたりの父親が、親戚の方々にうまく説明してくれたらしい。

　どうやら会長が早々に社長交代を公にしたのは、蒼一さんと専務に、本気でぶつかり合ってもらうためだったようだ。そのぶつかり合う期間を設けるために、一年以上も前に発表したらしい。

　そんな大胆なことができるのは、さすがふたりの父親であり、大企業の社長だと思った。

「二年かぁ……社長と付き合い始めたのも、それくらいですよね。順調ですか？」

　会社には私たちの関係は内緒にしているけど、広瀬くんには正式に付き合い始めたことを話している。

　私は言わなくてもいいと伝えたけれど、蒼一さんが『葉月は俺のものだっていう牽制になるから』と言って譲らなかった。

　蒼一さんが心配するようなこと……絶対ないんだけどなぁ……。

「順調だよ。ちゃんと仲良くしてる」

　エレベーターが到着すると、先に広瀬くんが乗り込み、続いて私が入った。

「ですよねー。だって、社長夫人になる準備万端ですもん」

　広瀬くんがからかうように笑いながら、私の服装を上から下まで見た。

「なっ……ち、違うよ。これは、別に……」

　私はエレベーターの角に身体を寄せて、うつむいた。顔が熱い。

　別に……社長夫人なんて意識していない！　……とは言い切れない。

　今まで緩いパンツスタイルに、ローヒールのパンプスが多かったけど、現場での仕事がないときは、スカートに少しヒールのあるパンプスに変わった。

　もちろん、いつ現場に呼び出されてもいいように、ロッカーには作業着やパンツ、スニーカーに安全靴も常備している。

　平日や、土日の空いている時間は、英会話やマナーレッスンへ通うようにもなった。いつ社交的な場へ出ても恥ずかしくないようになっておきたいから。

　プロポーズもされていないのに、先走りしているかもしれないけれど、蒼一さんのそばにいるために、自分にできることを考えた結果だ。

　どれもまだ中途半端な出来なので、彼には秘密にしている。

「けど、社長になっても……評判はあの頃と変わりませんね」

「まぁ……蒼一さんだしね」

　蒼一さんの真面目ぶりは、ずっと変わっていない。

「でも、瀬那さん。そろそろ、社長に何か言われたんじゃないんですか？」

「い、言われるって？」

「ほら、プロポーズ。お互い、いい歳なんだから……」

　エレベーターが設計部のある階へ到着し、私が先に降りる。

「いい歳って……ひどいよ。ま、まだ二十九歳だよ」

　確かに来年の五月で三み十そ路じ突入だし、蒼一さんは今月の始めに三十四歳になった。

　……結婚するにはいい年齢かな、とは思うけど、自分から言いだせるはずもない。

「まぁ、その話はやめ。仕事よ、仕事。笹部さんが戻ってきたら、打ち合わせしよう」

　設計部のオフィスへ入る前に、広瀬くんに注意する。

　社内で、私と蒼一さんが付き合っていることを知っているのは、専務と広瀬くん、それとコンペで争った谷町さん。

　ただ、谷町さんには正式に付き合いだしたことを報告したのではなく、仮で付き合っていたときから誤解されたままなだけ。仕事がやりづらくなるので多くの人に知られないようにしている。

　私は広瀬くんとともに、設計部のオフィスへ入る。

　慌ただしい様子や、残業で残る人が多いのは相変わらずだけど、この二年の間に人事異動があり、メンバーは少し変わっていた。

「戻りました」

　私の席は前と変わらない。隣の広瀬くんも向かいの笹部さんも変わらないけど、対角線上にいた古川さんは公共事業の担当となり、席が移動した。

　代わりにやってきたのが谷町さんだった。

「お疲れさまです」

　谷町さんはこちらに目を向けることもなく、蚊の鳴くような声で言う。

　あれから特に絡まれることもなく、蒼一さんとのことについても黙ってくれていた。

　しかも、本気でやる気を出した谷町さんは、全国に展開しているヘアサロンの照明デザインを任されるほどになっていた。

　いざこざはなくなったけれど、相変わらずの無口と無愛想さは健在。谷町さんが席を替わってきたばかりの頃、広瀬くんが『この席って、無口な人が来る決まりなんですかね』と、げんなりしていた。

　そんな広瀬くんも、今は無視されるのがわかっていながらわざと谷町さんに話しかけ、彼のスルースキルを楽しむという、妙な遊びを見つけていた。

　私が打ち合わせの資料を片づけていると、笹部さんが別の会議から戻ってきた。

「おい、広瀬ぇ。お前のウワサすげぇのなぁ。どれだけ手ぇ出したんだよ。何人も名前が出てきてるぞ」

　ニヤニヤしながら、広瀬くんに話しかける。どこかで広瀬くんのウワサを耳にしたらしい。

　笹部さんの肌は一昨年よりさらに焼け、毎年のことながら、本当に今が冬なのかわからなくなる。

「覚えてませんよ。普通に声かけてくれた子と一夜だけ……とか、結構多かったんで。ていうか、瀬那さんのときみたいにフォローしてくださいよ」

　広瀬くんがまいったように、笹部さんに泣きつく。

「だって、お前は仕事がなぁ……」

　笹部さんは渋い顔をしながら私を見てくる。

「まぁ……成長しましたよ」

　私も笹部さんに乗っかって、広瀬くんを憐みの目で見つめた。

「瀬那さんまでひどい……」

　広瀬くんはすっかり落ち込み、だけどすぐに仕事に取りかかった。

　本当はよく成長したし、仕事もできるようになってくれたので、私も楽になったと褒めてあげたいくらいだった。

　だけど彼は、褒めすぎるとすぐに天てん狗ぐになるので、ほどほどくらいがちょうどいい。

　資料を片づけ終えた私がデスクで仕事を再開していると、設計部の部長がこちらに歩み寄ってきた。

「瀬那さん、ちょっといいかな」

「は……はい」

　なんの話だろう。

　心当たりがなく、戸惑いながらもついていくことにする。

　蒼一さんのことがバレたのかな？　それなら、やましい付き合いをしているわけじゃないから、きちんと話をさせてもらわなくちゃ。

　そんなことを考えながら部長の後ろを歩いていると、連れていかれたのは設計部の小会議室だった。

　会議用の横長のテーブルがふたつほどある部屋で、部長は中に入ると、入口のそばで立ったままこちらを向いた。

「一昨年……コンペでキミの設計が採用になった中型商業施設だけどね、照明普及会の照明デザイン賞を受賞したよ」

「えっ!?　ホントですか……！」

　私が設計したその施設は、今年の一月にオープンとなり、多くの女性客が足を運んでいると聞いた。

　設計しながら思い描いていた以上に素晴らしい出来となり、クライアントからも好評で私も自信があった。

　照明普及会のデザイン賞……笹部さんが前に受賞したのと同じものだ……。

　海外の賞みたいに大きなものではなく、国内の賞だけれど、初めて自分の設計で受賞でき、嬉しさが込み上げてくる。

「今朝、連絡があった。年明けには社長からも表彰があると思うから、そのときはきちんと振る舞うようにね」

「はい、ありがとうございます！」

　部長はそれだけ言うと、会議室から出ていった。

　残った私は、じわじわと溢れてくる嬉しさを、ひとりで噛みしめる。

　やっと、やっと……自分で賞をつかみ取れた！

「やったぁ……！」

　小さくジャンプし、ガッツポーズをする。

　こんなところ、誰かに見られたら恥ずかしくてたまらない。

　これで、少しは蒼一さんの隣にいても、ふさわしい女性になれただろうか。少しは胸を張ってもいいだろうか。

「……でも、次は海外の賞が欲しいな」

　ひとつ目標を達成したら、すぐに新しい目標が出てきてしまう。自分で思っていたより、欲張りな性格なのかもしれない。

　それもこれも、もっと蒼一さんのそばにいて、ふさわしい女性でありたいと思うから。

「社長から表彰かぁ……」

　社長室で表彰される自分を想像すると、なんだかくすぐったくなってくる。

　私はニヤけそうになる顔を引きしめると、会議室から出た。

　設計部に戻ると、笹部さんたちに報告し、お祝いの言葉をもらった。谷町さんは「そのうち、僕も取るよ」とやる気をみなぎらせていた。




「私、今日はお先に失礼します。あと……明日はお休みをいただきます」

　私は定時になると、片づけの準備を始めた。なんといっても、今日はクリスマスイブ。蒼一さんと食事の約束をしていた。

　このときのために、十二月は毎日のように終電で帰り、仕事は明日のぶんまでバッチリ終わらせた。何かあれば、広瀬くんに対応してもらえるよう引き継ぎも完了している。

「おお、クリスマスか。俺も早く帰らないとなぁ……ケーキ、頼まれてるんだった」

　笹部さんは困ったように眉をハの字にして、シャーペンの先で額をかく。

「いいですね……俺は今日も終電で帰ります。ツリーとかカップルとか見たくない」

　広瀬くんは、じとっとした目で私を見てくる。

　うーん、終電で帰ったところで、今日はツリーもカップルも溢れていると思うけど。

「お疲れさまです」

　谷町さんは特に何も言わず、見送ってくれる。

「じゃあ、お疲れさまでした」

　私はみんなに笑顔で挨拶をし、オフィスを飛び出した。

　蒼一さんは外で打ち合わせがあるらしく、そこから直接、私の家に迎えに来てくれる。それまでに着替えて、メイクも直しておきたい。

　十八時を過ぎた街は、どこからかクリスマスソングが流れ、サンタの格好をしてお客を呼び込んでいる人や、トナカイのカチューシャをつけた人がいる。

　行き交うカップルや家族は、キラキラにライトアップされた街の中を、幸せそうな顔で歩いていた。

　私が信号待ちをしていると、一台の高級車が通り過ぎ、そしてすぐそばの路肩で駐車した。

　何げなく見ていると、女性がひとり降りてくる。

　その姿に、私はハッと目を見開いた。

「久しぶり！　葉月さん……よね？」

　降りてきたのは彩子さんだった。

　頭をキレイにアップにし、ファーがたっぷりついたベージュのロングコートに、下からはシャンタン素材のドレスと思われる裾すそが覗いている。高いヒールのパンプスを履き、コツコツと音を鳴らしながら私に歩み寄ってきた。

「彩子さん……！　お久しぶりです」

　信号が青となり、人々が動きだす。私は端に寄って、彩子さんと話すことにした。

　彩子さんを見るのは、二年近く前に蒼一さんと彼女が一緒にウェディング情報誌を眺めているところを、私が勘違いしたとき以来だった。

　あのときと変わらず快活な印象があり、とてもキレイ。変わったところといえば、左手の薬指に指輪がはめられていることくらいだろうか。

「今日はクリスマスイブなのに、オシャレしてないのね。蒼一とはデートしないの？」

　彩子さんは、わざとらしく挑発的な笑みを浮かべてたずねてきた。

　蒼一さんとは業務提携を結ぶために何度か会っているので、私たちが付き合っていることは、彼から聞いているようだ。

「これから帰って着替えます。……蒼一さんが、迎えに来てくれるので」

　挑発に応えるように、ちょっとだけ自慢げに言ってみる。

　すると、彩子さんはフッと優しく微笑んだ。

「仲良くやってるんだ……よかった。そうじゃなきゃ、私も諦あきらめた意味がないものね」

　そう言う彼女の表情は愁うれいを帯びて見える。

「彩子さんは……やっぱり、蒼一さんを好きだったんですね」

　私の言葉に、彩子さんはなんの臆面もなく頷く。

「ええ、今でも好き」

「えっ……」

　ハッキリ言われ、動揺してしまう。

「大丈夫よ、奪ったりしないから。わかってるの、あの人のところには、私の幸せがないって。だから、諦めた。あなたのせいじゃないわ。まぁ……諦めるきっかけにはなったかな。あなたといた蒼一が幸せそうだったから。つい意地悪したくなって、〝友達なのね〟なんて言っちゃったけど」

「彩子さん……」

　あのときはまだ正式に付き合っていなかった。それでも、蒼一さんが幸せそうに見えていたのなら嬉しい。

「二年前……私が『やり直さない？』ってたずねたら、あの人は何も答えなかったでしょ。私の言葉、冗談だって受け取ったのよ。……試したのよねぇ、あのとき。本気で答えてくれていたら、まだ頑張れたんだけどな……」

　彩子さんは切なげに笑った。

　蒼一さんと仮の恋人としてデートしている最中、彩子さんに道端で遭遇したときのことを思い出す。

　あのとき、蒼一さんは確かに何も言わなかった。あとで聞いたら、彩子さんの言う通り、冗談だと思っていたらしい。

　彼は、彩子さんの言葉の裏にある想いを探ろうとしなかった。……それは、彼に気持ちがなかったから。

「あてつけに、結婚が決まったとき、ウエディング情報誌を見せてやったわ。あなたと別れて、私は幸せなのよ、幸せになってやるのよーって。ちょっとスッキリした」

　私が蒼一さんと彩子さんの仲を勘違いした場面は、そのときだ。

　彩子さんは複雑な想いだったに違いない。

　でも、今の彼女は……。

「彩子さんは今……幸せなんですね」

　今も好きだという蒼一さんと別れ、別の人と結婚している。それでも、彼女は満たされているように見えた。

「うん、幸せ。彼、すごくいい人だし、私を大事にしてくれるし……立巳不動産のこともよく考えてくれるから。政略結婚で愛がないだとか言われるけど、仕方ないじゃない。私はそういう利益もなくちゃ、結婚できないのよ。それでもいい人と出会えたし、彼と結婚したことで立巳家は安泰なの。私の幸せって……こういうこと」

　彩子さんは、こちらまで幸せな気持ちになるほど、満面の笑みを見せた。

「あなたも……幸せでしょ？」

　蒼一さんの顔が頭に浮かぶ。あの人のそばにいて、彼を支えられることが今は何より嬉しい。

「……はい、もちろんです！」

　私が頬を目一杯ほころばせると、彩子さんも嬉しそうに笑った。

「ああ、もうこんな時間……じゃあ、またゆっくり話しましょう」

　彩子さんは腕時計に視線を落とすと、颯爽と車へ戻っていった。




　クリスマスイブの夜は騒がしい。

　蒼一さんに連れられてきたのは、老舗しにせの店が立ち並んでいる界かい隈わい。その一角のビルの中にあるフレンチレストランだった。

　十階からは、ライトアップされたクリスマスツリー、カラフルな看板や煌こう々こうとした店の電飾、大通りを行き交う忙しない車のライト……さまざまな明かりで、賑やかな街並みを見下ろすことができる。

　窓際の席で丸いテーブルを挟み、私たちは向かい合わせに座っていた。

　テーブルの中央にはキャンドルの火がゆらゆらと揺れていて、高級なレストランにいても、それを見ていると少しだけリラックスできる。

　よかった……ちょっとよそ行きの格好をしてきて。

　私は先週買ったばかりのタイトなワンピースを着ていた。濃紺のシックなワンピースは上品で、ウエストにデザインがあしらわれているのでスタイルがよく見える。

　私が自分の格好にホッと胸を撫で下ろしていると、海外ブランドのスーツをサラリと着こなした蒼一さんがグラスを持ち上げた。

「照明デザイン賞、おめでとう」

「ありがとう」

　ミネラルウォーターが入ったグラスと、赤ワインが入ったグラスを小さく合わせる。

「二年くらい前に、コンペで採用になった設計のものだよね。すごいよ。前に受賞したのは、ほとんど先輩にデザインしてもらったものだって言っていたけど、今回は本当にキミのデザインだ」

　蒼一さんが自分のことのように喜んでくれる。

　こちらまで、頬がほころんだ。

「うん、まさかもらえるとは思ってなかったよ。建物自体が小規模だったし」

　二年も経てば敬語は自然となくなった。

　でも呼び方は〝さん〟付けのまま。そのほうがこれから社交的な場に参加するようになったときにいい気がしたので、そのままにさせてもらった。

「これで……少しは蒼一さんに、ふさわしい人間になれたかなぁ……」

　独り言のようにこぼすと、蒼一さんがクスリと笑う。

「ふさわしいって……そんなに頑張らなくてもいいのに。葉月はそのままで充分、魅力的だから」

　蒼一さんは、よくそんなことを言ってくれる。私に負担にならないように思ってくれているんだろうけど……。

「蒼一さん……甘いよ」

「葉月にはストレートなほうが響くからね」

　蒼一さんの言葉なら、なんでも響くんだけどね……。

　恥ずかしくてたまらないから、そんなこと言えないけど。

　付き合うようになって、蒼一さんは甘い言葉を頻発するようになった。

　そのたびに、こちらの心臓が反応するから困りものだ。

　彩子さん、やっぱり私は幸せです。

　昼間に彩子さんと会い、『幸せでしょ？』と聞かれたことを思い出す。

「葉月、何かいいことでもあった？」

　あまりにも頬が緩んでいたのか、メイン料理であるシャントン豚のローストを切っていると、蒼一さんからたずねられる。

「うん……実は今日、彩子さんに会ったの」

　もう、蒼一さんの前で彩子さんの名前を出しても、胸が苦しくなることはなく、平常心でいられる。

「彩子と？　彼女、幸せそうだっただろ？」

　蒼一さんは穏やかな顔をして、シャントン豚を口に運ぶ。

　仕事を通して何度か会っている蒼一さんは、彩子さんの近況を知っていた。

「うん……周りからは政略結婚だから、愛がないみたいに言われるけど、私は幸せだって。本当に素敵に笑ってたよ」

　昼間の彩子さんのことを思い出しながら、蒼一さんに伝える。私まで、笑顔になってしまう。

「ああ。この前会ったときも、俺と付き合っていたときには、見せたこともないような笑顔だったよ。俺じゃ、いくら長い時間一緒にいても、たとえ結婚しても……彩子をあんな風に笑わせることはできなかっただろうな」

　蒼一さんは昔を懐かしむみたいに、テーブルのキャンドルを見ながら瞳を細めた。

　彼も、彩子さんと同じように思っていたのかもしれない。自分の幸せのある場所は、ここじゃない……と。

「それに、あのまま付き合っていても、俺も今みたいに笑えていないと思うよ」

　そう言って、蒼一さんはニッコリと優しく微笑んでくれた。




　食事を終えると、蒼一さんは『キミを連れていきたい場所がある』と言い、車を走らせた。

　賑やかな大通りを抜け、あまり人ひと気けのない道へと進む。

「葉月が選ばれた賞、年明けに社長室で表彰式するんだったな。会社で面と向かい合ってお祝いするなんて、不思議な感じがする」

「うん、現場で会うときとは、違う気恥ずかしさがあるよね」

　ふたりでクスリと笑っていると、建設中のビルのそばを通った。

　閂建設が建てている商業ビルで、私が照明を担当していた。

「そういえば、このビルも評判いいよ。クライアントが、営業のときによくお世話になっていた人なんだけど、葉月の仕事ぶりをとても褒めていたよ」

「ホントに!?　なんか、蒼一さんと会ってから、私は調子がいいみたい」

　デザイン賞は取るし、褒めてもらえる。何より、こんなにも気持ちが満たされている。

「よかった。俺は葉月をダメにせずに済んでいるんだね」

　蒼一さんはホッとしていた。

「私も、今のところ蒼一さんをダメにせずに済んでるしね」

　蒼一さんが社長になってから、まだ八ヵ月。

　それでも閂建設は次々に事業を成功させ、株価も上がっている。専務の海外での活躍も、後押ししてくれているようだ。

　三十分ほど走った車は、植物園や陸上競技場などが併設された公園で停まる。

　車から降りると、冷えた空気が頬を掠めた。

「蒼一さん……ここは？」

　クリスマスだし、てっきりイルミネーションがキレイな場所にでも連れていってもらえるのかと思っていた。

　蒼一さんと広い公園の中を歩き、芝生の上に行く。

　マフラーに口元までうずめながらたずねると、蒼一さんが上を向いた。

「いつも人工的な光ばかり見ているだろうから……たまには、こうして星を見るのはどうかなって思って」

　私も蒼一さんにならって夜空を見上げると、冬の澄み渡った空に、星がキラキラとまたたいていた。

　広い原っぱに立って無言でいると、その夜空に吸い込まれそうに感じる。

「葉月はさ……俺がこれから、ダメになると思う？」

「……え？」

　唐突にたずねられ、夜空を見上げていた私は聞き返した。

　蒼一さんも上から私のほうを見ていて、自然と目が合う。

　彼の黒目がちな瞳に、星が映っているように見えた。

「さっき〝今のところダメにしてない〟って言っていたから……これからダメになると思ってるのかな、って。俺は……全然、そんな気はないよ。葉月のために、カッコよくありたいと思ってるんだ。だから……ダメになるはずがない」

「蒼一さん……」

　揺らぐことなく、強い意志を伝えられ、心臓がキュッと高鳴る。

　今まで、自分が人をダメにするというウワサを少し気にしていた。

　心の底にあった不安が、今、消し去られていくのを感じる。

「何をやっても兄さんのほうが上だと思い、兄さんにコンプレックスを抱いていた俺を、葉月が乗り越えさせてくれたんだ。それでやっと、俺は俺なんだと認めることができた。だから、社長になれたんだ……葉月のおかげだよ」

　蒼一さんが、そっと私の肩を抱き寄せる。

　私は彼に身体を預けるように、胸板へ頬を寄せた。

「葉月が俺を社長にしてくれたんだ。俺ひとりじゃ絶対になれなかったし、こんな風に兄弟仲もよくなっていなかったと思う。……ありがとう」

「ううん。多分……いつか、こうなってたと思う。それが、私が現れたことで少し早くなっただけだよ」

　お互い、相手を認め合っていた兄弟なのだから、いずれは社長の座を奪い合って、協力して閂建設を大きくしていたんじゃないかと思う。

　しかし、蒼一さんは「いや」と言って譲らない。

「葉月のおかげだと俺は思う。だから……絶対落ちぶれたりしないよ。約束する」

　蒼一さんは耳元でそう囁くと、そっと私の手を取る。

「……蒼一さん？」

　私の左手をエスコートするかのように持ち上げると、その薬指にそっとシルバーのリングを通していく。

「大好きだ。ずっと……俺の隣にいてほしい」

　リングの上にはダイヤが煌めいている。まるで、見上げた夜空に散らばる星をすべて集めたかのような輝きだ。

「葉月。俺と結婚、してくれませんか？」

　甘い声が降り注ぎ、目の前が一瞬何も見えなくなる。瞬きをすると、次から次に頬を熱い滴が伝っていった。

「っ……ありがとう。蒼一さん、大好きです！」

　私は涙を拭うこともせず、小さくジャンプして彼の首に腕を回した。

　これからもっと、もっと……蒼一さんにふさわしい女性になれるよう、頑張らなくちゃ。

　そう思うと、負担になるどころか身体の奥から力が湧いてくる。

　蒼一さんにギュッとしがみつくようにしていると、彼が顔を動かして頬にキスしてくれる。それに応えるように唇を向けると、今度はそこに触れるだけのキスをしてくれた。

「……まずいな。早く、俺の家に帰らないか？」

「えっ、ど……どうかした？」

　今、星を見に来たばかりなのに……。

　蒼一さんにたずねると、彼は頬をわずかに赤くしていた。そして、私の耳元に再び唇を寄せる。

「早く、キミを抱きたくてたまらない」

　甘い声で囁かれた言葉に、身体の芯から熱くなる。

「ちょっ……そ、蒼一さん！」

「大丈夫、ちゃんと安全運転で帰るよ」

　蒼一さんはニッコリ笑うと、私の手を引いて車まで戻った。




　一等地に建つタワーマンションの蒼一さんの部屋に着くと、玄関の扉が閉まると同時に、唇へキスが落とされた。私がその勢いによろめくと、すぐに彼の逞しい腕が肩と腰に添えられる。

「んっ……そ、蒼一さん……」

　普段の真面目で紳士な蒼一さんからは想像もできないほど、情熱的で妖艶なキスは、冷えた身体をすぐに温めてくれる。

　センサーで明かりは点いているものの、暖房もテレビもついていない部屋は静まり返っていて、ふたりが交わすキスの音だけが響いている。

　ちゅっ、と短い水音を立てて唇を離すと、蒼一さんが瞳の奥に熱を灯しながら、見下ろしてくる。

　上品な唇が少しだけ濡れていて、扇情的な艶を帯びていた。

「葉月、明日休みだよね。俺も午前中は休みにした。……だから、それまで一緒にいて」

「う……んっ、そ、そうい……」

　満足に頷かせてもらえないまま、蒼一さんに再び口づけられる。鼻をすり合わせながら角度を変えられ、舌を絡め取られ……呼吸もできないほどの激しさに、私は彼のスーツの袖をキュッと握った。

「そ、蒼一さんっ……も、もっ……」

　キスの合間に必死にしゃべろうとすると、唇を離した彼がクスッと笑う。瞳が意地悪に細められていた。

「もっと？　今日の葉月は大胆だな」

「ち、ちがっ……」

　そうじゃなくて、『もう少しゆっくりして……』と言いたかった。

　顔をカッと熱くしていると、蒼一さんが私の髪をすきながら、顔を覗き込んでくる。

「違うの？　じゃあ……どうしてほしい？　キスはいらない？」

　こういうとき、たまに蒼一さんはいたずらっぽくなる。

「ほ、欲しい……」

「キスだけでいい？」

「っ……そ、それはっ……」

　恥ずかしくて口に出せずにいると、蒼一さんが耳元に唇を寄せてきた。

「まぁ……キスだけなんて、俺が無理だけど」

　甘く誘うような声で囁くと、私の耳の後ろにキスをする。

　くすぐったくて、思わず肩をすくめた。

「ずっと葉月に声をかけるタイミングを見計らったり、仮の恋人として健全に付き合っていた反動かな……いくら求めても足りないんだ」

　照れる様子もなく甘い言葉を言うと、私の手を取って寝室に連れていく。

　もう何度も来ているけれど、相変わらず広くてキレイな所だ。

　寝室へ入ると、アースカラーでまとめられた十五畳の部屋は、余計な物がなくてスッキリとしていた。

「で、電気はダメッ……」

　蒼一さんが冷え切った部屋の暖房を入れ、電気を点けようとするので、慌ててその手を止めた。

「どうして？　ちゃんと葉月をかわいがるためだよ」

「は、恥ずかしい……から……」

　一緒にお風呂に何度か入ったこともあるのに、やっぱり明るい部屋で身体を重ねるのはいまだに慣れない。

「なんだ、今日は大胆だと思ったんだけどな」

　蒼一さんはクスリと笑うと、ベッドの脇に置いてあるスタンドライトの電気だけ点けた。

　オレンジ色の間接照明で、壁にふわりと温かな明かりが浮かぶ。

「まぁ、いいよ。明日の午前中は久々にゆっくりできるから……朝からたっぷり楽しませてもらう」

「あ、朝っ……？」

「そう……言ったでしょ、いくら求めても足りないって」

　……ということは、朝から求められるの、私……？

　まだ夜も終わっていないというのに、朝のことまで考えてしまって、鼓動が大きく脈打つ。

「葉月……何、考えてるの？　今は目の前の俺に集中して。やっと出張から戻ってこられて……こうやって一緒にいられるんだから」

　蒼一さんが微笑を浮かべて呟き、額や頬にキスを落とす。

「ん……ずっと、蒼一さん……忙しかったもんね」

　接待が毎日のようにあって、出張は国内だけに限らず、海外にも行っていて。身体を休める日があるのかと心配になっていたほどだ。

　今日、早く帰ることができて、しかも明日、午前休が取れたなんて奇跡に近い。

　蒼一さんは離れていた時間を埋めるためなのか、会話の最中も私へのキスを惜しまない。

「ああ……けど、葉月とこうする時間のために頑張った。葉月がいるから……なんだってできるんだと思う」

　大きな手で私の身体を探ると、背中にあるワンピースのファスナーに指をかけた。

　深いキスをしながら、焦らすようにファスナーをずらしていく。やがてすべて下げられると、肩からストンと脱がされた。

「あっ……」

　部屋が温もったのか、私の身体が熱いのかわからないけれど、ワンピースを脱がされても寒いと思わない。

　……もう、そんなことも考えられない。

「俺は……葉月がいないとダメになる」

　蒼一さんは囁くと、耳たぶをそっと甘噛みする。

　ちゅっと水音が直接耳に響き、私の肩はピクンと跳ねた。

「わ、私も……」

　蒼一さんがいるから、いろんなことを頑張れる。

　嬌声混じりに答えると、耳から唇を離した蒼一さんが、じっと見つめてきた。スタンドライトしか点いていない薄暗い中、黒い瞳が妖しく私を捕らえる。

「そんなかわいいこと言われたら……コントロールが効かなくなる」

　彼は余裕がなさそうに……だけど、とてつもなく優しく笑った。

「もう、限界だな」

　呟くが早いか、無防備な下着姿となった私を横抱きにして、ベッドに寝かせた。

　柔らかなマットに身体を沈めていると、スーツの上着を脱いだ蒼一さんが、ギッとスプリングを鳴らして覆い被さってくる。片手でネクタイを緩めながら、それを解く間も惜しむように唇を重ねてきた。

「ふっ……ん……」

「葉月……」

　ネクタイを解いてシャツも脱ぎ払った蒼一さんは、大きな手で私の身体のラインを優しくなぞる。下着を脱がされると、指先で胸の突起を転がされた。

「んっ……ぁっ……！」

　ビリッと背筋を走る快感に、無意識に身体が跳ね上がる。喉元に吸いつかれると、解放された口から嬌声が漏れた。

「んっ……はぁ……そ、蒼一さん……」

　もっと蒼一さんを感じたくて、漏れる甘い吐息に彼の名前を乗せる。

「葉月、そんな声出されたら……余裕、なくなる」

　蒼一さんは苦しそうに笑うとズボンを脱いで、私と同じ生まれたままの姿になった。

「葉月のこと、大事にしたいって思うのに……なかなかできないな。葉月がいると、ついがっついてしまう」

　見上げた蒼一さんは、ちょっと困った顔をしていた。

　その様子がかわいくて、つい笑ってしまう。

「ううん……いっつも、大事にしてもらえてるって思ってるよ」

　私に触れる蒼一さんの手はいつも優しい。小鳥や宝石を扱うみたいで、触れられるたびに、私が女であるということを教えてくれる。

「本当に？　今度、もっと理性を保つ方法でも、調べておこうかと思ったんだけど」

　蒼一さんが疑うように眉を寄せる。

「いっ、いいよ……も、求められるの……う……嬉しいから」

　照れくさくなりながら想いを告げると、蒼一さんがクスッといたずらな笑みを浮かべた。

「ああ……実は、その言葉を言わせたかったんだけどね。……言われると、想像以上に嬉しかったから驚いた」

「えっ……ひ、ひどい……」

　蒼一さんの策略に乗せられてしまった。

　私が彼の腕を軽く叩たたくと、蒼一さんが暴れる子供をあやすみたいに、その手を取ってシーツに縫ぬいとめる。

「ごめん。……今度、葉月をもっと気持ちよくする方法を調べておくから」

　すねる私をなだめるように、胸の突起をきつく吸い上げた。

「そ、それも調べなくていいよ……」

　これ以上、気持ちよくされたら、私の身体はどうなってしまうんだろう。

　彼から与えられる刺激を存分に味わっていると、蒼一さんが脚の間に引きしまった身体を割り入れてくる。

「葉月、大好きだよ」

「ぁっ……！」

　私を気遣う緩やかな律動に、ゆっくりと身体の奥にある火が灯されていく。

「葉月、これからもっと大切にする。だから、俺のそばにいてください」

　蒼一さんの大きな手が、私の左手をそっと取り上げる。慈しむようにじっと見つめ、指輪をはめた薬指に口づけをした。

　まるで、永遠を誓う王子みたい……。答えはひとつしかない。

「……はい」

　私は目尻からこぼれる涙を感じながら、そっと蒼一さんの首に手を回す。

　……もう一生離さない。

　そうとばかりに引き寄せると、身体を屈めた蒼一さんが、世界一甘いキスをくれた。




　朝、目覚めると、見慣れた部屋の天井があった。

　あっ……今、チャンスかも！

　私はまだ隣で眠っている蒼一さんを起こさないよう、そっとベッドを抜け出すと、蒼一さんの部屋に置いたままにしていた、モコモコの部屋着を着込んだ。

　寝室から出ると、キッチンの棚を開け、用意していたクリスマスプレゼントを取り出す。

　普段、料理をしない蒼一さんはキッチンをあまり使わない。私と付き合う前までは、フライパンさえなかった。食事はほとんど接待や外食で済ませていたらしい。

　だから、ひとりでいるときに、鍋などが入っている場所を見るはずもない。

　私はクリスマスプレゼントに、アロマライトを用意していた。

　仕事で知り合ったガラス職人の人に教えてもらい、自分で作った。オイルも蒼一さんが好きそうな物を店で調合してもらった。

　昨日持っていくとバレバレだったから、蒼一さんが出張している間に、もらっていた合あい鍵かぎで忍び込み、そっと仕込んでいた。

　蒼一さんからもらったプレゼントに比べたら、安物だけど……。

　そっと左手の薬指を見る。そこにはキラリと輝くダイヤがあった。

　夢じゃない……。私、蒼一さんと婚約したんだ……。

　私は嬉しさを噛みしめると、蒼一さんがまだ眠っている寝室へ戻った。

　傍かたわらで眠る蒼一さんを起こさないよう、サイドテーブルにライトを設置する。スタンドライトのコンセントを拝借してセットを終えると、スイッチを入れた。

「わっ……！」

　思わず小さな声が漏れてしまう。まだカーテンが引かれたままの寝室は薄暗く、ライトの明かりがキレイに天井に広がった。

　ライトは、オレンジを基調にさまざまな色で不ふ揃ぞろいなガラスを組み合わせたもの。ボールのようになっているので、ふんわりとした明かりが部屋全体に行き渡っていた。

「……キレイだね」

　布団がもぞっと動く気配がしたと思ったら、蒼一さんの掠れた声が聞こえてきた。

「蒼一さん！　ごめん、起こしちゃったよね」

「いや、そろそろ起きようと思ってたから……。このライト、どうしたの？　あ、なんかいい香りもしてきた……」

　目を開けたはずの蒼一さんは、再び瞼まぶたを閉じる。

「私からのクリスマスプレゼントだよ。蒼一さんを少しでも癒やすことができたらなぁって思ったから、アロマライトにしてみたの」

　私の言葉に、蒼一さんは天井を見上げる。薄暗い部屋を照らす明かりは温かく、アースカラーを基調にしたこの寝室によく合っていた。

「これ……もしかして、葉月の手作り？」

「あっ、うん。手作りだから、ちょっと拙つたないところもあるんだけど……」

「いや、そうじゃないよ。そうじゃなくて……ライトに葉月が見えた」

　ライトを見つめながら、蒼一さんがポツリと呟く。

　ライトに私自身が投影されているように思えて、ドキリとした。

「私が見えたって……どういう意味？」

「全部、俺の好みだから。この部屋にも合うし……だから、葉月だと思った」

　ああ、やっぱり投影されていたんだ。

　蒼一さんの好みに合わせたし、この部屋のことも考えた。それが私らしいと言われるのはくすぐったい。けれど、とても光栄なことだと思う。

「ありがとう。最高のクリスマスプレゼントだ」

「きゃっ……！」

　ベッドのそばに立っていた私は、蒼一さんに手を引かれ、寝ている彼の胸板に飛び込んでいた。蒼一さんはまだ裸だったので、肌が直接頬に触れ、ほのかに香る彼の匂いに、鼓動がドキリと跳ねる。

「あー……やっぱり、俺は葉月といるとダメになるかもしれないな」

　そう言いながら、私をグイグイと抱き寄せ、布団の中へと招いてくる。

「えっ、そんな……蒼一さん、ダメにならないって言ってたのに……」

「昨日、言ったよね？　朝からたっぷり楽しませてもらうって……。もう、葉月が欲しくてたまらないんだ。キミといたら、子供みたいに我慢できなくなる」

「そ、そう言われても……」

　どうしたものかと蒼一さんを見ると、彼は満面の笑みを浮かべていた。とても楽しそうに見える。

「葉月、キミを幸せにするよ」

「蒼一さん……」

　嬉しさに胸が震える。

「年が明けたら……花嫁衣装を見に行かない？」

「……はい！」

　私が元気よく返事をすると、蒼一さんは微笑んでキスをしてくれた。

　明るすぎたら眩しいし、暗すぎたら見失う。だから、ふたりでちょうどいい加減に未来を照らしながら、一緒に歩いていきたい。

「まずい……一回じゃ収まらないな」

「ダ、ダメ……！　身体がもたない……！」

　まさか、朝からとろけるほど愛されるとは……。

「そんなこと言わないで。俺、葉月ナシじゃダメになったみたいなんだ」

　蒼一さんは耳元に唇を寄せ、吐息交じりに甘く囁く。私を甘やかすのが上手だった蒼一さんは、いつの間にか甘えるのも上手になった。

　……やっぱり、私は蒼一さんをダメにしたのかな？　でも、それは私も同じ。

「そ、それは……私だって……！」

　私も蒼一さんナシではダメにされたみたいです。
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　一段と冷え込んだ元旦の朝。

　閂本家で親戚たちと年始の会食が終わったあと、父に部屋へ呼び出された。

　よく磨かれた廊下を歩き、とある襖の前で止まる。

「蒼一です」

　声をかけると、中から「入れ」と低い声が聞こえた。

「失礼します」

　襖を開けると、二十畳の和室が現れる。

　真ん中に座卓があり、床の間にはかけ軸と生け花が飾られていて、座卓の前には父、閂 丞しょう一いちがどっしりと座っていた。

　白色が交じり始めた髪をスッキリ後ろに撫でつけ、顔に年輪のようなシワを刻んでいる。いつもはスーツを着ているが、今日は黒の紋もん付つき袴はかま。

　普段は休みなく働いている父も、この日ばかりは休みのようだ。

「お話があるとお伺いしました」

　空気がピンと張りつめた中へ入ると、黒のスーツを着た俺は、父の前に正座した。背筋を伸ばし、まっすぐ父を見据える。

　父じゃなくて……今は社長だな。

　目の前にいる父の顔付きは厳しいものだった。〝父〟として接するときは、もっとにこやかで、こんなにも硬い表情ではない。

　鋭く威圧感のある眼光に、〝社長〟として話があるのだと察する。

　社長交代の話か……。

　呼び出された理由に見当をつけていると、彼はゆっくりと口を開いた。

「蒼一、私が年末に社長交代の発表を行ったのは知っているな？」

「はい、存じております」

　俺が返事をすると、父は「うむ」と重々しく頷いた。

「発表の通り、まだ後継者は決めておらん。汰一かお前に……と思っておる」

「まさか……」

　父の言葉に、思わず苦笑してしまう。

　決めていないはないだろう。兄である汰一が社長になると決まっているはずだ。

「……私が社長になれば閂の系統が許さないでしょう。関連会社に役員として勤めている者が何人もいるんです。その方々に納得していただかないと、閂建設の経営も危うい」

　保守的な考えが多い閂家。長男こそ跡取りだと考えている人間は、何人もいる。

「お前は社長になりたいと思わんのか」

　父は俺の言葉に顔色ひとつ変えず、たずねてきた。

　思わないか……と聞かれれば、返答に困る。

「考えたこともありません」

　キッパリそう答えた。

　社長になれると思っていなかった。社長は兄がなるものだと思っていたから。

　だから、『なりたい』『なりたくない』……そんな感情的なことは、考えたことすらなかった。

「そうか。……お前は汰一の右腕として育ててきたからな。そういう考えになってしまうのも仕方ない」

　父が腕組みをし、難しそうな顔をする。

「しかし、今はそういう時代じゃない」

「時代じゃないとおっしゃられても……社長は、兄さんが社長になることを見据えて、彼を専務という役職に就かせたのでしょう？」

　俺が営業部で奮闘しているとき、秘書課に勤務していた兄は遊んでばかりいた。それなのに、専務に昇格になった。

　昔から兄の右腕になるよう教育されていたのでわかっていたが、そのとき、やっぱり何をしていても、社長は兄がなるものなのだと確信したのだ。

「汰一を専務にしたのは、閂の人間である自覚を持たせるためだ。お前はすでに自覚し、常に気を配った行動をしていた。優劣をつけたわけではない」

『優劣をつけたわけではない』……か。

　そう言われても、昔から兄が大事にされている光景を、目まの当たりにしてきた身としては、対応に差があるとしか思えない。

　ただ、今は遊び人になってしまったが、兄は昔から俺の憧れでもあった。反対はしない。

「心配はいりません。必ず、専務を……兄さんを社長にいたします」

　深く礼をし、立ち上がる。

　襖に手をかけると、父が俺を呼び止めた。

「蒼一、なぜ私が早いタイミングで発表したか……よく考えなさい」

　よく考えなくてもわかる。

　全くやる気のない兄を奮起させ、しっかりとした社長になるよう更生するための、準備期間を設けたのだろう。

　父の咎めるような声に「わかりました」と返事をし、俺は部屋を出た。

　廊下を歩き、庭園が見えるところまで来ると足を止める。

　冷たそうな池では、鯉こいが緩やかに泳いでいた。

「……また声をかけるタインミグを見失った」

　しばらく、社長問題で忙しそうだ。

　仕事も落ち着いてきたし、そろそろ彼女……瀬那葉月さんを食事にでも誘おうかと思っていたのに。




　瀬那さんと初めて会ったのは、三年前。駅ビルの建設現場だった。

　梅雨の時期でこの日も雨がよく降り、路面にいくつも水たまりができていたのを覚えている。

　取引先との打ち合わせの帰りに、たまたま近くにいたので立ち寄ったときだ。

　現場に入るとき、社用車のトランクにヘルメットが積まれていたので、それを被った。だけど、打ち合わせの帰りだったので、作業着は持っておらず、安全靴も履いていなかった。

　すぐに帰るつもりだったし、ちょっと現場を覗きに来ただけの営業や役員からすれば、普通の感覚。施工部の担当者も何も言わなかった。

　傘を差し、担当者に外観の説明を受ける。ウリを必死に聞いていたら、水たまりに革靴ごと足を突っ込んでしまった。

「大丈夫ですか!?」

　担当者が気を遣って心配してくれる。

　けれど、たいしたことはない。雨が降っていればこんなこともある。

「ああ、問題ない。続けてくれ」

　完成直前の建物はほとんどでき上がっていて、床にシートが敷かれ、壁や柱などに段ボールが巻きつけられていた。

　メインエントランスに入ると、雨で薄暗かったので担当者がライトのスイッチを入れる。しかし、照明がひとつ点灯しない。

「どうしたんだ？　差し込みが浅いのかな」

　点かないところを見上げると、電球は入っているのでうまく差し込まれていないのだと思った。

　壁の隅に立てかけられている脚立を見つけたので、それを持ってきて上ろうと一段目に足をかけた……が。

「あっ、私がやります！」

　上ろうとする俺を止めるかのように、背後からかわいらしい声がした。

　振り返ると、ヘルメットを被って作業着をしっかり羽織り、作業がしやすそうなパンツをはいた女性がいた。

　背は一六○センチより少し高いくらいだろうか。隣に並ぶと、俺を見上げてきた。

「雨の日は革靴は滑りやすいんですから……脚立なんて危険ですよ」

　そういう彼女は、しっかり安全靴を履いている。

「あと、作業着もどうぞ。スーツが汚れます。……あ、これはよく忘れ物をする後輩のために持ってきている、設備課の予備の作業着なので。あとでこの辺りに置いて帰ってもらえれば大丈夫ですよ。遠慮なくどうぞ」

　俺に男性用サイズの作業着を手渡すと、慣れた様子で脚立を上っていく。

　彼女が軍手をした手で電球に触れると、ライトがパッと明るく灯った。

「……よし」

　彼女は点いた明かりを見て、嬉しそうに微笑んだ。

　花が咲きほころんだようなその笑顔は、それだけで仕事が好きなのだとわかる。

「ありがとう。明るくなったよ」

　脚立から下りた彼女にお礼を言うと、「いえ」と首を横に振った。

「ライトって一個消えていると、それだけで寂しいですよね」

「寂しい……」

　暗いとは思ったけれど、ライトひとつをそんな風に感じたことはなかった。

「あっ、ここのエントランス……今は壁にシートかかってますけど、取ったらもっと明るくて素敵ですよ。テナントが入る場所もそれぞれ窓が大きいので、照明も省エネ設計にしています」

　彼女がイキイキしながら、弾むような声で話す。

　……やっぱり、この子は仕事が好きなんだな。こちらまで気分が明るくなる。

　それこそ、大きなライトがひとつ点灯したみたいだ。

「覚えておく」

　俺が頷くと、彼女は満足そうに笑った。

「瀬那さんっ！　すみません、ちょっと来てくださいっ！」

　被ったヘルメットの隙間から、明るい髪色が覗く男性が彼女を呼ぶ。図面を見ながら、業者とチェックしていたらしい。

「あっ、広瀬くん、そのままにしてた……すみません、それでは失礼します」

　彼女は丁寧に頭を下げると、呼ばれた作業場へと戻っていった。

　凛としていて、キビキビと動いている彼女の後ろ姿を……なんとなく目で追ってしまう。

「さっきの女性は……？」

　借りた作業着を羽織り、隣にいた施工部の担当者にたずねる。

「ああ、設備課の瀬那ですよ。照明を担当してます。現場での評判もいいですよ。明るくて気が利くとかなんとか……」

「へぇ……設備課の瀬那さんか……」

　無意識に、だけどしっかりと頭に名前を刻む。彼女の笑顔は完全に忘れられそうもなかった。




　その日から、現場へ行くたびに彼女の姿を探した。

　もちろん、現場での作業ではなく設計こそが彼女の仕事なので、現場にいないことは多かった。

　見かけたときは、いつも一生懸命に仕事をしていて、暑い日はタオルを首に巻き、寒い日は身体がひと回り大きくなるほど厚着をして、ひたむきに取り組んでいた。

　しかし、どんなときもイキイキとしているのは変わらない。

　……俺はそんな彼女に、ひそかに心惹かれていた。

　気になり始めてから〝好き〟という特別な気持ちへ変化するのに、さほど時間はかからなかった。

　その気持ちを自覚すると、近づきたいと思うのが自然。話をしたい、一緒に食事に行きたい、彼女のことをもっと知りたい……。

　もう少し仕事が落ち着いてから……そう思って日々励んでいると、今度は社長問題が浮上してきた。

　……タインミグが悪すぎる。

「これが片づいたら、今度こそ声をかけるか」




　――そんな決意を込めて、仕事と社長問題に邁まい進しんしていた一月。事態はなかなかうまく進んではくれない。

　兄は取り合ってくれないし、役員は俺を社長にしたがる。閂家は兄を社長にしたいだろうし……どうしたものか。

　会議が終わり、社長問題に頭を抱えていると、建築営業部第二営業課の課長が話しかけてきた。

「お疲れさまでした。いや、結構長引きましたねぇ」

　少し太りぎみの彼には会議室の暖房が効きすぎていたのか、前髪が後退した額にうっすらと汗をかいている。

「ああ、本当に。みんな熱心で助かるよ。次の課題も見えてきたし、いい会議だった」

　朝イチから始まった営業会議は、十一時に終わるはずだったのに、結局ずれ込んで十二時前となっていた。

　そろそろ営業総本部は昼休みに入る。

　昼飯はどうするかな。明日の会議資料をもう一度読んでおきたいからデスクで……。

　そんなことを考えながら、四十八階の会議室から廊下に出る。会議室が暖かすぎたのか、ずいぶんと冷えていて一月の寒さを感じた。

　昨日、空調が壊れたと誰かが言っていたな……。

　そんなことを思っていると、ふいに女性の声が聞こえてきた。

「いいよ！　もう、社内恋愛なんてしないんだから！」

　聞き覚えのある声が気になってそちらを見ると、慌てたようにエレベーターに乗り込む瀬那さんがいた。

　もうひとりの男性は三年前に見かけた若い照明担当か。よく一緒にいるところを見かけるな……今度、念のため名前を調べておこう。いや、それよりも瀬那さんが社内恋愛をしないって……どういうことだ。

「どうかしましたか、閂総本部長？」

　呆然とドアの近くで立ち尽くしていると、課長がたずねてきた。

「い、いや……なんでもない」

　強張る頬に無理やり笑顔を浮かべると、四十階にある営業総本部のオフィスに戻るため、エレベーターへ向かう。

　建築営業部も同じ階にあるので、課長も一緒に並んで歩きだした。

「それにしても、さっきの瀬那……でしたっけ。確か設計部ですよね」

　課長の言葉に、ピクリと反応してしまう。

「ああ、設備課で照明を担当しているみたいだな」

「詳しいですね……さすがにウワサが耳に入りましたか？　いや、若い子はいろいろ遊んでいるみたいですね」

　課長はハハハと笑いながら、ズボンのポケットから取り出したハンカチで、額を拭っていた。

　彼女は遊んでいない……そう思う。ウワサ自体、本当なのか怪しいものだ。

　課長には悟られないよう口元をほころばせたまま、心の中で反論した。

　瀬那さんには数ヵ月前から、あるウワサが流れている。

　それは『瀬那と付き合うとダメになる』というもの。

　人事部の部長から聞いたときは耳を疑った。……そんなはずはない、と。

　その場で人事部長に『ウワサは間違っている』と否定したけれど、『俺に言われても困る』と苦笑された。部長もどこの誰が言いだしたのかわからないらしい。

　エレベーターが到着したので、課長と一緒に乗り込む。ほかにも五人ほどいたが、全員営業部の部長や課長。営業部は同じ階に集中しているので、四十階以外のボタンは点灯しなかった。

「そういえば、瀬那は今度開く社内コンペに参加しているんですよ。私の部下が取ってきた中型商業施設の契約なんですけどね。新規の取引先ですし……やっぱり、総本部長としても、問題ない子が選ばれるほうがいいですよねぇ」

　俺より十五センチは背が低いと思われる課長が、肩口の辺りでひそひそとしゃべる。一応、ほかの社員に聞こえないように配慮しているつもりらしいが、こんな狭い所では意味がないだろう。

「……どういう意味かな？」

　口元に浮かべていたはずの笑みは、いつの間にか消えていた。

　冷ややかな視線を送っているつもりだが、ニコニコしながら両手をこねている課長は、気づいていない。

「いえ、まぁ……社内の審査員には私のほうからウワサ話と一緒に、彼女には票を入れないようひと言言っておきますから……」

　……気を回しているつもりか。

　それで俺からの評価を上げようというのか？　……ふざけるな。

　腹の底から怒りが湧き上がってくる。

　設計の善し悪しではないところで評価するのは最低だし、何より彼女の邪魔をしようとするのは許せない。

「……それは、不正じゃないか？」

　少し声のトーンを落とし、エレベーター内に響くほどの声で言った。

「え？」

　両手をこねていた課長の手が止まる。

　エレベーターに乗っていた全員が俺を振り返った。

　……この際だから、言っておいたほうがいいか。

「設備課の女性に対して、変なウワサが流れているけれど……デマだ。信じて、バカみたいに吹聴したり、騒ぎ立てることを営業部、並びに営業総本部では禁止する。ウワサに振り回されて、仕事が疎おろそかになっては困るからだ。以上」

　とってつけたような理由を言い、どうにかウワサを食い止める。

　彼女のために、俺ができることはこれくらいか。

　急に注意を受けて驚いているのか、エレベーターが四十階に着いても、誰ひとり動かない。

「ああ……課長。ウワサがどうしても気になるようなら、一度彼女の仕事ぶりを見てみるといい。それでもまだ不正を企くわだてるようなら……俺が許さない」

　彼女の働きぶりを知っている俺からしてみれば、彼女が誰かをダメにするなんて信じられない。……いや、信じたくないだけかもしれない。

　エレベーターから降りる前に、課長にニッコリ微笑みかける。

　彼は怯えているのか、拭ふいたばかりの額にまたじっとりと汗をかいていた。




　エレベーターから降りると、営業総本部のオフィスに入った。

　社長問題が片づいたら声をかけようと思っていたのに、まさか『社内恋愛なんてしない』とまで言い切られるとは……。

　社内恋愛をしないということは、俺は対象外になる。

　営業総本部のオフィスには、十個のデスクを向かい合わせにした列が三列並んでいる。その間を、一番奥にある自分の席を目指して、ツカツカと歩いた。

　営業部の取りまとめをしている総本部は、さほど人数が多くなく、和気あいあいとしている。あと五分で昼休みということで、各々午前中の仕事を切り上げているようだ。

「そういや、設備課の女の子……〝社内恋愛しない〟って宣言したらしいよ？」

　近くの席にいる女性社員がどこから聞いたのか、瀬那さんのウワサを始めた。

　そうだ……これ以上広まらないよう注意しておかないと……。

　席へ着く前に、みんなにひと言言おうと立ち止まる。

　すると、ウワサを始めた社員の隣に座っていた男性社員が笑った。

「そんな宣言しなくても、社内の人間でダメにしてほしくて近づくヤツはいないだろ」

　その言葉に、ハッと思いつく。

「……そういうことか」

　ダメにしてほしくて近づくヤツはいない……ということは〝ダメにしてほしいから近づく〟というのは考えられる……。

　我ながらバカみたいだと思うけれど、後継者問題で苦戦している今なら、この理由は使えるかもしれない。

「総本部長？」

　俺が呟いたまま立っていたから、近くにいた社員に声をかけられた。

「あ、いや……すまない。……みんなにひと言言いたくて」

　すると、営業総本部社員の視線が一気に俺に集まった。

「閂建設には多くの社員が働いているから、いろいろなウワサが飛び交うこともあると思うけど……吹聴したり騒ぎ立てることがないよう、業務に集中してくれ。以上」

　決して個人的な感情が混ざらないように気をつけ、業務連絡のように言い終える。

　横目でウワサ話をしていた女性社員を見ると、肩を小さくすぼめて反省していた。

　……別に、キミひとりに言いたかったわけじゃないんだけどな。

　むしろ、瀬那さんに近づくためのヒントをもらったので、感謝したいところだった。

　俺は席に着くと、パソコンを開き、メールソフトを立ち上げた。

　やっぱりバカらしいと思いつつも、社内恋愛しない彼女を誘うには、一番いい方法だと思った。うまくいけば、何度かデートもできる。

　……そして、もっとうまくいけば……。

【瀬那葉月様　突然のメールを申し訳ありません。お話ししたいことがありますので、本日、十二時五十分に五〇三会議室へ来ていただければ幸いです。もしご都合が悪ければ改めますので、ご一報ください。　営業総本部　閂 蒼一】

　本文を打ち込み、宛先を瀬那さんに設定する。

　……送信ボタンをクリックする指が、最後の最後でためらった。

　マウスを握った指先に、来てくれるだろうか……と迷いが浮かぶ。

　三年前の雨の日のことを彼女が覚えてくれていたら、来てくれるだろう。覚えていなかったら……いや、それでも来てくれる気がする。……来てほしい。

　願いを込めて送信ボタンをクリックすると、ちょうど昼休みに入った。




　昼休みが終わる十分前。

　五十階の会議室に着くと、彼女はまだ来ておらず、窓の外を眺めながら待つことにした。

　あれから昼休みの間に、女性を誘うためのテクニックをいろいろ調べた。草食系の男子が多い今だからこそ、少し強引に肉食系で迫るといい、とネットに書いてあった。

　草食も肉食も、男に使う言葉だと初めて知ってショックを受け、近くにいた女性社員に『これは本当なのか？』とたずねると、少し照れた顔で『肉食が好みだ』と言っていた。……やっぱり情報は間違いではないらしい。

　ほかに調べた情報だと、冷たく接したあとに優しく接して、気持ちを揺さぶるのも効果的らしいが、これはなかなか難しそうだ。

　何事も調べて実践するタイプではあるが、彼女に対して有効なのかどうかわからないので、断られたときに試してみようと思う。

　……俺のこと、覚えているかな。

　窓の外に見える大通りを見下ろし、行き交う車を見ながらそんなことを考えていると、ドアがノックされた。

「はい」

　返事をすると、間もなくしてドアが開く。

「せ、設計部の瀬那です。失礼します」

　彼女は呼び出された理由がわからなくて不安なのか、おずおずと会議室に入ってくる。

　現場でシャキシャキと働いている印象とは違う。……ちょっと怯えているところがかわいい。

「ああ、瀬那さん……お疲れさま。営業総本部の閂 蒼一です」

　俺が怖いのか、ドアの前で立ち尽くしているので歩み寄った。

　現場ではいつもヘルメットを被っているけれど、今はボブにセットされた艶やかな黒髪が見えている。彼女の無む垢くな雰囲気にとても似合う。

「は、初めまして……瀬那葉月です」

　彼女はペコリと小さく頭を下げた。

　そんな仕草もかわいらしい。けど……。

「初めまして……か」

　胸がチクリと痛む。

　三年前のことを、彼女はやっぱり覚えていなかった。しかも、彼女がいる現場に何度か足を運んでいるけど、それさえも気づいていなかったということだ。

　まぁ、挨拶も現場の責任者やクライアントとしかしていないから、仕方ないことではあるけれど。

　不思議そうに首を傾げる彼女に「いや」と言葉を濁して、早速話をすることにした。

　まずは突然呼び出してしまったことを詫び、彼氏がいないことも確認する。これで彼氏がいたらどうしようもなかったけれど、いなかったので心からホッとした。

「実はキミに頼みたいことがあるんだ」

　距離は近いほうが、ドキドキさせることができると書いてあった。

　彼女に近づき、目をじっと覗き込む。

　……まずいな、かわいい。俺のほうがドキドキする。

　クリリとした瞳に見つめられると、今すぐ抱きしめてしまいたい衝動に駆られる。

　……いや、今は冷静に。

　ひと呼吸置くと、ゆっくりと口を開いた。

「俺をダメにしてほしい」

　考えていたことを告げると、彼女は驚いたように何度も目をまたたかせる。

「……へ!?」

「キミは付き合った男をダメにしていると聞いた。……お願いだ、俺をダメな男にしてくれないか？　……俺と付き合ってほしい」

　少し強引に出る……。

　社内恋愛をしないと言っている彼女だから、仮の恋人として付き合ってほしいとお願いするけれど、やっぱり断られてしまう。

　……予想していたこととはいえ、好きな女性から断られるのは結構つらい。

　葉月への気持ちは言えなくても、きちんと建前上の理由を話したい。だけど、昼休みの時間も終わるし、せっかくだからもっとゆっくり話がしたい。

　俺は胸ポケットから一枚のカードを取り出した。

「今夜、この店で待ってる」

　店は以前、瀬那さんと彼女の先輩が担当した所だと把握済み。照明が幻想的でキレイで、俺自身よく利用している。

　これで少しは興味を持ってくれただろうか。

「あっ、ここ……」

　瀬那さんが、ちょっとだけ声のトーンを上げた。その反応が嬉しくて、心の中でヨシッと拳こぶしを握る。

　しかし、それだけじゃ彼女が誘いを了承してくれることはなくて、俺は調べていた俺様やツンデレの演技を披露した。

　けれど、つけ焼刃な演技では彼女に響くことはなく、時間だけが過ぎる。

「瀬那さん……キミだけが頼りなんだ。助けてほしい」

　……彼女も仕事があるし、これ以上拘束できない。

　そう思っているとストレートな言葉が口からこぼれ出た。

「うっ……その言葉には弱いんですけど……」

　彼女が弱ったように眉を寄せる。

　何も考えていなかったけれど、一番彼女の心に響いたみたいだ。

「なんだ……そういうことか」

　まどろっこしい演技は必要なく、まっすぐな言葉で彼女の心は動く。いろいろ考えすぎたみたいだ。思わず笑みが漏れる。

　それから二十一時に約束をし、俺は仕事に戻った。




　店には待ち合わせの三十分前に着いた。たまたま取引先との打ち合わせが早く終わり、場所も近かったから中で待たせてもらうことにした。

　ビルの三階にある店は、樹海をイメージしているらしく薄暗い。落ち着いた雰囲気で気に入っている。

　案内された席は衝立で仕切られた半個室で、黒の四角いテーブルにオレンジのクロスがかけられている。

　席に着くと、昼休みのことを思い返した。

　瀬那さん……かなり驚いていたな。

　昼休みに見た彼女の表情を思い浮かべる。怯えたり、驚いたり、呆然としたり……クルクル変わる表情はどれも魅力的だった。

　でも……まだ笑顔を見ていない。

　三年前のときのような、あんな笑顔を見せてもらいたい。理由をきちんと話せば、仮の恋人……という突拍子のない話も、受け入れてくれるだろうか。

　いろいろ考えながら、天井を見上げる。

　小さな穴の隙間からライトが漏れ、幻想的な空間を作っていた。

　この店独特のライティングは、彼女と彼女の先輩がデザインしたもの。確か、賞を取っていたはずだ。瀬那さんについてはすべて調べ、記憶している。

　……キレイだな。建築を学んだときに、照明についてもいくらか勉強はしたけれど、そこに特別な何かを考えたことはなかった。

　彼女の目には、何げない照明も、意味のある明かりに見えているんだろうか。彼女への興味が強くなる。

　木漏れ日のような明かりを見上げながら、ぼんやりとそんなことを考えていると、「あの……」とか細い声が聞こえた。

「ああ、瀬那さん！」

　俺は慌てて席へ座るように案内する。嬉しさから余裕をなくさないよう、冷静であることを必死に装う。

「あの、総本部長……ゆっくり話したいことってなんでしょうか？」

　瀬那さんはやっぱり気になるみたいで、早速たずねてきた。

「そう焦らないで、何か注文しようよ。せっかく瀬那さんと食事ができるんだ。楽しみたい」

　食事の前に話が終わると、瀬那さんは帰ってしまう気がする。申し出を断られたとしても、せめてこの時間だけは楽しみたかった。

　……もちろん、断らせないつもりだけど。

　オススメの料理をいくつか注文し、ワインを頼んでグラスを合わせる。

　営業でいろいろな人と会っているので、自分と相性がいい人、悪い人……というのはなんとなく向かい合ったときにわかる。

　……彼女は、やっぱりいい。

　本当にただデートをしているみたいで、この時間がずっと続けばいいと思った。

　しかし、誘われたほうの彼女はそうではないらしい。

「あの、そろそろ本題に入っていただけませんか？」

　もう一度たずねられ、思わず苦笑してしまう。

「……もうちょっと、この時間を楽しませてはくれないんだ？」

　理由はともあれ、やっと誘えた。もう少し、会話を堪能しながら食事をしていたかった。

「だって、気になります。急に『ダメにしてほしい』とか、『仮の恋人として付き合ってほしい』とか……」

「そうか……まぁ、仮でも付き合ってもらえれば、これからは……」

　これからは、もっと長い時間一緒にいられる。

　本音を言いそうになるのをこらえてごまかすと、俺は後継者問題のことから話し始めた。

　彼女はいろいろ驚いていたようだけど、「会社の後継者問題についてはわかりました」と理解してくれた。

「……でも、私が手伝えることってあるんですか？」

　不思議そうに首を傾げる。

「キミに俺をダメにしてほしいんだ」

　改めて告げると、彼女はやっぱり驚く。

　ダメになって、役員を失望させて、兄を社長にする……そういう計画だと話した。

　ただ本当は、これは俺が瀬那さんに近づくための作戦。後継者のことで揉めているからこそ、使えるお願いだ。

　だから……彼女が本当に人をダメにするなんて……微塵も思ってはいない。

「俺と……付き合ってほしい」

「か、仮……ですよね？」

　彼女は困ったようにたずねてくる。

　……この様子だと、やっぱり〝仮〟じゃないと、交際してくれないんだろうな。

「ああ、とりあえずは」

　本当は、本物の恋人になりたいと願っている。だけど、今それを言ったら断られるから……。

「いや、なんでもない」

　苦笑してごまかした。

「仮だから身体関係は一切ナシにするよ。けど、ダメ男になるために、きちんとキミの彼氏にならせてもらう。だから、連絡も取り合うし、デートもする」

　連絡し合ってデートもして、それで……キミの気を引きたい。

　これこそ、この〝仮の恋人関係〟の裏にある……俺の本当の計画だ。期限は、本当ならキミが俺に惚れるまで……と言いたいところだけど、そうはいかない。

　社長が決まるまでだと伝えると、瀬那さんは小さく頷いた。

「わ……わかりました……お付き合い、します……」

　小さな声を確かに聞き取る。

「っ……！　ありがとう」

　お礼を言いながら頬が緩む。大きな商談を決めたとき以上に、嬉しさが込み上げてきた。

　緊張が解けると、喉がカラカラに渇いていた。思わずワインを一気飲みしてしまう。

　瀬那さん改め、葉月がおかしそうにクスクスと笑いだした。

　俺の性格がわからないという葉月に、つい昼休みの演技についての訳を話す。

　まぁ……本当の秘密事項は、何もかも葉月を手に入れるためだということだけど。それを言えるのは、きっとまだ先だ。

「なんだ、蒼一さんって面白い人だったんですね」

　葉月が楽しげに瞳を細めた。白い頬がほころび、小ぶりな口を今は大きく開けている。

　あー……そんな顔をされると……。

「葉月、そんな顔されると……身体関係ナシでいられない」

　触れたくて、たまらない。

　手を伸ばして頬に触ると、葉月は動きを止め、じっと俺を見つめてきた。

　……まずいな……これじゃ、もっと触りたくなる。

　徐々に紅潮していく頬を見ていると、もっともっと……赤く染めたくなる。

「え、えっと……そ、それも勉強されたんですか？」

「……どうだろうね」

　さすがにこれ以上はまずい。

　表情を引きしめて、グッと欲望を抑える。

　がっついて葉月を傷つけることは避けたかった。さんざん、ウワサで傷ついているだろうから……。

「ああ、そうだ。ヤンデレっていうのも、調べたから今度披露しよう」

　話を変えると、やっぱり葉月は動揺して焦っていた。

「い……いいです、披露しなくて！　勉強もやめたほうがいいですよ……！」

　葉月がストレートな物言いに弱いことは理解した。しかも『助けてほしい』や『頼りにしてる』というお願いの言葉にも。

　けど……クルクル変わる表情はやっぱりかわいいし、たくさん見たいから。

「それは無理だな」

　いろんなことを仕かけて葉月を俺に夢中にさせて……計画を成功させる。

「……何もかも、葉月の気を引かなくちゃ始まらないから」

　気を引いて、好きになってもらう。

　葉月をオトすための計画はまだ始まったばかり。

　気持ちを伝えられるのはもう少し先だから、それまで仕事に一生懸命なキミをそばで見守っていよう。





ＥＮＤ












小さな独占欲（あとがきに代えて）




　あっ！　また飲んでる……！　四月某日。夜の闇やみにほんわかとライトアップされた桜の下、私は少し離れた所に座っている蒼一さんに目を光らせていた。

　今日は設計部の皆で、閂建設の近くにある公園でお花見。設計部の部長に誘われたらしく、社長である蒼一さんも特別に参加していた。普通なら一緒にお花見ができて嬉しいはずなのに、今はそれどころじゃない。

『葉月といるときは抑えていたけど、実は酔うと誰彼かまわずキスしてしまうんだ』

　昨夜、蒼一さんが不安げにそう言ってきたから。なのに、彼は先ほどから部長にお酒を勧められるがままたくさん飲んでいる。しかも、その周りには女性社員が数人。

　今、蒼一さんが酔っ払ってしまったら大変だ！

　私は彼のもとへ向かい、少々強引に彼と女性社員たちの間に割り込んだ。

「しゃ、社長！　飲みすぎていませんか？　はい、ウーロン茶どうぞ！」

　蒼一さんは「さすが気が利くね」と、シラフのときと同じ表情でクスリと笑った。

　あれ、全然酔ってない？　不思議に思っていると、そばにいた部長が口を開いた。

「瀬那さん、心配することはない。社長はかなりお酒が強いんだ。それに、酔ったとしても少し眠くなるだけだって、以前ご本人がおっしゃられていたから……」

　え？　じゃあ、昨日の言葉は？　蒼一さんを見ると、彼は満面の笑みを浮かべた。

「葉月、さっきから気になって、俺のことしか見ていなかったでしょ」

　耳元でこっそり囁かれた言葉に、彼の策略にハマッていたのだと気づいた。




　＊　＊　＊




　ヒロインにとにかく優しいヒーローにしようと思って生んだ蒼一は、私の好みの関係で（笑）改稿前はヘタレでした。最終的にちょっと策士で天然（？）な男に落ち着きましたが、いかがでしたか？　少しでもお楽しみいただけましたら幸いです。

　最後になりましたが、かわいくて春らしいイラストを描いてくださった龍りゅう胡こ伯はく先生、編集・校正に携わってくださった皆様、デザイナー様、そしてこの作品を手に取ってくださった読者様に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。





春はる奈な真ま実み
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